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２０１９年３月ＮＨＫ中部地方放送番組審議会 

 

 ３月のＮＨＫ中部地方放送番組審議会は、１４日(木)、ＮＨＫ名古屋放送局に

おいて、１０人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、前回の審議会での答申を受け「２０１９年度中部地方向け地

域放送番組編集計画」を決定したこと、およびこれに基づいて策定した「２０１

９年度中部地方向け地域放送番組編成計画」について報告があった。続いて、ナ

ビゲーションスペシャル「障害者と家族  どう支えるか」について説明があり、

放送番組一般も含めて活発に意見の交換を行った。 

 最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、今後の番組編成の説明が行

われ、会議を終了した。 

 

（出席委員） 

  委 員 長  小澤 正俊  （大同特殊鋼（株）相談役） 

 副委員長  東    惠子  （東海大学海洋学部環境社会学科教授） 

 委 員  井口 昭久  （愛知淑徳大学健康医療科学部教授） 

   稲村 修  （魚津水族館館長） 

   坂田 守史  （（株）デザインスタジオ・ビネン取締役） 

   玉井 博祜 （能楽師／玉井屋本舗社長） 

     都築 紀理  （愛知県農業協同組合中央会常務理事） 

   德田 八十吉（德田八十吉陶房代表） 

   松田  裕子  （三重大学副学長） 

   真能 秀久  （中日新聞社取締役人事労務担当) 

 

(主な発言) 

＜ナビゲーションスペシャル「障害者と家族 どう支えるか」 

３月８日(金)放送について＞ 

 

〇 障害者の家族の苦しみを丹念に、粘り強く記録した、優れたドキュメンタ

リー番組だった。私宅監置ということばが衝撃的だった。国の政策が時代とと

もに大きく変わり、地域の受け入れ態勢が整わないまま障害者が施設や病院

から家族の元に返されるという事情をわかりやすく描いていた。施設や病院
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もしくは家族という二者択一のような選択しかできない日本の医療や社会を

異様に感じたし、日本は精神医療後進国であることを番組は裏付けていた。強

迫的に水を飲んでしまう強度行動障害のある息子の母親が早朝、職場に自転

車で出かけようとした場面や、愛情か義務かと問われ、「義務のほうが多いか

な。愛情も少しあるかな。」と答えた場面が印象的だった。また、思わずわが

子に手をかけた家族の事例で、一度は殺そうとしたほどの地獄のような生活、

それでもわが子と生きようとする母親の姿は涙を誘い、人間の奥深い慈愛を

感じた。「この子に責任はない」と言って食事を作り続ける８２歳の母親の姿

は心に残った。「きょうも、私たちの知らないところで一日一日を生きていま

す」というナレーションなど、エンディングは余韻を残していた。番組では、

日本の精神医療の問題を現場の具体的な事例で提起し、歴史的背景も明らか

にしたうえで、今後の進むべき方向に暗示を与えていた。また、愛情にあふれ

た家族に寄り添ったよい番組だった。 

 

〇 大規模なアンケート調査や５０以上の家族への取材など、しっかりと調査

していた印象だった。障害者と家族の支援の課題大きなテーマで、今回の番組

だけでは語りきれない部分もあったのではないか思うので、シリーズとして

制作してもよいのでないか。一方で、手書きの筆文字のような番組タイトルに

デザイン的な古さを感じ、違和感があった。私宅監置と座敷牢の紹介をしてい

たが、社会状況の説明がもっとあればよりわかりやすかったのではないか。

アンケートの束の映像や、家族写真の映像など、フィルターによる映像加工が

多用されており不安感を過剰にあおられ不快に感じた。もう少しやわらかい

表現でもよかったのではないか。今回は知的障害にフォーカスしていたが、身

体障害や子どもの障害など、いろいろな角度から家族の苦悩を描かれていた

ら、もっと幅広い理解が得られたのではないか。 

 

〇 密着ルポと時間と手間をかけた調査など番組内容に説得力があった。日本

の障害者政策の負の歴史も交え、高齢化する家族の心配や問題を取り上げ、そ

れでも前に進もうとする家族の姿を描く構成がうまいと感じた。また、硬直し

た国の政策や国民の理解の少なさも浮き彫りになり、将来への不安を感じさ

せるエンディングも含め、問題の重大性を強く感じさせる重厚な番組だった。

日本各地や世界各地の状況や先進事例など、続編に期待したい。一方で、障害
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者と家族の支援の課題はひとくくりにできず、障害者も含めたさまざまな社

会的弱者に対して、地域や行政がどのようにしていくべきか、経済的な視点も

交えて議論するような番組も制作してほしい。 

 

〇 障害者と家族のさまざまな問題が事実としてあるということに驚かされた。

そうした問題を密着ルポにより明らかにしたことはすごいと思うし、ＮＨＫ

だからこそできる地道な積み重ねがあってこそだと思う。ネット社会になり、

社会のさまざまな情報がオープンになる中で、障害者と家族の問題について

社会の理解を得やすくなったと思う。今後も家庭の問題だからと深く取材さ

れてこなかった問題を発信していってほしい。 

 

〇 障害者と家族がさまざまな悩みや葛藤、負担を抱え、追い詰められている

実態が、アンケート調査により明らかにされており、とてもわかりやすかっ

た。障害者とその親の姿は問題の深層に迫っていた。インタビューに応じて

いる人々は子どもが中高年のケースが多く、精神的、経済的な負担の大きさ

が理解できた。歴史を掘り起こして紹介することで、現代まで続く問題なの

だと実感した。番組は、地域社会がどのようにこの課題を受け止めなければ

ならないのかということを示唆しており、奥行きがあった。地域社会として

この問題に取り組むというよりも、負担を軽減する仕組みを考えなければな

らないと感じた。親子で問題を共有できる時間や空間を持つことと、障害者

の特性を発見し伸ばせるような教育が必要なのではないかと感じた。計り知

れない葛藤や苦悩があっても、障害者やその親たちの表情が優しく印象的

だった。 

 

〇 ＮＨＫならではの重いテーマの番組だった。障害者と家族の支援の課題に

ついて改めて考えさせられる機会になった。万人向けの番組ではないかもし

れないが、重要な問題なので丁寧に作り続けてほしい。日常の生活に困窮して

いる様子が紹介され、当事者が自ら状況を率直に話す場面もとても印象的

だった。番組の導入部分で私宅監置について触れた上で、具体的な事例に進む

番組構成はよかった。フィルターによる映像加工や画面が揺れる場面、不気味

な効果音など、臨場感や切迫感があった。番組で行ったアンケート調査は、障

害者の悩みや苦しみを明らかにするためだという説明だったが、明らかにす
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るだけではなく、その先についても継続して取材してほしい。今回は高齢の親

を中心に取材していたが、親が若い場合はまた違った悩みがあるのではない

か。アンケ―トや密着ルポを受け入れない人も多いと思うので、今後どのよう

に掘り下げていけるかが課題だと思う。グループホーム建設が決まった場面

は、わずかな希望を感じられ、穏やかな気持ちで番組を見終えることができた。 

 

〇 これからの日本の医療や福祉といった観点から重要なテーマだということ

は理解できるが、番組が制作者個人の視点に偏っていたように感じた。もっと

中立的な視点で、公平、公正に、多様な価値観や論点を提示してほしい。取材

対象者が高齢かつ重い障害に偏っており、問題提起のしかたがネガティブす

ぎると感じた。家族で介護することをポジティブに捉えている家庭や、地域移

行によってうまくいっている事例を取り上げるなど、障害者への支援のあり

方についてもう少し中立に描けば、視聴者が判断できたのではないか。障害者

と家族の現状や孤立、地域移行の課題、受け入れ態勢が整っていないといった

現実が明らかになりよかったが、番組タイトルのデザインや色、コメント、音

楽などから、恣意的という印象を受けた。番組では虐待の件数が５年で 12,000

件以上と紹介されていたが、５年間の間に増えているのか減っているのかと

いった傾向がわからず、１年単位の数字を提示しないのは、数を多く見せたい

ためではないのかと感じた。また、データの出典元の情報がほしかった。エン

ディングの「きょうも私たちの知らないところで、一日一日を生きています」

というナレーションは、違和感があった。番組途中には希望を持てる場面も

あったと思うが、危機感があおられ、誰に対してどのようなメッセージがあっ

たのか、疑問に感じた。 

 

〇 取材対象となった家族の思いや勇気に感服した。現実を少しでも多くの人

に知ってもらい、理解してほしいという思いが伝わってきた。経済的にも時間

的にもゆとりがなく、高齢となっても重度の精神障害のため満足な日常生活

が送れない子どもに対し、ずっと神経を張り詰め続けなければならないとい

う現実の厳しさを感じた。施設も受け皿として十分に機能していない状況で、

親にも負担を強いることでギリギリ成り立っている実態を理解した。グルー

プホームを自ら立ち上げようとしている人のことばには、希望を持つことが

できた。 
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〇 愛情か義務かという質問は、愛情ということばの後ろに無償の何かがあり、

義務ということばのうしろには重荷があるという印象を受けたが、そこに制

作者の意図を感じた。障害者の子どもと暮らしていくことは必ずしも不幸で

はなく、充実している面もあるのではないか。一方で、時間的なゆとりがない

ことや親が亡くなった後の問題、社会の理解が不足していることなど問題は

あるので、じっくりこの問題に向き合い、身近に障害者がいることは当たり

前という認識のもと、さらに番組を発展させていってほしい。障害者雇用が

進み、障害者の自立も進んでいくと思うが、これからの福祉の課題について

テーマを明確にし、続編を制作してほしい。 

 

〇 障害者と家族の支援の課題に社会が対応できていない現実にがく然とした。

障害者と家族が抱えるさまざまな問題が明らかにされるとともに問題の深刻

さがよくわかった。一方で、番組は問題提起のみで全体的に暗く、見終わった

後に苦しい思いがした。問題解決に向けた社会のあり方といったことをテー

マにした方が、大きなストレスを感じずに視聴できたのではないか。精神障害

にも軽度や重度といった層があるので、全ての障害者と家族がこうだと誤解

されないように、それぞれの層にわけて問題提起をした方がよかったのでは

ないか。障害者が本名を出していたが、違和感があった。精神障害はその人の

一生に関わるような長期的な問題なので、問題提起だけでなく、行政や社会が

どう向き合うべきかなど、さまざまな分析をしながら、より深く継続して取材

し、続編を制作してほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

    一口に障害者と言っても幅広く、すべてを網羅して伝え

ていくことは難しいが、今回はうかがい知ることが難し

かった知的障害や精神障害、とりわけ強度行動障害がある

人たちにスポットを当てた。解決策の提示も含め、今後も

さまざまな角度から取り上げていきたい。 

 

＜放送番組一般について＞ 

〇 ２月２２日(金)の富山イドバタトーク！ちょっこし不満しゃべらんが？
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「第４弾 気づかぬうちに あなたもセクハラ！？」(総合 後 7:30～7:55 富

山県域)を見た。「セクハラ」をテーマとしていたが、番組冒頭から悪い男性と、

対する弱い立場の女性という雰囲気で、既定路線の内容だった。富山に限った

話題ではなく、富山らしいテーマではなかったのではないか。 

 

〇 ２月２４日(日)のえぇトコ「母に学ぶ 吹雪の女子旅～石川・能登半島～」

(総合 後 1:05～1:44 石川県域)を見た。あまり知らなかった能登のことを知

ることができてよかった。興味深いアクセサリーが紹介されていて、行ってみ

たいと思った。 

 

〇 ２月２４日(日)のＮＨＫスペシャル「大往生～わが家で迎える最後～」を見

た。老々介護の末期がんの父親を全盲の娘が介護する場面は、日常生活の悲し

さや愛情を感じた。患者を気遣い「顔を見に来ただけ」と言って訪れる医師の

姿に、感銘を受けた。 

 

〇 ２月２５日(月)のプロフェッショナル「医療事故をなくせ 信念の歩み～

医師・長尾能雅～」を見た。医療事故を公開することは、結論の出ていない途

中経過を伝えることで誤解が生じやすいが、番組は、医療安全そのものが治療

行為であるという前向きな姿勢が貫かれていた。長尾さんの「医療安全は免疫

機能である」ということばは新鮮で説得力があった。医療事故を扱う会議にカ

メラを入れたことはすごい。長尾さんの信念が病院の上層部にも浸透してい

る様子が伝わってきた。地道な活動を続ける医師に注目して取り上げたこと

はよかった。 

 

〇 ２月２８日(木)の「まるっと！みえ」を見た。亀山文化財修理工場汚職事件

のリポートは、逮捕された元市職員がどんな人物だったかわかりやすくまと

まっていた。文化財保護行政と専門職の実態についてもとてもよくまとめら

れていてよかった。一方で、元市職員が賄賂を受け取ったことが問題という流

れには違和感があった。問題は開札時になぜ不正になったのかという部分で、

便宜を図った理由はすでに報道されていると思うので、その部分を描いた方

がすっきりしたのではないか。また、スタジオの記者の目線が下向きなのが気

になった。 
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〇 ２月２８日(木)の総合テレビの番組編成について、午後３時から始まった

米朝首脳会談を速やかに中継し伝えたのは、さすがだと評価したい。最新情報

だけではなく、ＮＨＫらしい分析や的確な解説もあり、よい報道だった。海外

の情報収集は難しいと思うが、海外取材のプロフェッショナルを育てている

と感心した。外部の専門家もよく、深掘りした内容になっていた。字幕などで

報道のポイントを箇条書きにして解説するなど、急展開にも関わらずわかり

やすく好感が持てた。 

 

〇 ３月１日(金)の北陸スペシャル「今が旬！冬の味覚を堪能！」(総合 後 7:30

～8:13 北陸ﾌﾞﾛｯｸ)を見た。地域に特化した内容でよかったが、生きているヤ

リイカや甘エビを「鮮度がよい」「生きがよい」と言っていたが、不思議に感

じた。 

 

〇 北陸スペシャル「今が旬！冬の味覚を堪能！」を見た。外国と日本の食文化

の違いについて改めて考えさせられた。甘エビの踊り食いの場面で、キャス

ターが甘エビをピクピク、キラキラといった畳語を用いてリアルに表現してお

り、楽しく見ることができた。 

 

〇 ３月１日(金)の静岡スペシャル ザ・ディレクソン「静岡の魅力を世界へ 

中部編」と８日(金)の「東部編」を見た。「中部編」は、初めて見る人にとっ

ては番組の趣旨や流れがわかりにくかったので、図解があればよかったので

はないか。東海道五十三次の宿場町のソウルフードを紹介する企画は料理だ

けでなく、食習慣まで紹介されており、おもしろかった。朝にラーメンを食

べる食習慣は、ばい煎と取引で早朝から仕事をする人が多いというお茶の産

地ならではという話題は、地元の人たちにとっても魅力的だったのではない

か。地域の生活文化を体験するインバウンドへの期待にも応えられるもの

だったのではないか。「東部編」は、選ばれた企画が静岡らしく、すばらしかっ

た。荒れ果てた道路を再生させ、マウンテンバイクによるアクティビティー

を提供する場面や、海に沈む夕日など、地元の人でも行ってみたくなるよう

な内容だった。「ディレクソン」は、地域に密着した人たちが地域のコンテン

ツを作るという試みで、おもしろい。生活習慣や日常といった地域の魅力を
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きめ細かく取り上げることができている。グループワークも、さまざまな年

代の人たちのコラボレーションがあることが魅力を高めている。若いディレ

クターが具体的に地域を「見える化」していく試みもおもしろい。これから

も続けてほしい。 

 

〇 ３月２日(土)の「週刊まるわかりニュース」を見た。悠々と泳ぐリュウグ

ウノツカイの映像は、想像力をかき立てられるものだった。海の神秘性や謎

を感じることができ、興味がわいた。魚を食べる場面はとてもおもしろく、

印象に残った。 

 

〇 ３月３日(日)のダーウィンが来た！「守れ！オオサンショウウオ 豪雨か

らの復活大作戦！！」を見た。ふだんは生物の生態系を取り上げているが、今

回はオオサンショウウオを地元の小学校との交流の中で助け、育てていくと

いうスタイルで、今までとは違う形の親しみを感じた。西日本豪雨の被害に

ついて知るよい機会にもなったのではないか。番組の中盤で次回のお知らせ

をしているが、邪魔に感じる。番組の末尾にしてほしい。 

 

〇 ３月４日(月)のプロフェッショナル 仕事の流儀「踏み出す勇気、終わりな

き革命～杜氏・高橋藤一～」を見た。１年に及ぶ密着取材で、大変な努力があっ

たことに感謝したい。杜氏（とうじ）の人々が夏場に農業をしているというこ

とは知らず、驚きだった。農業をやっているからこそ、原材料となるコメづく

りに目を光らせているということに関心を持った。杜氏が原材料から製品にな

るまで関与しているのだということに感心した。高橋さんの目のアップが印象

深く、ナレーションもよかった。必ずしも工業製品だけが日本のモノづくりで

はないというコメントはよかった。 

 

〇 ３月５日(火)クローズアップ現代＋「どうなる？日本のマンガ・アニメ～

中国 急成長の衝撃～」を見た。冒頭に民放で放送しているアニメのキャラ

クターが登場していたが、斬新に感じた一方で違和感もあった。また、日本の

アニメや漫画を取り巻く環境を中国と対比しながら、中国の急成長は脅威で

もありチャンスでもあるという番組の構成はわかりやすかった。グローバル

市場の視点で捉えており、アニメや漫画だけでなく、コンテンツ産業全体の
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トレンドや課題を想起できた。アニメ市場や制作会社など中国の急速な発展

の状況の現地取材や、日本の大手漫画雑誌の危機感や希望といった側面が、

バランスよく描かれていた。一方で、中国の著作権侵害についてもっと踏み

込んだ指摘があってもよかったのではないか。キャスターの締めのコメント

にもう少し工夫がほしかった。 

 

〇 ３月６日(水)の歴史秘話ヒストリア「まんぷく家族が生んだ魔法のラーメン」

を見た。インスタントラーメンができた背景を家族の関係という切り口から取

り上げており、連続テレビ小説「まんぷく」との対比がおもしろかった。今回

のような、番組をまたいだ企画は、テーマは同じでも違った側面が見られ、両

方の番組に深みや親近感が出てよいと思う。番組でクローズアップされていた

人間関係が「まんぷく」とは異なる展開で描かれており、特徴があっておもし

ろかった。ただ、世界の麺への探求心があったからこそインスタントラーメン

が誕生したという文脈だったが、時系列としてはインスタントラーメンを開発

した後に世界の麺を探求したのではないか。 

 

〇 ３月８日(金)の富山スペシャル「多面ドキュメント『みんなの駄菓子屋』」

を見た。人間関係が希薄になる中で、子どもも駄菓子屋を作る大人も秘密基地

を作るかのような楽しそうな雰囲気が伝わってきて、とてもよかった。老若男

女が気軽に集まれる場所、日常と違う場所が大切なのだと思った。ぜひ全国放

送してほしい。 

 

〇 ドラマ１０「トクサツガガガ」を見た。当初は主人公の成長の物語なのかと

思っていたが、母の子離れと娘の自立の物語だったのだと思った。「スキなモ

ノはスキ！」というドラマのメッセージの割には、ラストシーンで言い訳やカ

モフラージュをしながら雑誌を買っている場面は違和感があったし、主人公

があまり成長していないと感じた。「トクサツガガガ」というタイトルがどう

いう意味なのかが、ドラマを見ただけでは最後までわからなかった。 

 

〇 ドラマ１０「トクサツガガガ」を見た。親子の問題の描き方がよかった。引

き込まれて最後まで目が離せず、とても感動した。 
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〇 ２月２４日(日)のこころの時代～宗教・人生～「命の輝きをうつす」を見た。

しだれ桜や春日大社などの映像がとてもきれいだった。「写真」をテーマにし

た対談だったが、静かな語り口ながら、内容も構成もＢＧＭもすばらしく、全

体的な構成が非常によかった。早朝の気分にふさわしく心を洗われた。保山耕

一さんが撮影する映像はほとんど奈良市内の有名な場所にもかかわらず、見

たこともない風景を見ることができた。番組を通じて、人は亡くなっても、「写

真」を通じて皆と関わり続けることができるというメッセージが伝わり、心が

落ち着き、嬉しい気持ちになる番組だった。 

 

〇 ２月２６日(火)のきょうの料理「つくろう！にっぽんの味４７『富山県』」

を見た。内容的にはやや物足りかなかった。「ブリ大根」という名称は伝統的

な名称ではないのではないか。富山では「ブリの残とダイコンの煮付け」と

言った方が適切だと思うので少し違和感があった。また、番組で紅ズワイガニ

と紹介していた映像が、紅ズワイガニではなくズワイガニだったのではない

かと気になった。また、スケトウダラとマダラも混同していたのではないか。 

 

〇 ３月１１日(月)のＢＳ世界のドキュメンタリー「独裁者の妻たち イメル

ダ夫人」と３月１２日(火)の「デヴィ夫人」を見た。世界のさまざまな独裁者

の妻たちがたくさん出てきて、独裁者がことごとく失脚しても妻たちはこと

ごとく生き延びている様など、興味深く見ることができた。独裁の背後には必

ず宗主国の意思があるということがわかり、見たかいがあったと思った。 

 

〇 ２月２７日(水)の中国王朝 英雄たちの伝説「巨大遺産の謎 万里の長城

～始皇帝から康熙帝へ～」(ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後 9:00～9:59)を見た。新たな遺跡の

発見により、それまでとは違った解釈の歴史が示されるということが興味深

かった。歴史の深さに感嘆した。歴史を都合よく利用するということの危険性

についても理解できた。延々と尾根を走る万里の長城の映像がすばらしかっ

た。 

 

〇 ３月５日(火)のアナザーストーリーズ 運命の分岐点「“平成”誕生～新元

号決定までの攻防戦～」を見た。とてもタイムリーで今一番のスクープだと思

う。平成が発表される瞬間にまつわる、いろいろな隠されたストーリーがあっ
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たのだと改めて知り、とてもおもしろく、時間があっという間に過ぎてしまう

ような番組だった。新元号の発表を目前に控える中、かつてと同じようなこと

が起きているのかと思うととてもわくわくした。記者がスクープを目前に決

断する場面は、インパクトがあった。一方で、ナレーションはやや番組に合わ

なかった。 

 

ＮＨＫ名古屋放送局 

番組審議会事務局  
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２０１９年２月ＮＨＫ中部地方放送番組審議会 

 

 ２月のＮＨＫ中部地方放送番組審議会は、２１日（木）、ＮＨＫ名古屋放送局に

おいて、９人の委員が出席して開かれた。 

 会議では、まず、「２０１９年度国内放送番組編集の基本計画」および「編成計

画」についての報告があった。引き続き、「２０１９年度中部地方向け地域放送番

組編集計画（案）」の諮問にあたって説明があり、審議の結果、番組審議会として

原案を可とする旨、答申することを決定した。 

続いて、ドラマ１０ トクサツガガガ(１)「トクサツジョシ」について説明が

あり、放送番組一般も含めて活発に意見の交換を行った。 

 最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、今後の番組編成の説明が行

われ、会議を終了した。 

 

（出席委員） 

  委 員 長  小澤 正俊  （大同特殊鋼（株）相談役） 

 副委員長  東    惠子  （東海大学海洋学部環境社会学科教授） 

 委 員  井口 昭久  （愛知淑徳大学健康医療科学部教授） 

   稲村 修  （魚津水族館館長） 

   坂田 守史  （（株）デザインスタジオ・ビネン取締役） 

玉井 博祜 （能楽師／玉井屋本舗社長） 

   德田 八十吉（德田八十吉陶房代表） 

   松田  裕子  （三重大学副学長） 

   真能 秀久  （中日新聞社取締役人事労務担当) 

 

（主な発言） 

＜「２０１９年度国内放送番組編集の基本計画」および「編成計画」について＞ 

 

〇 全体的にはよいと思うが、視聴率を追いかけすぎた番組が多いと感じる。 

 

〇 ＢＳ４Ｋ・ＢＳ８Ｋ放送の開始やインターネットによるサービスなどＮＨ

Ｋの存在感が増す中で、民放との共存についても考えてほしい。また、視聴者

目線や多様な価値観について、よりいっそう意識する必要があると感じる。 
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〇 公共メディアとして情報の社会的基盤となるということと、若者や現役世

代に見てもらえる番組を制作することとの整合性が取れているのか、疑問に

感じる。たとえ若者が見ていないとしても、ＮＨＫは社会が気付いていない問

題提起やさまざまな視点や論点を提供することが大切だと思う。時代の変化

に対応するとともに、ＮＨＫらしさや取材力が保たれているか、常に自問自答

してほしい。さまざまな視点や論点、多様な価値観を提供することがＮＨＫの

役割だと思うが、一部の番組は制作者の視点に偏っているものもあると感じ

る。取材を深掘りしたり、シリーズ化したりするなど、改善してほしい。 

 

＜「２０１９年度中部地方向け地域放送番組編集計画（案）」について＞ 

 

〇 人口減少や自然災害などさまざまな課題が山積しているので、そうした課

題を報道するとともに、視聴者をよりよい方向にリードできるような番組制

作に努めてほしい。また、防災・減災についてはきめ細かな報道と、ラジオ

の活用にも期待したい。放送局が連携した番組制作、地域の情報を世界にも

発信することにも取り組んでほしい。 

 

〇 災害時などに身近な河川の状態がわかるようになることに期待している。

また大河ドラマ「麒麟がくる」を契機にした地域活性化にも期待している。夜

間の番組編成については、若者だけが起きているとは限らないので、さまざま

な視聴者層に配慮してほしい。 

 

〇 「ナビゲーション」は毎回番組のテーマが新鮮でよいと思うが、最後まで構

成をしっかり練ってほしい。また、ＮＨＫで放送することを視聴者は信用する

ので、しっかり取材の裏付けを取ったうえで番組を制作してほしい。 

 

〇 福井県内の北陸新幹線の状況についてどう伝えていくか関心がある。原発

の廃炉についてさまざまな報道があるが、先行事例として「ふげん」の廃炉の

状況も報道してほしい。 

 

〇 各放送局の編集計画は 2020 年の後の時代も見据えており、よいと思う。北



 3

陸３県が連携し、地域の情報をお互いに取り上げるということもよい。 

 

〇 2019 年は「伊勢湾台風」から６０年の節目なので、さまざまな角度から取

り上げてほしい。また、地域を代表するグローバル企業の内部の情報をもっと

取材してほしい。また、そうした地域の企業の役に立つ情報も発信してほしい。 

 

〇 災害に備えるという視点は心強いと思う。地域を取り上げた番組を、地域や

全国だけでなく、世界に向けて発信してほしい。 

 

〇 地域を取り上げた４Ｋ・８Ｋのコンテンツを、国内だけでなく海外にも発信

してほしい。また、ラジオは災害時など重要なメディアなので、ラジオにも力

を入れてほしい。 

 

〇 世界的に未来が見通せない時代の中で、情報の正確性を担保するための仕

組みや人材、拠点の整備に努めてほしい。また、海外メディアの情報が多すぎ

ると感じる。ＮＨＫ独自の情報網で、質が高く深みのある情報を提供してほし

い。地域放送局同士の連携も強化してほしい。 

 

〇 諮問された「２０１９中部地方向け地域放送番組編集計画（案）」について

は、委員から出された意見の趣旨が具体的な番組編成のうえで生かされるこ

とを前提に、番組審議会として原案を可とする答申をしたい。 

 

〇 異議なし。 

 

(ＮＨＫ側) 

  答申を受け、このあと具体的な地域放送番組編成計画につ

いて決定し、３月の審議会で編成計画についてご説明する。 

 

＜ドラマ１０ トクサツガガガ(１)「トクサツジョシ」 

１月１８日(金)放送について＞ 

 

〇 「オタク」を主人公としたドラマがＮＨＫで放送されることで、かつては文
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化的マイノリティという意味で捉えられていた「オタク」という言葉が、よい

意味で捉えられる時代になったとのだ感じる。オタクらしい妄想のリアルな

描写がすばらしく、オタクの人たちの共感が得られたのではないか。いかにも

悪役が登場するとわかる背景の描写など特撮にも工夫をこらしており、細部

にわたり原作の世界観をふまえながらテレビドラマとしておもしろく表現さ

れていた。 

 

〇 オタクの主人公に感情移入できず、妄想や回想といった心の声が多く展開

がわかりにくかったが、悩んでいる人やコンプレックスがある人に向けた

メッセージ性があり、よかった。また、ドラマに登場する小道具が細部にこだ

わった作りになっており、すごいと感じた。セリフを文字として表示するなど

演出も新鮮で、わかりやすかった。キャスティングもよく、出演者の丁寧な演

技に好感が持てた。漫画を原作としたチャレンジングなドラマで万人向けで

はなく見る人を選ぶのではないかと思ったが、登場人物がみな善良で、老若男

女問わず安心して見ることができた。設定や展開は常軌を逸していたが、社会

で役に立つ格言のようなセリフもあり、登場人物の成長やピュアな世界が描

かれたドラマだったと感じた。劇中劇の特撮シーンが本格的で驚いた。また、

主題歌の歌詞や曲調もドラマにぴったりと合っていた。第１話は、ドラマの

ワンシーンであったはずの冒頭の特撮映像の完成度が高く、制作者の気概を

感じた。一方で、唐突に「隠れキリシタン」を引き合いに出した場面は違和感

があった。第２話以降は、友達ができて会話が増えることで、ドラマとして、

見やすくなってきたと思う。全体を通して、主人公の生活サイクルに違和感が

あった。明るい時間に仕事が終わり塾に行く小学生と公園で遊ぶといった場

面から、働き方改革が強調されているのかと感じた。会社の場面が多かった割

には、どんな仕事をしているのかわからず、職場のリアリティが欠けていると

いう印象だった。 

 

〇 現実の世界と空想の世界のストーリーが、説明も脈絡もなく交錯しており、

唐突感があった。ストーリーに伏線があるわけでもなく、深みのないエピソー

ドや、総論と各論、本音と建前、古さと新しさといった要素が次から次へと展

開されていく印象だった。結局何が何だかわからなかったが、見終わってみた

ら案外おもしろかった。主人公は特撮が好きということだが、自分は特撮の魅



 5

力がわからないので、どういったとこが魅力なのかもっと説明がほしかった。

一方で、現実の会社の場面は上手に描かれていたと思う。役者の演技もうまく、

人間模様がリアルに描かれていた。特に子役の演技がうまく、ドラマに溶け

込んでいたし、子役がいることで主人公の演技も自然に感じた。 

 

〇 「トクサツ」が特殊撮影の略だとわかりにくく、特撮と聞いて怪獣映画をイ

メージする世代にとってはどのようなドラマなのか判断できず、ドラマのタ

イトルとしては万人向けではないと感じた。主人公が隠れ特撮オタクという

設定で、特撮が好きなことをひた隠しにしていたが、そこまで好きなことを隠

さなければ会社で生きていけないのかと思い、違和感があった。ストーリー展

開に疑問が多く、ついていけなかった。新しい路線のドラマなのかもしれない

が、物足りなかった。 

 

〇 これまでに見たことがない世界観だった。特撮が好きなことをなぜオー

プンにしてはいけないのか疑問に思った。主人公の世代であれば恋愛や旅行

など、人生をおう歌する時期なのに登場人物が会社の同僚や母親、子どもばか

りで特撮中心の世界にいるという設定を残念に感じた。一方で、特撮の場面に

は迫力があり、名古屋ならではの撮影場所、主人公や周囲の人物のドタバタも

あり見続けていくうちに引き込まれていった。主人公の小芝風花さんの演技

がすばらしく、共感できた。名古屋の風景にも溶け込んでいたのではないか。 

 

〇 漫画を原作としたコメディードラマらしく、展開や場面の切り替えが早く、

さまざまな映像技術を駆使しながら、空想の描写や特撮シーン、音楽も含めて

すばらしかった。出演者もそれぞれ魅力的で個性が光っていた。主人公の小芝

風花さんは演技がコミカルでかわいかった。一方で、特撮ヒーローにはなじみ

がなく心を動かされなかった。また、なぜ主人公が隠れ特撮オタクではいけな

いのかということが理解できなかった。ただ、ネット上の評判もよく、新たな

視聴者獲得のためのコンテンツとしては有効だと思った。 

 

〇 名古屋のさまざまな場所で撮影されており、思い当たる場所がたくさん

あったが、ドラマにおける場面の設定と撮影場所の実際の環境がかい離して

おり、違和感があった。実写の映像には力がある分、制作者の意図とは異なる
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撮影場所の情報が入ってきてしまうことも意識してほしい。一方で、主人公の

小芝風花さんをはじめ役者に力量があり、明るい原色を用いた色彩や特撮の

映像もいきていた。エンターテインメントを提供することもテレビの役割だ

と思うが、ＮＨＫでやるべきドラマなのかと疑問に思った。 

 

〇 ドラマの世界観はおもしろく、身近な子どもの行動を想起させる場面もあ

り、主人公の心に沿って見ることができた。子役が登場すると安心して見る

ことができた。一方で、新境地を開拓する試みだとは思うが、さまざまな場

面の展開に視覚的についていけないことが多く、戸惑った。だが、セリフや

効果音は原作である漫画の世界観を描いているのだと納得した。特撮オタク

を「隠れキリシタン」と表現し、仲間を見分ける方法をイラストで解説した

場面や、動物の彫刻をモチーフに主人公の心理を描写した場面はおもしろ

かった。また、個性的な怪人が登場した場面には驚いた。「リアタイ世代」「黒

歴史」といった言葉が当たり前のように使われており、思わずインターネッ

トで調べてしまった。 

 

〇 主人公の小芝風花さんの演技に熱が入っており、他の出演者も嫌みのない

演技で、ネガティブなイメージもあるオタクの世界を、ドラマチックに、ポジ

ティブに描いており興味深かった。子どものころあこがれた特撮ヒーローが

大人になっても日常生活に深く影響しているという特撮オタクの世界に驚い

た。名古屋のさまざまな風景を見せることでよい効果もあるのではないか。

趣味や価値観が多様化し、サブカルチャーのひとつとして特撮オタクがある

のだと感じたが、個人主義の行き過ぎや社会の分断に拍車をかけることのな

いように意識してほしい。文字で心の動きを表現する演出はインターネット

の動画共有サービスのようで驚いた。漫画を原作としたテレビドラマだった

が、さまざまなメディアをまたいだ実験をしているような印象だった。一方

で、ドラマの真のねらいは何だったのか疑問に感じた。周囲の反応もとても

よく、原作の再現度が高く、原作を読んだ人にとっては楽しく見ることがで

きるのではないか、特撮映像もていねいに作り込まれており質が高いと高評

価だった。 

 

(なお、欠席の委員より、文書で次の意見が寄せられた。) 
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〇 「トクサツ」というタイトルから、最新の映像技術による特殊撮影のことだ

と思ったが、いわゆる「戦隊モノ」の話で拍子抜けした。「オタク」と聞くと

男性のイメージがあったが、女性であるから物語が成立しているのだと感じ

た。「オタク」を「隠れキリシタン」に見立てた発想はおもしろかった。第１

回で、今後起こるであろうさまざまなイベントの芽出しがされていて、次回以

降どうなるのかと思う展開だった。タイトルと副題がカタカナで統一されて

おり、全体のイメージづくりに役立っている。漫画を原作としたドラマが多い

が、小説など題材は豊富にある中で、安易な方向に流れているのではないかと

感じる。ＮＨＫが制作するドラマは堅いものであるべきで、今回の題材は民放

でやるべき領域だったのではないか。 

 

(ＮＨＫ側) 

    放送後、特撮好きの方を始め、ツイッターに多くの反響

があった。多様なドラマがある中で、万人向けではないか

もしれないが、原作の世界観や人との距離感といった持ち

味を大事にしながら描くことで、登場人物と同じ思いを

持った人たちの大きな共感を得ることができたと考えて

いる。頂いた意見や今回の新しい試みで得られたヒントを

今後にいかしていきたい。 

 

＜放送番組一般について＞ 

〇 １月２７日(日)の小さな旅「みんなの湯 いつまでも～石川県 山中温泉

～」を見た。山中温泉の 1,300 年の歴史やレトロな雰囲気がよく表れていた。

番組テーマ曲も懐かしい雰囲気でよかった。山中温泉を訪れる子どもや大人

の表情や声を丁寧に拾っており、歴史、風習、文化をゆったりとしたレトロな

構成で紡いでおり、安心して見ることができた。山中漆器の独特な技法「加飾

挽き」を初めて知り、興味深かった。ドローンの映像もきれいで、将来へのアー

カイブスとしての価値の高い番組だった。 

 

〇 １月２０日(日)のＮＨＫスペシャル 平成史スクープドキュメント 第４

回「安室奈美恵 最後の告白」を見た。バブル崩壊など平成の歴史をはさみな

がら安室さんの人生の一端と歌をつないでいくという構成に、その時々の情
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景が思い浮かんで共感できた。声帯を傷めて声が出なくなっていたことや、プ

ロデューサーの小室哲哉さんとのエピソード、今後に向けてなど貴重なイン

タビューもあり、ファンにとってエールになったのではないか。一方で、イン

タビューのしかたが、やや誘導するような聞き方だったことが気になった。 

 

〇 １月２５日(金)の静岡スペシャル「『蜜蜂と遠雷』 若きピアニストたちの

１８日」(総合 後 7:30～8:29 静岡県域)を見た。世界各国から集まったピア

ニストたちの幼少のころの映像や、海外でのピアニストたちのレッスンの様

子、インタビュー取材などをとおして、コンクールに取り組むピアニストた

ちの真摯(しんし)な姿が浮き彫りになっており、とても見応えのある番組だ

った。コンクールではピアニストとしての幅広い能力が試されているのだと

いうことを知ることができた。審査発表の時のピアニストたちの緊張感あふ

れる表情は、こちらの胸が痛くなるほどだった。コンクールが開催された浜

松の町としての懐の深さや、コンクールの重み、小説の朗読と文章、コンクー

ルの審査過程の図式など、とてもわかりやすく丁寧に制作されていたと思う。 

 

〇 １月２５日(金)の富山スペシャル にっぽん百名山「立山」(総合 後 7:30

～7:57 富山県域)を見た。秋の立山を、登山ガイドに連れられながら登山者目

線のカメラワークで見るという演出がすばらしく、立山のよいところを網羅

していた。一方で、美しくまとまりすぎていてどこか味気ない印象も持った。

行ったことがないルートだが、番組を見て行ったような気持ちになり満足し

た。 

 

〇 １月３０日(水)のガッテン！「医療の常識が大逆転！患者１３３０万人“腎

臓病”治療革命」を見た。腎臓の働きや透析の原理などがうまく説明されてい

た。一方で、慢性腎臓病の一般的な治療方法として塩分制限やカロリー制限を

紹介していたが、腎臓病にはいくつかの原因があり、治療方法もそれぞれ違う

のではないか。また、自覚症状がほとんどないと紹介していたが、腎臓病の末

期になると、倦怠感や食欲不振といった大変な自覚症状があるのではないか。 

 

〇 ２月２日(土)のブラタモリ「＃１２４ 福井」を見た。一乗谷から福井城へ

という変遷の紹介で、足羽川の流域で産出される笏谷石で文化がつながって
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いるという話はとてもわかりやすかった。一方で、一乗谷から珍しいガラスが

発掘された背景には朝倉氏が足利氏と密接な関係があることや、枯れ山水の

名所といった部分にふれられておらず、朝倉氏が力を持っていたという描写

がやや弱いと感じた。また、一乗谷と福井城が笏谷石でつながっていたという

場面でも、それ以前の古墳時代から笏谷石は使われていたという紹介があれ

ば、より歴史的なロマンがあったのではないか。また、柴田勝家によって福井

城の周辺に職人や商人が移されたのだと思うが、番組では一乗谷が滅ぼされ

たから自然と福井城の周辺に集まってきたという印象で、違和感があった。 

 

〇 ２月８日(金)のナビゲーション「若者に広がる“ソロ活”」を見た。「会い

たい時にだけ会って、楽しければよい」という若者の考え方に共感した。かつ

て地域社会などのコミュニティに所属していた若者が、現代はインターネッ

トの社会と２４時間つながっており、寂しくはないのだと思う。中川翔子さん

の「時間は重要なので、好きなように生きられることは幸せ」「自由は大人の

ご褒美」という言葉が印象的だった。「結婚は必要ない」と考える人が多くな

り、以前は「負け組」という言葉もあったが、結婚しないことも当たり前になっ

たのだと感じた。 

 

〇 ２月８日(金)の静岡スペシャル 釣りびと万歳「あまーいアマダイを穴か

ら誘い出せ！内藤大助 静岡・牧之原」(総合 後 7:30～7:55 静岡県域)を見

た。駿河湾の風景がとても美しく、初心者でもわかりやすいアマダイ釣りの

テクニックが紹介されており、そのテクニックで４匹も釣り上げることがで

きたことに感激した。また、浜辺で地元の有志が伝統的な製法で塩を作って

いたり、バイ貝やアマダイの昆布締め、焼きがあったり、どれもおいしそう

に食べていたが、一緒に食べたいと感じたし、自分でも釣れるかもしれない

と思えた。相良港へのアクセスも紹介されており、駿河湾や相良の魅力を多

くの人に発信できたのではないか。 

 

〇 ２月８日(金)のぎふスペシャル コズミックフロント☆ＮＥＸＴ「宇宙へ

挑め！岐阜県 ～空に そして宇宙へ～」(総合 後 7:30～7:55 岐阜県域)を

見た。大戦末期に登場した戦闘機「飛燕」が、人工衛星やロケットに使うよう

な高度な材料を使っていたということがとても興味深かった。「岐阜かかみが
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はら航空宇宙博物館」にぜひ足を運んで、「飛燕」の実物や宇宙関連の展示を

見たいと思わせる、よい番組だった。各務原市の岐阜基地でテストパイロッ

トとして活躍していた油井亀美也さんが宇宙飛行士として活躍するという話

に、とてもわくわくしたし、宇宙に思いをはせた。現在日本が打ち上げるロ

ケットの先端部分が各務原市でできていると知り、宇宙を身近に感じること

ができた。 

 

(なお、欠席の委員より、文書で次の意見が寄せられた。) 

〇 ２月１０日(日)のＮＨＫスペシャル 東京リボーン 第２集「巨大地下迷

宮」を見た。知らないことばかりで、全般をとおしてワクワクしながら見るこ

とができた。続編の放送はかなり先だが、余韻が残るうちに続編を見たいと

思った。地下街の所有権者の違いによってさまざまな制約や混乱があるとい

う着眼点はよかった。地下深くの開発についてさまざまな市民運動が起きて

いるとは知らなかった。地下空間を災害時の避難場所にするプロジェクトな

ど、ＮＨＫならではの内容だった。巨大なシールドマシンが掘削するすぐ近く

で、作業員が手作業で掘るようすが対照的で、地中に放置されるシールドマ

シンから悲哀が感じられる演出は絶妙だった。特殊なカメラで東京駅周辺の

地下街を透視図化するという技術には驚いた。ナレーターが二人いたが、二人

も必要なかったのではないか。 

〇 ２月１２日(火)の「時事公論」を見た。豚コレラ対策について要点がコンパ

クトにまとめられておりわかりやすかったが、愛知県の対応が、あたかも国の

指針を遵守していないかのような表現だったと感じた。意見が対立する問題は

一方だけでなく、もう一方の意見も紹介するなど、丁寧に取材してほしい。 

 

〇 ２月１５日(金)のナビゲーション「“豚コレラショック”～感染拡大は防

げるか～」を見た。地元では以前から大きな問題意識を持って新聞報道に接し

ており、やっとＮＨＫで取り上げられたという印象だった。一方で、このとこ

ろ野生のイノシシへの対策についてあまり大きく取り上げられていないこと

に不安を感じる。 

 

〇 ２月１５日(金)のナビゲーション「“豚コレラショック”～感染拡大は防

げるか～」を見た。喫緊の課題を素早く取り上げたよい番組だった。豚コレラ
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に感染した養豚農家の現状や、まだ感染していないが豚コレラに不安を抱く

養豚農家の苦悩がよくわかった。番組では野生のイノシシにワクチンを打つ

対策が紹介されていたが、どのような方法で打つのかが説明されておらず、わ

からなかった。また、ワクチンの使用は最終手段であり、その理由は「非清浄

国」というレッテルを貼られることで貿易に悪影響が出るからだと説明して

いたが、日本はすでに「非清浄国」にも関わらずなぜワクチンを使用しないの

か、という説明が不足していた。 

 

(なお、欠席の委員より、文書で次の意見が寄せられた。) 

〇 ２月１５日(金)のナビゲーション「“豚コレラショック”～感染拡大は防

げるか～」を見た。養豚農家が二人出ていたが、その後の番組内容を踏まえる

と必要なかったのではないか。むしろ養豚農家の経営に与える影響や、産地の

存続といった問題についても触れてほしかった。養豚農家にとっては、と畜費

用と減収分の補てんがあったとしても、再び出荷できる状態になるまでは餌

代がかかり収入がない状況が続く。しかも豚コレラ再発のリスクもあり、養豚

経営を再開する意欲を持つことができるかどうかが、豚コレラの問題の核心

であり、もっと報道してほしい。ワクチンを使用しない理由の説明も不十分

だった。ヘリコプターから撮影した映像が使用されていたが、ヘリコプターが

巻き上げる粉じんによって豚コレラが拡散するリスクもあるのではないか。

ヘリコプターによる撮影は自粛した方がよいのではないか。 

 

(ＮＨＫ側) 

   ヘリコプターについては、ＮＨＫでは法定の高度を守っ

ている。被害が拡大しさまざまな影響も出ている問題だが、

報道の影響力の大きさも考慮しながら引き続き正確な報

道に努める。 

 

〇 ２月１７日(日)のダーウィンが来た！生き物新伝説「絶壁のクライマー！ 

ボウズハゼ」を見た。全体的にうるさくて説明が多すぎた。もう少しじっくり

見せるような番組にしてほしい。内容はよいので、ぜひ海外に向けても発信し

てほしい。 
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〇 １月２６日(土)と２月２日(土)のＥＴＶ特集 シリーズ移住 ５０年目の

乗船名簿 第３回「異郷に生きる」、第４回「理想郷の行方～ある開拓詩人一

族の歳月～」を見た。南米へ渡った家族を 1968 年から１０年ごとに取り上げ

るという、ＮＨＫでなければできない力作で、すばらしい番組だった。過去の

映像から映像技術の歴史も感じた。どの家族にもそれぞれ歴史があり、それを

映像をとおして見るということに深い意味を感じた。人の容姿は歳月を経る

と驚くほど変化を遂げることがわかった。 

 

〇 ２月２日(土)の最後の講義「みうらじゅん」(ＢＳ１ 後 10:00～10:49)、２

月２０日(水)「物理学者 村山斉」(ＢＳ１ 後 9:00～9:49)を見た。みうらさ

んの講義は練りに練られた内容だった。村山さんも情報量の多い内容をとて

もわかりやすく講義していた。番組では中身もよいが、魅力ある講義やスピー

チとはどういうものかというものを示してくれている。学生が聞き入ってい

る姿が印象的で、学生によく伝わっているのだと感じた。講師を探すのは難し

いと思うが、ぜひ長く続けてほしい。 

 

〇 ２月５日(火)のＢＳ世界のドキュメンタリー選「プラスチック・チャイナ」

を見た。経済発展が著しく爆買いのイメージが強い中国、プラスチックのごみ

を集めている家族の姿をとおしてその実態を見て取ることができた。差別や

貧困、教育の重要性、環境汚染の問題など、さまざまなことを考えさせられる、

とてもよい番組だった。こういった番組を放送していることを評価したい。 

 

〇 １月２５日(金)に再放送された釣りびと万歳「海藻で狙え！冬の絶品“イ

ガミ”～ホリ 三重・尾鷲へ～」を見た。日本海ではほとんど見られないイガ

ミを、ホンダワラという海藻を使ったユニークな釣り方で釣っており、楽し

かった。釣りの場面だけでなく定番の魚介類の紹介やイガミ料理もあり、リ

ラックスして見ることができた。一方で、釣りに挑戦した緊張気味のゲストに

対しての周囲の張りつめた緊張感が気の毒に感じた。エンディングで「さあ、

楽しい釣りの旅に出かけましょう」と言っていたが、あまり楽しそうに見えな

かった。 

 

〇 プレミアムドラマ「盤上のアルファ～約束の将棋」を見た。将棋界が注目さ
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れている中での放送で、時期がよかった。ＡＩが脚光を浴びた時期から一段落し

て、将棋は勝ち負けではなく人間同士の競い合い、ドラマがあるということが認

識されてきた時期で、ちょうどよかったと思う。将棋の指し方や将棋盤、駒など

細部に専門家の指導がいきていた。 

 

ＮＨＫ名古屋放送局 

番組審議会事務局  
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２０１９年１月ＮＨＫ中部地方放送番組審議会 

 

 １月のＮＨＫ中部地方放送番組審議会は、１７日（木）、ＮＨＫ名古屋放送局に

おいて、９人の委員が出席して開かれた。 

 会議では、まず、「ＮＨＫ経営計画(2018-2020 年度)」の修正についての説明と、

最近の番組についての報告があった。その後、「年末年始印象に残った番組を中心

に」というテーマで、放送番組一般について活発に意見の交換を行った。 

 最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、今後の番組編成の説明が行

われ、会議を終了した。 

 

（出席委員） 

  委 員 長  小澤 正俊  （大同特殊鋼（株）相談役） 

 副委員長  東    惠子  （東海大学海洋学部環境社会学科教授） 

 委 員  井口 昭久  （愛知淑徳大学健康医療科学部教授） 

   稲村 修  （魚津水族館館長） 

   清川 卓二  （清川メッキ工業（株）専務取締役） 

玉井 博祜 （能楽師／玉井屋本舗社長） 

   德田 八十吉（德田八十吉陶房代表） 

   松田  裕子  （三重大学副学長） 

   真能 秀久  （中日新聞社取締役人事労務担当) 

 

（主な発言） 

＜放送番組一般について＞ 

 

〇 １２月２５日(火)の「天空のスペクタクル～オーロラ・四季の絶景～」(総

合 後 7:30～8:42)を見た。自然が織り成す神秘的な色彩、時空を超えたスケー

ルの大きさ、幻想的な世界にとても感動した。「オーロラが人生を支える、変

える」ということばには共感できた。一方で、オーロラの再現実験について

の解説がわかりにくく、工夫の余地があるのではないかと思った。撮影が困

難な自然現象を見せてくれた制作スタッフに感謝したい。４Ｋで見たらもっ

と迫力があるのではないかと思った。 
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〇 １２月２７日(木)の所さん！大変ですよ「１０人に１人！？怖～い病気 

体が大変スペシャル」(総合 後 7:30～8:15)を見た。胆石ができる原因は生活

スタイルに問題があるからだという解説が、とてもわかりやすかった。一方で、

日常の物忘れや老化現象に対して、安易に認知症予備軍というレッテルを貼

ることは危険ではないかと感じた。認知症の怖さをあおってしまう恐れがあ

るのではないか。心身ともに健康な人に、必要以上に不安を感じさせないこと

も大切なのではないか。 

 

〇 １２月２８日(金)の「まるっと！」(総合 後 6:00～7:00)を見た。家族のよ

うな雰囲気でチームワークもよく、「まるっと！」と手を囲むしぐさもなじん

できた。愛知県、三重県、岐阜県の平成の歴史が紹介されており、東海３県の

歴史が身近に感じられた。平成を振り返る中で、さまざまな出来事を懐かしく

思い出した。地域ならではの平成の歴史に、自身の歴史も重ね合わせることが

でき、とてもよい企画だった。 

 

〇 １２月３０日(日)に再放送された「時事ネタ王２０１８～ニュースＶＳ芸

人～」(総合 前 8:20～9:05)を見た。最近お笑い芸人がさまざまなジャンルの

番組に出演しているが、民放の番組なのかＮＨＫの番組なのか一見区別がつ

かなかった。ただ、披露されるネタがよく練られていて、すばらしい内容だっ

た。ふだんニュースを見ない観客たちが笑っていて、出演者のネタの振り方が

非常に巧みで、番組全体を通してよい構成だった。「チコちゃんに叱られる！」

とも通じる部分があり、最近ＮＨＫの番組が変わったと感じるのは、お笑い芸

人の「ノリ」をうまく使っているからではないかと思った。一方で、今後もさ

まざまな番組でお笑い芸人が活躍していく中で、ＮＨＫのアナウンサーの役

割はどうなっていくのかという不安も感じる。 

 

〇 １２月３０日(日)のプロフェッショナル 仕事の流儀・選「家族のために、

母のように 家政婦・タサン志麻」(総合 前 10:05～10:50)を見た。挫折や苦

難がありながら、食を通じて家族の絆をつなぐ信念、研さんを惜しまない姿勢

が丁寧に整理されて描かれていた。家族とともに食事をし、家族の成長や思い

出を共有できるのは、家族の普遍的なあり方なのだと感じた。家庭の冷蔵庫に

ある食材から、その家族の味覚に合った料理を作る技などの紹介があり、プロ
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の家政婦の仕事を身近に感じられた。出演者の人生のう余曲折を中心に描い

た構成だったが、とてもわかりやすく参考になる点もあり、奥行きのある番組

になっていた。 

 

〇 １２月３１日(月)の「ＮＨＫ紅白歌合戦」を見た。「平成最後の紅白」をテー

マにした曲や歌手が中心になっており、エンターテインメント性が高い演出だ

と感じた。例年よりも楽しんで見ることができた。 

 

〇 「ＮＨＫ紅白歌合戦」を見た。海外のホテルで見たが、大きなテレビの前に

大勢の日本人が集まり、とてもよい雰囲気で見ていた。サザンオールスターズ

が登場した場面では立ち上がっている人もいるほど盛り上がり、すばらし

かった。司会については見ていて大丈夫かとひやひやする場面もあったが、歌

手も含めて視聴者を巻き込む力があり、後半の盛り上がりはそれまでのささ

いなことが吹き飛んでしまうほどだった。ライブ感を大事にした場を盛り上

げる司会者の間の取り方や呼びかけのことばなど、感心した。 

 

〇 「ＮＨＫ紅白歌合戦」を見た。個人の興味が多様化し、共通の話題がなくな

りつつある中で、共通の話題ができてよい。ぜひ今後も続けてほしい。平成を

代表する歌手が出演していたが、他にも適任の歌手はいたのではという声も

あるのではないか。紅組、白組にわかれて競っているが、最近の視聴者の票数

は圧倒的に白組が多いことに疑問を感じる。流行の歌手だけでなく本物の歌

手をちりばめることが大事なところではないか。エンターテインメント、大衆

芸能の代表的な番組である「紅白」を今後どうやっていくのか、引き続き考え

ていってほしい。 

 

〇 「ＮＨＫ紅白歌合戦」を見た。序盤に坂本冬美さんや郷ひろみさんが歌って

いて、安心して見ることができた。北島三郎さんの「まつり」はとても盛り上

がり、やはり日本らしい演歌はまだまだ求められているのではないかと感じ

た。紙吹雪が舞っており、日本のよさを表現できる演歌は必要だと思う。サ

ザンオールスターズの「勝手にシンドバッド」もとてもよかった。ところどこ

ろで司会者の歌手紹介が途切れたことが気になったが、途切れた後のフォ

ローがあればよかった。初めて見る歌手も多かったので、丁寧に紹介してくれ
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るともっと理解が深まったと思う。特に印象に残ったのはＤＡＯＫＯさんの

「打上花火」で、セットや花の演出など、静かな雰囲気の中で日本のよさが表

現されており、歌もすてきだった。米津玄師さんが作詞・作曲・プロデュース

を担当したということを知り、さらに興味が湧いた。 

   

〇 「ＮＨＫ紅白歌合戦」を見た。演出に新しさを感じた。音楽だけにこだわる

のではなく、時代に合わせて変化していくこともよいと思った。 

 

〇 １月１日(火)の「２０１９新春生放送！年の初めはさだまさし」(総合 前

0:21～2:30)を見た。冒頭の歌の歌詞が聞き取りづらかったが、後から歌詞が

わかり、さださんの番組やお客さんへの愛情を感じた。発達障害についての話

題が印象に残った。発達障害のある子どもがプラモデルをきっかけに友達が

できたり一生懸命取り組めることが見つかったりというエピソードとともに、

苦しいことがあってもその後には幸せが待っているかもしれないということ

ばに勇気づけられた。 

 

〇 １月１日(火)の「成駒屋・芝翫一家の門出～三田寛子の子育て福笑い～」(総

合 後 6:05～6:50)を見た。子育てに奮闘する姿など大変勉強になることが多

く、何度も見返したくなる番組だった。自分の選んだ道が好きだということば

や、落ち込んだときに踏ん張る姿など、たくさんの勇気をもらえた。 

 

〇 １月２日(水) の正月時代劇 家康、江戸を建てる(前編)「水を制す」と３

日(木)の(後編)「金貨の町」(総合 後 9:00～10:13)を見た。内容が充実してお

り、笑いも涙もあっておもしろかった。音楽もよく、特に関ケ原に向かうとき

の音楽がすばらしかった。最後まで飽きずに見ることができ、ＢＳ４Ｋでの放

送も見てみたいと思った。東京オリンピックを控え、江戸がどのように作られ

たのかを知ることができて、放送時期もよかった。電気や水道といったインフ

ラが整っていることが当たり前ではなかった時代に、荒野に水を引くことがど

れほど大変だったろうかと思う。 

 

〇 正月時代劇 家康、江戸を建てる(前編)「水を制す」と (後編)「金貨の町」

を見た。飲み水を確保し、水を制することがまちづくりに通じるという考えに
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家康の気概を感じた。長い月日をかけて苦難を乗り越えて引かれた水路が、現

在の水路にもつながっていることがわかり、東京の歴史を感じられるとても

よいドラマだった。当時立てた計画が 300 年以上を経た今でも生きていると

いうことに、家康の偉大さを改めて感じる。後編は前編に比べると演技がオー

バーに感じたが、江戸が作り上げられる物語を、経済の面から切り取るという

着眼点がよかった。 

 

〇 １月３日(木)の「京都 和菓子 千年の旅」(総合 前 8:15～9:13)を見た。

和菓子はコミュニケーションツールであり、芸術でもあり、季節を伝えるもの

であるうえにおいしいという、和菓子が注目されそうな内容だった。和菓子が

お土産だけではなく日常の食べ物となるとよいと思う。一方で、ゲストの人選

は和菓子や京都を語るにはにぎやかすぎたのではないか。また、和菓子のルー

ツや商品名についてはもう少し丁寧に紹介してほしかった。 

 

〇 １月３日(木)「日々、新たなり～篠田桃紅 １０５歳を生きる～」(総合 後

5:00～5:43)を見た。105 歳になっても悩むことがあったり、前向きになった

りと日々奮闘する姿が描かれていて、大きな勇気をもらった。実際にお会いし

たくなる内容だった。 

 

 (なお、欠席の委員より、文書で次の意見が寄せられた。) 

〇 １月３日(木)の「北アルプスドローン大縦走～白銀の峰々へ～」(総合 後

7:30～8:43)を見た。今や、ドローン撮影は山岳映像では必須だと思う。本当

に美しい映像で、自分の立っている位置からでは絶対見られない風景を見せ

てくれる。頂上付近をふかんした映像は圧巻だった。加えて、ダケカンバの幹

が白く浮かび上がる風景、朝焼けのモルゲンロート、霧氷の林、田代湿原、ケ

ショウヤナギ、空からの眺めは全く想像できないもので、神秘的ということば

がぴったりだった。氷点下で縮こまる指を保護しながらのドローンの操縦、電

源確保のためにバッテリーを荷揚げするなど、苦労している様子もよくわ

かった。風が吹き、足場も悪いはずで、ドローン操縦士の技術もすばらしいと

思った。夏と冬の河童橋など、全く同じ場所を数か月置いて撮影しており、手

間がかかっていた。全編を通じて、ＮＨＫでしかできない番組であると感じた。

また、冬季における登山の知識も授けてくれた。一方で、二つの縦走を一度に
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放送する意味があったのか疑問に思った。 

 

〇 １月５日(土)のひとモノガタリ「背中を見ろとは言いません」(総合 後 6:05

～6:34)を見た。親方たちが工夫をして若手に仕事を任せ、じっと見守り育成

している姿に感銘を受けた。若手が顧客に喜んでもらう体験を通じ達成感を

得ることで、自分の自信につなげていくという教育方法は、現代の若者に適し

ていると思った。若手を育成することはどれだけ大変だろうかと思いながら、

親方たちの忍耐力に敬服した。一方で、親方たちの本音ではどういう思いなの

かも聞きたかった。 

 

〇 １月５日(土)の潜れ！さかなクン「世界遺産 長崎・五島の海へ」(総合 後

7:30～8:43)を見た。さかなクンが世界遺産の海に潜り、魚の解説をするとい

う演出がよかった。ただ、さかなクンが魚の名前や生態を解説するのはよいの

だが、さらに踏み込んで地球環境や生態系といった事柄に触れる場合には、そ

の道の専門家にゆだねる慎重さが必要だと感じた。番組に適した出演者を今

後も起用していってほしい。 

 

〇 １月５日(土)の助けて！きわめびと「おいしい！健康！発酵ライフのすす

め」(総合 前 9:30～9:54)を見た。こうじをテーマとしていたが、冒頭で愛知

県の守口漬と大阪府の守口漬は異なると説明されていたが、その根拠が示さ

れていなかった。詳しい団体に取材するなど、深掘りしてほしかった。 

 

〇 １月５日(土)の土曜ドラマ「母、帰る～ＡＩの遺言～」(総合 後 9:00～9:49)

を見た。ＡＩが、血縁関係のない父と子であるにもかかわらず、実の親子だと

判断する場面があるが、人間の感情のあり方を考えさせられた。ＡＩを「あい」

と読む番組タイトルが、残された家族の絆を願う母の愛がテーマだったこと

とつながり、感動した。感情を持つ生き物としての人間や、混沌とした部分を

抱えながら交錯する人生などが描かれており、とても見応えがあった。 

 

〇 １月６日(日)のイッピン選「庶民の器が華麗に変身！～愛知 瀬戸焼～」を

見た。リポーターの服装がノースリーブで、季節感がなかった。「すべての逸

品は歴史と進化の結果である」と述べられていたが、そのコンセプトの割に内
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容がもの足りなかった。瀬戸焼は個々の作家による独自の技術ではなく、何百

軒もの窯元がふだん使いの器としてこだわり、進化させていったというポリ

シーやビジョンが描かれていたが、その思いがあまり表現されていなかった。

どのように使ってもらいたいか、どのような思いを込めて作っているかと

いったことに焦点を当ててほしかった。 

 

〇 １月６日(日)のひとモノガタリ「育てる。いっしょに育つ。～卓球指導者・

平野真理子の指導法～」(総合 後 6:05～6:34)を見た。スポーツに限らず、企

業や組織でも生かすことができるヒントがあった。上下関係や年功序列と

いった価値観では後継者は育たないことを、番組を通して考えさせられた。担

当ディレクターが番組制作を通じて成長する姿まで描かれていたが、平野

さんの人間力のたまものなのだと興味深かった。インタビュー時にマスクを

着用していたが、外した方がよかったのではないか。 

 

〇 １月６日(日)の大河ドラマ「いだてん～東京オリムピック噺～」(総合 後

8:00～8:58)を見た。異なる時代間を行ったり来たりするので内容がすんなり

と理解できなかったが、見ていくうちに少しずつ楽しめるようになってきた。

１年間最後まで見たい。 

 

(なお、欠席の委員より、文書で次の意見が寄せられた。) 

〇 大河ドラマ「いだてん～東京オリムピック噺～」を見た。時代の行き来が多

く、ストーリーがわかりにくい。主役級の登場人物の多さがさらにわかりにく

くさせていると感じる。今後しばらくは金栗四三の時代が舞台のようなので、

わかりにくさは減るのではと期待している。現代史を扱った大河ドラマはこ

れまであまりなかったので、連続テレビ小説の長尺版のようにも感じる。 

 

〇 １月６日(日)のＮＨＫスペシャル「サグラダ・ファミリア 天才ガウディの

謎に挑む」(総合 後 9:10～9:59)を見た。映像の持つ力が抜群に発揮されてい

た。一方で、番組冒頭でいつまでも完成しないと強調されていたのに、後から

６年後には完成するとわかり、番組の導入としては疑問が残った。彫刻家の外

尾悦郎さんがクローズアップされていたが、多数の彫刻家がいる中でなぜ外

尾さんが信頼され、評価されているかという点がもう少し詳細に描かれてい
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るよかった。謎に挑み、さまざまな試行錯誤をしているのだということが表現

されていることはわかったが、簡単に謎が解けてしまう印象だった。タイルの

色出しの苦労や新たな資料の発見に至るまでの試行錯誤など、大変だったこ

とは理解できるが、どれだけの時間を費やしたのかという時間的なイメージ

が伝わらず残念だった。謎に立ち向かう人々の苦労や思考のプロセスを追っ

ていけるような演出があれば、もっと楽しめたのではないか。 

 

〇 １月８日(火)に再放送されたＮＨＫスペシャル「空から見る 昭和 平成 

そして未来」(総合 後 11:55～9 日(水)前 0:55)を見た。空や店舗の中、地下

施設など東京のさまざまな場所をドローンで撮影しておりとてもおもしろ

かった。出演者の人選も良かった。「東京の変化はスクラップ＆ビルド」「江戸

時代から常に変わり続ける他の都市にはない文化」といった東京の成り立ち

が理解できた。ドローンによる撮影が番組の中心ではあったが、３世代にわ

たって定点撮影している家族の写真が、街の変化をわかりやすく伝えていた。

新宿ゴールデン街をドローンで回遊する映像はすばらしかった。ドローンの

映像自体はハリウッド映画やアニメーションなどで見慣れており、新鮮さを

感じないが、そこに人々の表情や風景があってこそ時代を感じ取ることがで

き、番組の趣旨である昭和、平成、未来への変化というものが見えてくるので

はないか。新宿ゴールデン街で飲んでいる人々の表情や会話をしている風景

にドローンの映像が重なり、温かさが感じられた一方で、上空から町並みを写

しただけの映像も多く、人々の表情や風景など、もう少し時代の変化が感じら

れる様子が見たかった。出演者の並び位置とテロップの位置が逆で違和感が

あった。「２１世紀はコンクリートから木へ」という隈研吾さんのことばは、

自然が身近にある地方の人々にも希望を与えたのではないか。 

 

〇 １月１１日(金)に再放送されたディープオーシャン 世界の深海「氷の海

の巨大生物 南極海」(総合 後 3:45～4:00)を見た。深海の映像はすばらし

かった。ゆったりしたテンポで映像をしっかりと楽しめる、とてもよい番組だ。

アナウンサーの語りも番組の雰囲気に合っていた。音楽も番組の雰囲気に

合っていて、気持ちよく深海をイメージできた。 

 

〇 １月１１日(金)の「おもてなし北陸ｉｎ石川県 山中温泉」を見た。パッ
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クンのリポートは安心して見ることができた。観光地として盛り上げるため

に季節を問わずアイスクリームを活用しようという取り組みは、よいアイデ

アだと思った。 

 

〇 １月１１日(金)のザウルス！今夜も掘らナイト「足をのばして山中温泉へ

ＧＯ！」を見た。温泉が有名なトルコ出身のリポーターが登場したことで期待

が高まり、印象的なオープニングだった。さまざま情報を交えたわかりやすい

リポートで、地域の魅力を感じることができた。一方で、寒い中でアイスク

リームを食べる場面があったが、もう少し暖かい時期に撮影・放送した方がよ

かったのではないか。気軽に行けそうな地域の情報が満載で、行ってみたいと

感じることができたが、鶴仙渓のコケについては山中温泉からの距離や所要

時間といった説明がなかったため、唐突でわかりにくかった。また、寒い中で

コケを見ようと思う人はいないのではないかと思った。アイスクリームを含

め、取材・放送する時期を考えてほしい。撮影が平日の雨天の中で行われてお

り、人通りが少なく寂しい雰囲気で、観光地としてマイナスのイメージを持た

れかねないと感じた。休日のにぎやかな状況の方が観光地としてはよい印象

になっただろうし、地域の人々にも喜ばれたのではないか。 

 

〇 １月１２日(土)のブラタモリ「＃１２２ ローマ」を見た。毎回国内のさま

ざまな場所を取り上げていたが、海外を取り上げていくことも勉強になるの

で、ぜひ続けてほしい。地質を含めた地理的な要素がまちの歴史に深く関わる

という視点がタモリさんならではで、この番組のよいところだと思う。この手

法で世界各地を回ると、人間の共通性や民族の独自性、多様性といったことが

おのずと見えてくるのではないか。案内人や専門家の人選が難しいだろうが、

今後も注目していきたい。 

 

(なお、欠席の委員より、文書で次の意見が寄せられた。) 

〇 ブラタモリ「＃１２２ ローマ」を見た。一般的な旅番組ではなく、町の成

り立ちに迫るという視点で構成されており、おもしろかった。初の海外ロケと

のことだが、こういった番組の構成であれば題材はいくらでもあるのではな

いか。タモリさんの地質学についての造詣の深さには驚いた。一方で、アナ

ウンサーの存在感がやや薄かった。 
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〇 １月１２日(土)の土曜ドラマスペシャル「ベトナムのひかり～ボクが無償

医療を始めた理由～」(総合 後 9:00～10:13)を見た。関係者の証言を交えた

ドキュメンタリーでは伝えることが難しいエピソードだが、ドラマにするこ

とでうまく伝えられており、テレビの可能性を感じた。地方への医師の供給が

社会問題になる中で、１人の医師が海外の医療に深く関わり支えているとい

う現実を、ドラマ化したことで伝えるべき大事なことが強調されて伝わって

きた。 

 

〇 １月１３日(日)のさわやか自然百景「愛知 藤前干潟」(総合 前 7:45～

7:59)を見た。昭和時代には干潟の一部をごみ処理場にする計画もあったが、

番組を見て、環境が保全されているとわかった。大港湾を遠景にしながら、渡

り鳥の中継地としての干潟の役割や、ボラやハゼなど多様な生き物の営みが、

優しい風景として映し出されていてよかった。 

 

〇 １月１３日(日)の目撃！にっぽん選「政治家 野中広務の遺言～追い求め

た“真実一路”～」(総合 前 6:15～6:49)を見た。弱者に寄り添う野中さんの

姿を取り上げていたが、世界が混とんとしている時代だからこそ、このタイ

ミングで番組を放送したことはよかった。政治家はよいところだけではなく、

悪いところも含め公正に評価することが大切だと感じた。こういった番組を

今後も作ってほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

   この番組は昨年７月に放送したものを今回、名作選とい

う形で放送した。政治家の評価は難しいところがあるが、

そのことばや政治行動を、今の時代状況において捉えなお

す視点が大事であると考える。年末年始だからこそ、過去

に放送した選りすぐりの番組や反響の大きかった番組を幅

広く編成し、じっくり見てもらうことも大事だと考えてい

る。 

 

〇 １月１６日(水)の「稀勢の里引退」のニュースを見た。ＮＨＫと他のメディ
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アとの伝え方を比較したが、ネットではマンガのセリフを意識した伝え方が多

かった。一方、ＮＨＫではよけいな感想や詮索がなく、事実のみを伝えており、

ＮＨＫらしさを感じた。ＮＨＫのホームページとニュース・防災アプリの比較

もしたが、ホームページでは大事なことばが大きなフォントで太文字になって

おり、とても見やすかった。一方、アプリはホームページと比べると少し見に

くい。ホームページ同様、大事なことばを強調すると見やすくなるのではない

か。 

 

〇 １２月２９日(土)のＥＴＶ特集 移住 ５０年目の乗船名簿 第１回「ア

マゾンに生きた人々」を見た。５０年間の日本の変化がよくわかり、さらに６

０年目も見てみたい。長期間にわたり深い取材を継続できるのもＮＨＫの力

だと感じた。 

 

〇 １月８日(火)に再放送された＃ジューダイ「１０代の新常識！ＳＮＳでの

告白法を大調査！」を見た。最近のＥテレは先進的な内容が多く、とても興味

深い。当事者の体験も交えながら実例の紹介、ＳＮＳの書き込みなど、若い世

代について知ることができ、新たな発見があった。ざっくばらんなトークで楽

しんでいる雰囲気がおもしろかった。若い出演者が多く、ＭＣの進行も巧みで、

とてもよい雰囲気で番組を進行していた。ゲストもコメントが上手だった。Ｓ

ＮＳを使って告白するということが当たり前の世代を目の当たりにし、目を

見て告白する時代は終わったのかとか隔世の感があった。ホームページにさ

まざまな悩みや相談を自由に書き込んで共有できる仕組みがあり、番組に

合ったよいホームページだと思う。 

 

〇 １月１０日(木)のろんぶ～ん 宇宙人の論文「もし宇宙人と出会ったら」 

「宇宙から届く生命の印は」を見た。とっつきにくいイメージがある論文を、

やさしく解き明かしていく様子がおもしろかったが、見終わったときには、論

文の内容自体については何もわからなかったと感じた。しかし、否定的な意味

ではなく、理解を深めるものとして論文を身近に感じて楽しむ番組というコン

セプトがよいのではないかと思う。食や生活にまつわる身近なテーマをさらに

増やしていけば、論文がもっと身近になり、番組もさらに見やすくなるのでは

ないか。 
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〇 １月２日(水)に再放送された巨大危機 ＭＥＧＡ ＣＲＩＳＩＳ 特別編 

第１集「都市直下地震 新たな脅威“長周期パルス”の衝撃」(ＢＳ１ 後 2:00

～2:49)を見た。長周期パルスや破壊力の大きさなど、とても勉強になる内容

だった。高層マンションの危険性が認識され、対策が急がれているということ

に納得した。免震装置とダンパーの併用などさまざまな方式で今後の対策が

進んでいくのだとは思うが、こういった大きな問題はもっと広く報道した方

がよいのではないか。 

 

〇 １月５日(土)に再放送されたＢＳ１スペシャル「もうひとつのショパンコン 

クール～ピアノ調律師たちの闘い～」(ＢＳ１ 後 0:00～0:50,1:00～1:49)を

見た。ピアノ調律師の視点でピアノコンクールの中のすさまじい戦いが描かれ

ており、音楽に詳しくなくても調律の技術のすごさに納得でき、感動した。ピ

アノの世界を多角的に捉えていて、よい番組だった。一見硬い番組だと思った

が、ＮＨＫらしさ、ＢＳらしさを感じる優れた番組だった。 

 

〇 １月３日(木)に再放送された体感！グレートネイチャー「インド洋 絶景

列島をゆく」(ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 前 9:00～10:29)を見た。ゆったりとした内容で、

ほっとした。ドローンなどさまざまな角度からの映像、ＣＧによるシミュレー

ションを駆使したわかりやすい解説で、緻密な構成だった。制作者の努力や深

い取材が見て取れた。ただ美しいだけではなく、火山活動が人類の命にいかに

絡んでいるのかを考えさせられ、地球が生きているということを改めて実感

させられた。危険な場所の近くにも教会を作り布教していく姿から、人間のた

くましさや信仰の強さを感じ、深く感動した。これからの火山活動に世界的に

注目が集まる中なので、今後も火山を取り上げてほしい。 

 

〇 １月１４日(日)の「『蜜蜂と遠雷』若きピアニストたちの１８日」(ＢＳﾌﾟﾚ

ﾐｱﾑ 後 3:00～3:59)を見た。浜松国際ピアノコンクールをドキュメンタリーと

して描いていたが、とてもよい取材対象者がいて、ドキュメンタリーとして構

成しやすかったのではないか。小説のタイトルを番組名に使い、朗読も交えて

小説の世界をイメージさせることで、ドキュメンタリーとしての価値が高

まっていた。朗読とドキュメンタリーをクロスオーバーさせた演出にテレビ
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の可能性を感じた。その他にコンクールで優勝したピアニストのインタ

ビューと演奏があればもっとよかったのではないか。 

 

(なお、欠席の委員より、文書で次の意見が寄せられた。) 

〇 １２月２２日(土)の梅沢富美男と東野幸治のまんぷく農家メシ！「ホウ

レンソウ～岐阜県岐阜市～」(ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後 6:00～6:30)を見た。ホウレンソ

ウだけでなく年間を通じて流通している野菜が多く、消費者にとっていつが

旬だかわからない野菜が多いと気づかされた。旬のホウレンソウのよさが肉

厚であることしか触れられておらず、残念だった。もっと旬の野菜のおいしさ

を発信してほしい。ホウレンソウを調理する場面が雑な印象だったが、料理は

おいしそうだった。４０代の夫婦が脱サラして農家の世界に飛び込んだとい

う場面に興味がわいた。 

 

〇 １月５日(土)の「まいど！修繕屋です・第２弾」(ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後 11:00～

11:29)をみた。「お代はあなたの笑顔です」というキャッチコピーがよい。手

作りの欄間やふすま絵、遠近法を用いた日本庭園など、わくわくさせられた。

民放番組のパロディのようなセリフもよかった。郷土の文化に焦点が当てられ

ていた点もよかった。今後、廃れてしまった地域のお祭りなども「修繕」して

ほしい。以前と全く同じように復元する必要はなく、「修繕」に携わる人の数

が増え、結果として地域のシンボルとしての価値が高まるのではないかと思っ

た。 

 

ＮＨＫ名古屋放送局 

番組審議会事務局  
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２０１８年１２月ＮＨＫ中部地方放送番組審議会 

 

 １２月のＮＨＫ中部地方放送番組審議会は、２０日（木）、ＮＨＫ名古屋放送局

において、９人の委員が出席して開かれた。 

 会議では、まず、ナビゲーション「転勤って当たり前？」について説明があり、

放送番組一般も含めて活発に意見の交換を行った。 

 最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、今後の番組編成の説明が行

われ、会議を終了した。 

 

（出席委員） 

  委 員 長  小澤 正俊  （大同特殊鋼（株）相談役） 

 副委員長  東    惠子  （東海大学海洋学部環境社会学科教授） 

 委 員  井口 昭久  （愛知淑徳大学健康医療科学部教授） 

   稲村 修  （魚津水族館館長） 

玉井 博祜 （能楽師／玉井屋本舗社長） 

   德田 八十吉（德田八十吉陶房代表） 

   長谷川明子  （日本ビオトープ管理士会中部支部会長） 

   松田  裕子  （三重大学副学長） 

   真能 秀久  （中日新聞社取締役人事労務担当) 

 

（主な発言） 

＜ナビゲーション「転勤って当たり前？」(総合１２月７日(金)放送)について＞ 

 

〇 単身赴任ができる前提条件のひとつは家を守ってくれる人がいることなの

だろうと感じた。高度成長期に育ってきて家族がバラバラになっていった世

代と、社会が成熟して家族は一緒がよいと考える世代との価値観の違いや、

時代背景を感じ取ることができてよかった。転勤をしない人へのペナルティ

の厳しさを感じたし、持ち家がある人でも転勤を命じられるという現実がか

いま見えたが、もっと突っ込んで取材してほしかった。バブルがはじけ終身

雇用制度が不安定になるなど、苦しい時代に生きていく中で家族を守ってい

こうという時代背景がわずかに見えたが、そうした価値観の変化をもっと深

掘りしてほしかった。転勤がなくなった家族のコメントに本心が表れており、
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とてもよかった。企業側の従業員に転勤をさせるのは人材育成のためだとい

う説明に対して、転勤は能力の向上にも幅広い人脈づくりにもいかされてい

ないというアンケート結果が数字として示されておりよかった。転勤と一口

に言っても、戻ってくることのできる転勤と戻ってくることのできない出向

のような場合もあるので、今後も継続して取材してほしい。「自分の人生は自

分で決めていく」という言葉が紹介されていたが、そういった意識を高めて

いく必要があると感じた。取材を通じ、介護や外国人受け入れといった課題

がある中、日本が今後どういった社会を作っていくのかという新しいテーマ

にもつなげていってほしい。転勤は持続可能な開発目標(ＳＤＧｓ)にも関連

するテーマだと思うので、番組内で関連する事柄として紹介してほしかった。 

 

〇 冒頭のアナウンサーが転勤の辞令を受けるフィクションの場面は臨場感が

あった。転勤は日本の高度成長を支えてきた仕組みで、転勤がない社会にな

ると日本の国力が低下してしまうのではないかという先入観を持っていたが、

番組の結論は違った。番組では新卒学生の７割が地元の実家から通勤できる

距離の会社に就職したいとのことだったが、名古屋は地元志向が非常に強く、

名古屋の大学は東海地方の出身者が大多数を占めているという特殊事情が影

響しているのでないか。夫が４回転勤したという主婦が「カーテンが一番困

る」と語る映像はうまく心象を表していると感じた。生活や人生も踏まえて

転勤の辞令を出してほしいという訴えは印象的で、この番組で伝えたいこと

を象徴することばだと思った。なぜ転勤が当たり前になったのかという場面

で、企業と従業員の間に終身雇用という暗黙のルールがある一方で、転勤に

ついての明確なルールはない、という話は驚いた。人材育成や不正の防止、

人材の需給調整などのために異動は必要だが引っ越しの必要はないというの

が番組の結論のように感じたが、転勤の短所ばかりが強調されており、長所

も取り上げるべきだと感じた。 

 

〇 転勤を経験したことがないので実感が沸かない番組だったが、働き方改革

がクローズアップされる中で、現代の若者の考え方が変わってきていること

が感じられた。いつどこへ行くのかもわからずにある日突然、転勤を命じら

れるというのは納得できないというのは当然だと感じる。高度成長期は長期

雇用を保証しながら、昇進や成長ができるということで転勤が受け入れられ
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てきた経緯があると紹介されていたが、昇進はともかく、成長できると感じ

ていたのかは疑問に感じる。番組では 1990 年代からの不況や女性の社会進出

に伴い女性の声が強くなり、育児や介護、家事の分担などを背景に転勤が難

しいと考える人が増えてきたと伝えていたが、本質的な問題は昔も今も同じ

で問題が顕在化しただけなのではないか。勤務地限定社員制度の紹介で、転

勤のある社員と比べて賞与が大幅に少なく、管理職にもなれないとあったが、

人手不足の中で働く人のモチベーションが低下してしまうのではないか。会

社にとって転勤は人材育成、マンネリや不正の防止、人材の需給調整のため

に必要とされる一方で、引っ越しをしない異動の方が効果はあると感じてい

る人が多いというアンケート結果はよかった。地域ごとにエリアを分けて自

宅から９０分以内で通勤できる範囲の異動を目指すという取り組みが紹介さ

れていたが、大変よい案だと感じた。「自分の人生は自分で決めていく」とい

う言葉は印象的で、難しい問題かもしれないが、番組をきっかけに自分を大

切にしながら生きていける社会になるとよい。 

 

〇 番組で紹介されていたよりもっと深刻な悩みが転勤にはあるのではないか

と感じた。転勤で一番困ることがカーテンの丈の調整という場面があったが、

その程度の問題であれば解決策はいくらでもあるのではと思ったし、番組全

体が浅く感じられた。働き方の選択や働き方改革といった労働者側が意識を

変えるような描き方だったが、企業側の「働かせ方改革」の視点も必要なの

ではないか。番組はワーク・ライフ・バランスを論点としていたが、ライフ

のデメリットばかりが描かれており、ワークの面をきちんと深掘りして描か

ないと、転勤を合理的と考える人の共感を得られないのではないか。アナウン

サーが転勤に関する悩みがよくわかると言っていたが、ライフ面の悩みに

偏っていたのが残念だった。年間６０万人が転勤しているという数字が出て

きたが、労働人口に占める６０万人という数字は少なく感じた。業種や会社

の規模、拠点の数といった分類とあわせて転勤の有無の情報があると、もっ

と伝わりやすかったのではないか。転勤の効果の検証場面で、転勤が人材育

成や人脈の構築にどう効果があるのか論理的な説明は見出せないという印象

だったが、本当に効果がないとしたら、なぜ多くの企業が転勤を続けている

のか、とても疑問に思った。転勤のワーク面での合理性や効果とあわせて、

社員のモチベーションや家族の生活など異なる目線で転勤のよい面も描けば
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もっとよかったのではないか。社員や家族のインタビュー映像がいくつか

あったが、さまざまな立場の人を取り上げていることは理解できたが、どれ

も深い悩みではないような気がして、見応えがなかった。住む場所を変えて

働く選択をすることは生き方を選ぶことにもつながるので、もっと深い問題

提起ができたのではないか。 

 

（ＮＨＫ側） 

   転勤することのワーク面でのメリットについては、業

種や企業によりさまざまで一概には言えず、業種や企業

に関わらず共通した悩みの多いライフ面を中心に描いた。

また、今回は転勤による複雑な悩みを抱えた個人ではな

く、社会のライフスタイルや価値観の変化に着目したが、

引き続き取材したい。 

 

〇 転勤そのものの価値が変わったのではなく、さまざまな企業文化が激変の

時代を迎えていて、そのうちのひとつである転勤に対する感じ方、考え方が

変わってきたのだと感じた。番組では背景として 1990 年代からの不況と女性

の社会進出の２つを挙げていたが、加えて少子化という視点もあるのではな

いか。高度経済成長を支えたのは二男、三男と言われ、大都市や工業地帯に

転勤を伴って大量に入ってきたが、少子化になって、長男と長女が結婚する

と、将来、夫婦で４人を介護する必要があるということもあり、地元志向が

強まり、転勤に対する感じ方が変わってきたのではないか。新卒学生の７割

が転勤を希望していないというのは、そんなに多いのかという印象だったが、

番組を見て納得した。従業員の希望をかなえながら、不公平感なく企業の新

陳代謝を上手に進め、企業価値を高めるのはとても難しいと思う。男性社会

に女性が進出してきた当初は、女性の男性化のような形で適応してきたが、

男女雇用機会均等法から３０年以上が経過し、女性が女性であるという意見

や感覚が強く出てきた。それはよいことだが、そうした企業文化の変容に組

織が対応できていないというのが、実態なのではないかと思う。 

 

〇 労働人口全体の中で年間６０万人の転勤はわずかかもしれないが、さまざ

まな企業が全国展開しており、社会問題として転勤を取り上げた視点や番組
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の展開は大変よかった。転勤は本人だけではなく家族の人生にも与える影響

が大きく、働き方改革と言われる中で、転勤を見直すという番組の視点はタ

イムリーだった。企業が転勤を行なう理由として、人材育成やマンネリ・不

正の防止などを挙げ、その効果についてアンケートを用いて検証したのはよ

かった。引っ越しを伴う転勤の質の低さを専門家が指摘していたのもよかっ

た。「転勤なしの時代は来るか」「企業と従業員、どちらも損しない働き方は

あるか」といった課題に対して、「自分の人生は自分で決めていく」という言

葉を取り上げていたのは、労働に対する考え方が多様化している中、上手な

構成だった。転勤や働き方改革は人生や生き方を考える上で重要な課題なの

で、継続して取材してほしい。あわせて、組織の一員としての転勤だけでな

く、例えば、組織に属さない出稼ぎについても取り上げ、大きな社会の動き

の中で、働き方がどう変わってきたのかを考えることも必要ではないだろう

か。 

 

〇 転勤は身近な話題で、若い世代の意見を聞いて急速なスピードで時代は変

わっていると実感した。かつては女性にとって「結婚は就職」と言われてい

たが、女性の主張が強くなり、家庭でも女性の意見を聞く社会になり、家事

や育児を分担する時代になった。そういった家庭で、夫の転勤を歓迎する妻

がいるのか疑問に思う。時代の変化に対応できない企業は危険だと感じた。

終身雇用の保証など転勤の心理的契約という話は面白かった。てんびんを用

いた転勤を取り巻く状況の変化はとてもわかりやすかった。転勤制度の見直

しは、少子化対策でもあると思う。勤務地限定正社員制度は、その地域にな

じみ、人脈を構築して売り上げを伸ばすという意味でも有効ではないか。番

組で使用していた中島みゆきさんの「時代」の音楽は、今回のテーマにぴっ

たりだった。「自分の人生は自分で決めていく」という言葉は、今後を考える

上で重要なキーワードだと感じた。 

 

〇 番組冒頭で中島みゆきさんの「時代」の音楽が流れ、アナウンサーの昔の

写真と転勤の履歴を紹介するオープニングは、今回のテーマである転勤のイ

メージがスムーズに入ってきて効果的だった。個人のライフバランスをてん

びんに見立て、介護や育児、持ち家、結婚と、昇進、成長、終身雇用の重り

でバランスを取る手法もとてもわかりやすかった。転勤制度は結婚や子育て、
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介護といったライフステージによっては企業側、労働者側双方に負担をかけ

るものであるということがわかった。これまでの画一的な働き方であった終

身雇用制が揺らぎ価値観が多様化する中で、ワーク・ライフ・バランスの取

れた働き方が組織においても個人においても自己選択できる制度設計が求め

られているのではないかと思う。重要なのは番組の中で語られている「自分

の人生は自分で決める」ということに尽きるのではないかと思う。会社だけ

でなく社会全体で転勤する家族をフォローアップできるような仕組みが必要

なのではないか。転勤は人口減少や少子化など社会問題にもつながるが、働

く人ひとりひとりのモチベーションも含めて労働力を充実させ、ＩＴなど最

新技術との融合によって明るい未来を築いていく必要があると思う。転勤の

みならず、企業や社会全体で生き方と働き方の両輪を補完する社会システム

の構築が急務だと考えさせられた。 

 

〇 地元指向が強い東海地方で転勤について取材することの必要性に疑問を感

じたが、内容的にはよかった。番組の時間が短く取材に深みが足りないとこ

ろもあったが、社会に転勤の問題を提起したという意味では評価したい。一

方で、転勤の問題は業種や事業規模、職種や年齢、性別によって事情が異な

ることが整理されないまま転勤について問題提起をしていたが、少し雑に感

じた。少子化で資源が少ない日本の将来を考えると、人こそが資源だと思う。

狭い日本に閉じこもっていてその資源をいかせるのかという視点も重要なの

で、もっと鋭く突っ込んでほしかった。また、アメリカなどでは転職が容易

だが、日本はまだそうではないということもあるので、転勤に限らず今後も

幅広くしっかり議論してほしい。 

 

 （ＮＨＫ側） 

   転勤はテーマとしては扱う範囲が広く、例えば新卒学

生が実家から通いたいという理由には奨学金を返さなけ

ればならないという問題もあることや、地域限定正社員

がいる一方で非正規社員と正社員の定義をどうするかな

ど、取材を進める中で見えてきた課題もある。今回は転

勤そのものが当たり前なのだろうか、ということに疑問

を投げかける切り口だったが、さまざまな切り口がある
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ので、今後も取材を進めていきたい。 

 

(なお、欠席の委員より、文書で次の意見が寄せられた。) 

〇 転勤のメカニズムと社会の変化がよく理解できた。人手不足解消のため転

勤制度を見直す必要がある、という視点だったが、取材は大手企業が中心だっ

たので、もっと広く取材してほしかった。大手企業が転勤のある社員を減ら

せば、東京で採用された優秀な人材が地方に転勤しなくなる。そのことによ

り、地方に人材が来なくなり、いっそう都会に人材が集中することになる。

さらに、大手企業が地域限定社員の採用を増やせば、中小企業にはさらに人

材が来なくなるのではないか。これまでは転勤がない中小企業と、転勤があ

るが福利厚生や給与が高い大手企業とのバランスが取れていたが、大手企業

が地域限定社員を増やすことでバランスが崩れ、中小企業が人材を採用でき

なくなり、結果として地方経済に悪影響があるのではないか。こうした動き

に対抗する地方の中小企業の取り組みも番組に盛り込んでほしかった。続編

に期待したい。 

 

(なお、欠席の委員より、文書で次の意見が寄せられた。) 

〇 働き方改革が叫ばれる中で転勤は全国的な課題であり、よいタイミングの

放送だった。転勤によってカーテンの裾を直すことが大変だという話は、転

勤の苦労が端的に伝わるエピソードだった。転勤を命じる企業の理屈と、そ

れを拒みたい労働者の理屈がわかりやすく説明されていた。てんびんを用い

た説明はとてもわかりやすかったが、介護や育児、家事などは、微妙なバラン

スを保っている制度全体を揺るがすものとして表した方がよかったのではな

いか。親の介護、育児、夫婦共働きなど転勤を望まない理由はいずれも納得

できた。企業が従業員を転勤させる理由をゲストの専門家が論破するところ

はおもしろかった。企業の論理にもともと説得力がなかったのか、あるいは

時代遅れの論理になったのかということをもっと突っ込んでほしかった。仕

事の能力の向上や人脈の構築には転勤よりもむしろ異動の方が効果は高いと

いう調査結果については、転勤によって成長できたという逆の意見も含めて

もう少していねいに取材してほしかった。転勤を減らす企業の施策は採用対

策とも言え、地方の企業にとっては脅威となるのではないか。転勤が少子化

の一因にもなっているという指摘は納得できたし、転勤をなくすことで人口
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の増加や人手不足の解消につながるという話も興味深い。短い時間の番組

だったが、課題や展望などがコンパクトにまとめられており、よい番組だっ

た。 

 

＜放送番組一般について＞ 

〇 １１月１６日(金)のナビゲーション「子どもからシニアまで プログラ

ミング教育新時代」を見た。小学生がプログラミングを勉強するような時代

になったのだと本当に驚いた。小学生へのインタビューで、「自分の創造力が

養成される」「論理的能力が付いた」などと答えており、とても小学生とは思

えない、入れ知恵したのかと思うほど立派だった。ＩＣＴ教育に積極的な鯖

江市が日本の先端を行く取り組みをしていることに感服した。コメンテー

ターが、達成感が小さい子どもでも得られるということが重要で、こういっ

た積み上げが子どもを育成するにはよいと語っていたが、人間形成のために

心の教育や社会人としてのモラルといった教育も必要だと感じた。子どもた

ちが社会に出て困らないよう、ＩＣＴ教育とあわせてコミュニケーションの

教育も頑張ってほしいと思った。 

 

〇 １１月１６日(金)の静岡スペシャル「～限定プレミア放送～静岡発地域ド

ラマ“プラスティック・スマイル”」(総合 後 7:30～8:29 静岡県域)を見た。

放送前から地元では盛り上がり、多くのファンを巻き込んで制作しておりよ

かった。主演の百田夏菜子さんに透明感があり、コスプレ姿がフィギュアそ

のもののようだった。片山萌美さんのコスチュームは露出度が高く、ＮＨＫ

で放送して大丈夫か心配になった。ラストシーンの百田さんの弾けるような

笑顔がチャーミングだった。何度も見てしまうドラマだった。ガントリーク

レーンの作業現場など、一般の人には見ることができない清水港の魅力が全

国に発信されることで多くの人の理解にもつながると思う。清水の風景の中

で方言も交えて物語が紡がれ、地域色があふれており見事だった。地元の人

にとっても新たな視点で捉えることができ、元気をもらえたのではないか。 

 

〇 １１月１６日(金)の金とく「中部ネイチャーシリーズ 剱岳の謎に挑む～

１０００年前の登山ルートを探れ～」を見た。人を寄せ付けない剱岳を映像

できっちり見せており、特に巨岩の川の場面は大変よかった。番組によって、
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あのような場所があるということを多くの人に知ってもらうことはよいこと

だと思う。初登頂は明治時代だと思われていた山頂に 1,000 年前の錫杖が置

いてあったという展開はドラマチックで、とてもよかった。当時の人々のルー

トを歩こうという発想も大変よかった。一般の人が見てもその場所に行けな

いのではという意見もあるかもしれないが、登山のルートはたくさんあるし、

現代のように道具がない中でも登れたということがすごいと思うし、その大

変さを伝えることは意義がある。試しに草履で登ってみる場面もあってもよ

かったのではないか。登山家が「死ぬのは１時間後の現実かもしれない」と

話す中、同行し苦労して撮影したクルーを尊敬したい。 

 

〇 １１月２３日(金)のアイデア対決・全国高等専門学校ロボットコンテスト

２０１８「東海北陸地区大会」(総合 前 10:05～10:59 中部ﾌﾞﾛｯｸ)を見た。ゲ

ストがとても楽しそうで、笑顔で解説をしている様子が印象的だった。大会

の盛り上がりや若者の熱気が画面にあふれており、見ていて気持ちよかった。

コンテストに参加したチームに、子どもの頃からの夢をかなえた出場であっ

たり、１年をこの日のためにささげた取り組みであったりといったエピソー

ドがあり、青春のすばらしさを感じた。全国大会もぜひ応援しながら見たい

と思う。 

 

〇 １１月２５日(日)のＮＨＫスペシャル「ゴーン・ショック 逮捕の舞台裏で

何が」を見た。カルロス・ゴーン元社長が逮捕されたことも衝撃的だったが、

逮捕からわずか１週間でＮＨＫスペシャルとして内容的によくまとまった番

組を制作したことにも驚いた。逮捕されることを前から知っていて、事前に

準備していたのかと思うほどの内容だった。海外でのインタビューでさまざ

まな関係者の話がふんだんに盛り込まれており、とても臨場感があった。

ニュースの断片的な情報だけでなく、まとめて見ることができてとてもよ

かった。ルノーと日産、フランス政府とルノーの関係が、いずれもゴーン元

社長に依存していたという実態が印象的だった。コメンテーターの人選が意

外だったが、コメントや言葉選びがおもしろく、切れ味もよく新鮮だった。

一方で、海外の反応や法的な現状を踏まえると不正という言葉をはっきり

使っていたことに違和感があった。 
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〇 １１月２５日(日)の「今夜も生でさだまさし〜さだ百万石金ぱく宣言！〜」

(総合 前 0:05～1:35)を見た。さださんが観客の笑いを巧みに誘っており、楽

しい番組だった。さださんの人選がすばらしい。 

 

〇 １１月２６日(月)の旬感☆ゴトーチ！「“明治”へタイムスリップ！～愛

知・犬山市～」を見た。出演者が元気でにぎやかだったが、ゴトーチ・ハン

ターの方がやや暗く見えてしまい、かわいそうだと感じた。昼の時間帯に合

う楽しい番組だった。一方で、建物の解説がやや説明不足に感じた。 

 

(なお、欠席の委員より、文書で次の意見が寄せられた。) 

〇 旬感☆ゴトーチ！「“明治”へタイムスリップ！～愛知・犬山市～」を見た。

番組の趣旨は旬の話題を伝えるということだと思うが、何が旬の話題なのか

わからなかった。「西郷どん」の関連として西郷従道邸、「まんぷく」の関連

として金沢監獄を取り上げていたが、関連する番組があるから旬だというの

は無理があると思う。ゲストとアナウンサーの会話がかみ合っていなかった。

愛知県からの中継だったが、牛鍋の肉が愛知県産でなかったことが残念だっ

た。 

 

〇 １１月２８日(水)のガッテン！「コレステロールの救世主★ 血管を掃除

する秘策ＳＰ★」を見た。番組では、善玉コレステロールの量ではなく質が

重要であり、その質はエイコサペンタエン酸で青魚に含まれていると説明し

ていたが、説明がいい加減に感じた。植物プランクトンと動物プランクトン

の解説にも疑問を感じた。専門家や研究者の人選が課題だと思う。 

 

〇 １１月３０日(金)の「かがのとイブニング」を見た。土屋太鳳さんのイン

タビューがあったが、能登を心のふるさとと言っていたことがうれしかった。

連続テレビ小説のヒロインを演じるのは、頭がよく即興やダンスもでき、な

おかつ性格もよい人なのだと感じた。インタビューも聞きやすく、ドラマの

一場面が紹介されており感動した。 

 

〇 １２月４日(火)のごごナマを見た。「年賀状ＯＫ！誰でも描けるペットイ

ラスト」のコーナーで、イラストレーターがペットのイラストの簡単な描き
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方を紹介していたが、解説がわかりやすく、実用的な内容でよかった。イラ

ストレーターのカモさんが好きな動物を聞かれ、「カモ」と答えていたのがと

ても印象的だった。午後の時間帯に合う、ほっとする番組だった。 

 

〇 １２月５日(水)の「あさイチ」を見た。政治の話題を軽快に扱うなど、意

識的に重い話題を避けている印象で、朝の時間帯にふさわしい、爽やかで嫌

味がなく、新しい情報をわかりやすく説明している主婦向けの番組だと感じ

た。一方的な報道だけではなく、視聴者との対話を通じて番組が構成されて

おりとても感心した。博多華丸・大吉さんは受け身の姿勢に好感が持て、人

選がよくＮＨＫらしいと感じる。 

 

〇 １２月５日(水)のガッテン！「本当にスゴいのは味だった！ スーパー“葉

もの”小松菜活用術」を見た。人体や健康がテーマの番組だと思っていたが、

身近な食材である小松菜の料理方法のバリエーションが興味深く紹介されて

いた。料理のバリエーションが広がる番組だった。 

 

(なお、欠席の委員より、文書で次の意見が寄せられた。) 

〇 １２月８日(土)のブラタモリ「＃１２０ 東尋坊・恐竜」を見た。タモリさん

の知識の深さと広さによって東尋坊と恐竜というテーマが興味深いものにな

り、アナウンサーのキャラクターが番組を親しみやすくしていると感じた。

福井の２大観光名所がなぜ生まれたかという、ありそうでなかったテーマで、

その２つを結びつけたことがとても面白かった。東尋坊の柱状節理の太さの

秘密を解き明かす過程が番組ならではで、ＣＧや模型を用いた説明もあり深

く理解できた。タモリさんが三国港の砂浜に着目し、後で砂浜ができた経緯

に結びつく流れに驚いた。砂浜がある堤防の近くで模型を用いて土砂が運ば

れる実験をしていたが、出演者が現在いる場所を模型上で示し、撮影してい

る風景と一致させれば、番組により臨場感が生まれたのでないか。恐竜の専

門家が地道に研究をすることで世界的な発見をしたエピソードはおもしろ

かった。 

 

〇 １２月８日(土)のＮＨＫスペシャル「ロストフの１４秒 日本ｖｓ．ベル

ギー 知られざる物語」を見た。２４台のカメラ映像と、選手たちのスロー
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モーションの映像によって読み取れる瞬間の劇的な表情、ベルギーと日本の

選手の時々刻々のかけ引きなど、どれも印象的だった。特にオシム元監督の、

「フェアプレーをする日本人の国民性」という言葉が心に残った。衝撃の１

４秒を映像技術と取材力で検証しており、とても見応えがあった。ＮＨＫな

らではの番組だった。このような視点からの番組を今後も期待したい。 

 

〇 ＮＨＫスペシャル「ロストフの１４秒 日本ｖｓ．ベルギー 知られざる

物語」を見た。ものごとはいろいろな角度から取り上げることが可能だとい

うことを改めて感じた。一流選手の１４秒の間の判断がよくわかり、ほんの

一瞬で勝負は決まるということを知った。2020 東京オリンピック・パラリン

ピックでもこうした知見をいかしてほしい。 

 

〇 １２月１２日(水)のガッテン！「心臓ケア＆夜ぐっすりの新常識！血糖値

のカギは“間食”にアリ」を見た。低血糖を繰り返すと、交感神経が興奮し

て血管が縮むことにより狭心症になる、という表現があったが、交感神経系

による血管の収縮が起こるのは弾力性がある証拠であり、動脈硬化とは無関

係な現象なのではないか。低血糖の発作が狭心症を誘発するのか、それとも

低血糖が動脈硬化を引き起こすのかという２つの可能性があるとは思うが、

そのような論文や学会の発表などはないのではないか。そのほかにも、空腹

よりも間食の方が低血糖にはよいといったことが紹介されているが、いずれ

も科学的根拠を示してほしかった。 

 

 （ＮＨＫ側） 

   医療や健康を扱った番組は特に深い取材にもとづき、確証

を持って伝えることが大切である。いただいたご意見を制作

部局に伝える。 

 

〇 １２月１４日(金)のナビゲーション「世界の matcha へ～過熱する抹茶市場

～」を見た。ＶＴＲはストーリーがわかりやすく意外性もあり、テンポやカ

メラの距離感もよかった。見ていて気持ちがよかった。一方で、スタジオ部

分は、テンポが悪くもたもたした印象だった。抹茶と緑茶がそれぞれ紹介さ

れていたが、その違いが分からず困惑した。後から中国産の抹茶には定義が
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ないこと、日本の抹茶の定義について紹介しており、国際的な抹茶の定義づ

くりが必要だと結んでいたが、もっと早い段階で抹茶とはどのようなものか

を説明しておくべきだった。 

 

(なお、欠席の委員より、文書で次の意見が寄せられた。) 

〇 １２月１４日(金)のザウルス！今夜も掘らナイト「全国が注目！実はスゴ

い福井の婚活」を見た。福井のすばらしさが感じられる、よい番組だった。

ボランティアの縁結びや公営結婚相談所、企業交流の支援など産官民が一体

となった婚活のサポートは全国的にも例がないのではないか。サポートが充

実していることに気付いていない地元の人も多いかもしれないので、他の地

域で公営結婚相談所がどれくらいあるかといったデータを示すなど、他の地

域との比較や日本全体での順位があればインパクトがあったのではないか。

ＳＮＳやインターネットを介した出会いとは真逆の取り組みで成果を上げて

おり、地域社会一体となった取り組みの好事例として全国に発信してほしい。 

 

〇 １２月１４日(金)のドラマ１０「昭和元禄落語心中」を見た。「死神」とい

う落語の場面が出てくるが、メイクやＶＦＸがオカルト映画のようで残念

だった。昭和の雰囲気を出すのであれば、能の鬼の面に変えるなど、工夫で

きたのではないか。 

 

〇 １２月１６日(日)のＮＨＫスペシャル「アウラ 未知のイゾラド 最後の

ひとり」を見た。一連のアマゾンのシリーズはこれぞまさにＮＨＫの番組だ

と感じる。イゾラドを追い詰めてしまっている現代人が今後どうすべきかを

考えさせられた。イゾラドも含めて地球は生きているということや、イゾラ

ドに不用意に接したことで、病気によりたくさんのイゾラドが死んでしまっ

たという事実を、未来にきちんと伝えていかなければならないと感じた。ア

ウラが部族の最後の１人になった理由を一生懸命話していたが、言葉ではな

く絵を描いてコミュニケーションを取るという方法もあったのではないか。

続編に期待したい。 

 

〇 「チコちゃんに叱られる！」は、番組が評価されている理由のひとつに、

ＮＨＫの他の番組で紹介されていた話だった、などＮＨＫの関係者なら知っ
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ていそうなことを、あえて知らなかったと本音で紹介するところに良さがあ

る。さらに、番組にパロディを加えることで知らなかったというマイナス要

素をプラス要素に変え、制作者が立ち位置を下げることによって視聴者が上

位に立つような構図があるから見ていて楽しいのではないか。こうした番組

は他社との交流から生まれたのだと思うが、肩の力を抜くことでよい番組が

できるのだと感じた。硬軟織り交ぜた番組編成全体のバランスを意識すると、

もっとＮＨＫはよくなるのではないか。この番組に限らず、よい番組はぜひ

夜中にも再放送してほしい。「チコちゃんに叱られる！」が受けたのは、土曜

日午前という見やすい時間帯にも理由があるのではないか。よい番組を夜中

に集中的に編成すると、ＮＨＫのファンが増えるのではないか。 

 

〇 大河ドラマ「西郷どん」は、自分にとって単なる歴史の１ページでしかな

かった西郷隆盛が、あれほど奥深く、人間関係も含めて歴史を知ることがで

きてよかった。一方で、１１月２９日(木)の英雄たちの選択スペシャル「決

戦！西南戦争 ラストサムライ 西郷隆盛の真実」(ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後 8:00～

9:59)のおかげでドラマと現実の違いを把握できので、ドラマはドラマとして、

事実をきちんと知ることができる番組も必要だと感じた。今後もこういった

日本の歴史を深く理解できるドラマを続けてほしい。 

   

〇 １２月１６日(日)のサイエンスＺＥＲＯ「鳥インフルエンザ 新たな脅威」

を見た。鳥インフルエンザについて世界的な視点から研究の現状がよく取材

されており、大変よい番組だった。豚コレラやマダニなど他の問題について

も、必要な研究に予算が配分されているのか、国がきちんと対応しているの

かという問題意識を持った。 

 

〇 １１月２４日(土)の聖火のキセキ「石川 聖火が育む競歩王国のレガシー」

を見た。初めて知ることも多く、競歩や聖火は伝統なのだと感じた。次の世

代を育てることが大切だということは、どの世界にもつながると感じた。 

 

(なお、欠席の委員より、文書で次の意見が寄せられた。) 

〇 １１月３０日(金)の躍動する大自然 奇跡の絶景ストーリー「剱岳の謎に

挑む～１０００年前の登山ルートを探れ～」(ＢＳ１ 後 8:00～8:43)を見た。
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平安時代と同じ条件で実際に登山をしてみようという企画がすばらしい。タ

イトルからは想像できないドラマがあり、大変楽しく見ることができた。現

代のような装備がない環境での登山はどれほど過酷だっただろうかと思う。

冒頭の「針山地獄」の映像に引き付けられたし、ドローンの映像も美しく、

圧巻だった。探検家の髙橋大輔さんが水の冷たさに絶叫する場面や滑落しそ

うなトラバース道の場面など、同行したカメラマンの苦労が思い浮かんだ。 

 

〇 １１月２２日(木)のコズミック フロント☆ＮＥＸＴスペシャル 「知の

神殿に魅せられて～生まれ変わるスーパーカミオカンデ～」を見た。冒頭の

金色に輝く場面や筧利夫さんの語り、音楽が心地よく、まさしく知の神殿そ

のものだと感じた。研究者たちの飽くなき情熱、愛が満ちあふれている、よ

い番組だと思う。映像がきれいなだけではなく、内容がしっかりあった。研

究者たちが掃除も含めて全てのことをしており、それを負担に感じず、全て

未来の研究のためにやっているという言葉に感銘を受けた。宇宙を語る研究

者にスケールを感じた。 

 

〇 １２月１５日(土)の「ダークヒーローの美学 力石徹」(ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後

11:45～16 日(日)前 0:45)を見た。とてもおしゃれな番組で、小説のようなお

もしろい手法で構成されており、知らない話もたくさんあり楽しかった。か

つて漫画は娯楽だったが、ようやく文化のひとつになったのだと感じた。企

画も作り方もおもしろかった。 

 

〇 １２月１８日(火)のプレミアムカフェ「ハイビジョン特集 法隆寺 後編 

守り継がれた奇跡の伽藍」を見た。ゲストがどの仏像が好きかという問いに

対して、即座に百済観音と救世観音を明快に回答したのはよかった。番組全

体がすばらしかったが、行事に子どもたちも参加し伝統が守り伝えられてい

る様子が特によかった。 

 

ＮＨＫ名古屋放送局 

番組審議会事務局  
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２０１８年１１月ＮＨＫ中部地方放送番組審議会 

 

 １１月のＮＨＫ中部地方放送番組審議会は、１５日（木）、ＮＨＫ名古屋放送局

において、１１人の委員が出席して開かれた。 

 会議では、まず、ナビゲーション「ニート争奪戦！～もう一度働きたい～」に

ついて説明があり、放送番組一般も含めて活発に意見の交換を行った。 

 最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、今後の番組編成の説明が行

われ、会議を終了した。 

 

（出席委員） 

  委 員 長  小澤 正俊  （大同特殊鋼（株）相談役） 

 副委員長  東    惠子  （東海大学海洋学部環境社会学科教授） 

 委 員  井口 昭久  （愛知淑徳大学健康医療科学部教授） 

   稲村 修  （魚津水族館館長） 

   清川 卓二  （清川メッキ工業（株）専務取締役） 

     玉井 博祜 （能楽師／玉井屋本舗社長） 

     都築 紀理  （愛知県農業協同組合中央会常務理事） 

   德田 八十吉（德田八十吉陶房代表） 

   長谷川明子  （日本ビオトープ管理士会中部支部会長） 

   松田  裕子  （三重大学副学長） 

   真能 秀久  （中日新聞社取締役人事労務担当) 

 

(主な発言) 

＜ナビゲーション「ニート争奪戦！～もう一度働きたい～」 

 (総合１０月１９日(金)放送)について＞ 

 

〇 番組を通して人手不足だということはわかったが、争奪戦が起きているとま

では感じられず、「ニート争奪戦！」というタイトルは大げさに感じた。「もう

一度働きたい」という部分についても、働いたことがあるという前提が示され

ておらず、「もう一度」と言えるのか疑問に感じた。ニートということばについ

ての説明も不足していた。ニートを社会的弱者と捉えることに疑問を感じるし、

社会的な支援ありきで描かれていたことに違和感があった。人手不足の問題を
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解決するためにニートを活用するという切り口だったが、そもそもニートの存

在が人手不足の一因とも言え、ニートを育成するための費用を社会が支援しよ

うという論調には疑問を感じる。ニートが増加することで引き起こされる社会

問題についても具体的に紹介すれば、より視聴者の共感を得られたのではない

か。ニートが職業訓練の指導者と一緒に立ち直っていく姿が描かれていてよ

かったが、たった３か月の研修で社会復帰できるのだろうかと疑問を感じた。

ニートを職業人として育てていくには教える側の相当な努力や忍耐が必要だと

思うし、教える側への研修も必要だと感じた。こうした話題を取り上げること

で、ニートの問題について考えるきっかけになったのはよかった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  ニートの定義については番組の冒頭で触れてはいるが、途中

から見た視聴者には定義がわかりにくかったかもしれない。番

組タイトルについては、取材対象を若者のニートに絞り、実際

にニートを支援するサポートステーションに企業からの依頼が

殺到しているため、「ニート争奪戦」とした。 

 

〇 人手不足が大きな社会問題になる中で、ニートに限らず女性、障害者、高齢

者、外国人など人材の活用が大切な時代なのだと改めて認識した。かつては家

庭も顧みず仕事を頑張ることが当たり前という時代もあったが、番組で取材し

ていたニートの考え方にとても驚き、時代の流れを感じた。転職も当たり前の

時代になりつつあるし、若い時にニートとして困難に直面する経験も悪いこと

ばかりではないかもしれない。在宅勤務も増えてきているので、外出せず、人

と話をしないでも成り立つ仕事もあるのではないか。番組ではニートと仕事を

教える側それぞれの思いや、ニートが仕事を通して立ち直る過程がわかりやす

く描かれており、現代の社会をタイムリーに反映した番組としてよかった。 

 

〇 人材の確保が困難な中で、企業がニートの活用に目を向けているというテー

マ設定がＮＨＫならではだと思った。人材派遣会社の取り組みとして、ニート

に規則正しい生活をさせるための寮生活や体力づくりのための散歩、発声練習

の様子などが紹介されていたが、それらの費用が全て会社負担で高額なことに

驚いた。何年も引きこもりを続けていたニートに対して社長が「こうして出て
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こられただけでもすばらしい」と言っていたが、どれほど彼らの心に響いたか

と感銘を受けた。社長の勢いのある明るく楽しい表情がニートをその気にさせ

たのではないかと感じたし、どうすればこのようにうまくいくのかを学びたい

と思った。屋根工事を請け負う会社の職人の奮闘ぶりやまじめに仕事を覚えよ

うとする元ニートの姿から、当事者たちの切実な思いを感じ取ることができた。

番組の最後で描かれていた元ニートの表情から、ひとつのことを成し遂げた高

揚感や達成感が見て取れた。番組で紹介されていたように、ニートが一人でも

多く社会人として育ってほしいと思った。 

 

〇 ニートが大きな社会問題になっている一方で、働き手の不足も大きな社会問

題になっている。その両方を一緒に解決できる事例として、よい視点の番組だっ

た。サポートステーション、人材派遣会社、屋根工事を請け負う会社の３つの

事例が紹介されていたが、それぞれの事例のつながりがわかりにくく、むしろ

１つの事例でも１本の番組になるような濃い内容だった。ゲストの「人手不足

の時こそ人を育てる」、「人の価値が上がっている」ということばには納得でき

るものの、ニートの本質的な問題からはそれており、番組のまとめとしてはあ

いまいな感じが拭えなかった。一度も働いたことがないニートもいると思うの

で、番組内でニートの現状分析があればよかったのではないか。番組は生放送

だったが、ＶＴＲ中にも「ＬＩＶＥ」の文字が表示されていたことには違和感

があった。番組で喫煙する場面があったが、喫煙による健康被害が問題になる

中で、不要な場面だと感じた。出演していた元ニートたちがその後も継続して

働いているのかが気になる。 

 

(ＮＨＫ側) 

「ＬＩＶＥ」の表示についてはＶＴＲ中にも出していたが、

必要かどうか今後検討したい。 

 

〇 隠れた労働力としてのニートに着目し、人手不足の解消のため、ニートと企

業のマッチングをしたり、社会に適応させるための研修をしたりといった取り

組みはニートにとっても社会にとってもメリットがあって、大変興味深かった。

ニートの社会復帰に焦点を当て、１人暮らしの様子が丁寧に描かれており、会

話も自然で心引かれた。「自分で生活しているから、やっと人らしくなれてい
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るのかな」ということばに重みがあり、身につまされる思いがした。屋根工事

を請け負う会社の職人の姿を通して、人生の先輩として誇りを持って仕事を教

えながら優しく見守り、人生についてアドバイスをするという関わり方ができ

る人の存在はこれからとても重要になってくると思った。若者自立支援セン

ターのサポートステーションに企業の採用担当者が殺到しているということ

に驚いた。一方で、人材派遣会社が行う高額な社会復帰プログラムや、ニート

は超人手不足の救世主、日本の金脈といったことばには違和感があった。労働

力不足の問題は社会全体で考えなければいけないことだと痛感した。日本では、

一度仕事をドロップアウトするとなかなか元に戻れないという現実もあるの

で、こうした問題も取り上げてほしい。人手不足の時にこそ人を育てることが

必要だという専門家のことばに共感したし、１人１人が大事であるという社会

への提言にも納得した。 

 

〇 ニートを社会に復帰させる取り組みを取り上げたことに好感を持った。ニー

トから脱して自立をしていく、支えられる側から納税者へという視点が番組全

体ではっきりしていた。専門家のコメントも適切だった。この機会を生かして

若者、障害者、女性、高齢者も含めて人を大切にする社会にしていこう、とい

うメッセージは行政に関わる人にも聞いてほしいと思った。以前ミッシング

ワーカーの問題も取り上げていたが、生活保護の受給者やニートも含めて社会

に迎え入れ、職業人として育て、かつ景気に左右されないように雇用を安定さ

せるのはとても難しい問題だが、とても大事なテーマだと思う。番組は時代を

きちんと捉えていたし、こうした動きをチャンスに、社会を変えていきたいと

いう制作者の熱意も感じた。 

 

〇 限られた時間の中でよくまとめていたという印象で、番組の流れがすっと

入ってきた。３か月の研修プログラムについては、実際はうまくいくことばか

りではなくいろいろな課題があるのだと思うが、やや簡単すぎるように見えた。

引きこもっていると声が出ないので発声練習をするという場面は印象的だった

が、もっと社会復帰に向けた課題を掘り下げてほしかった。１０年間引きこもっ

ていたニートの感情が、楽しくも、つらくも、苦しくもないと表現されていた

が、つらいことやそれを乗り越えようということもない暮らしが苦痛で、やり

場がないというところがニートの本質だと感じた。また、正社員になるのは責
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任が重いから怖いという話があったが、小さなことでも成功体験を積むことが

人を育てることにつながるのだと感じた。喫煙の場面があったが、その業界に

対するイメージが悪化すると思うので、不要だったのではないか。人手不足の

ときにこそ人を育てるという話があったが、外国人労働者を受け入れて労働力

が足りたら人は育てなくていいのか、と受け取られかねないので、ニートも含

め今いる働き手をどうしていくかを考える必要があるというところに焦点を当

てた方がよかった。人の価値が上がる時代という表現があったが、違和感があっ

た。 

 

〇 番組タイトルの「争奪戦」「もう一度」という表現は不適切だと感じた。むし

ろ、専門家が言っていた「ニートを戦力に」という表現の方が適切だったと思

う。ニートは本当に金脈なのかという疑問を持ちながら番組を見た。仕事が継

続できるのかという不安が拭えない印象だった。一方で、外国人労働者が拡大

しているという現実があるので、そうした観点も取り入れてほしかった。若者

自立支援サポートセンターが持っているリストについて、誰がどのように登録

したのか気になった。ニートを送り出す家族の視点もあると、番組としてもっ

と面白かったのではないか。屋根工事を請け負う会社に８日ぶりに出勤した元

ニートの「ご迷惑をおかけしました」ということばに、一皮向けて成長したと

感じられ、ほっとした。 

 

〇 ニートになったきっかけやニートの心情がリアルに描かれており、ニートと

いう社会のひずみが人手不足によって解決されるという皮肉や、将来への希望

を感じる内容だった。「争奪戦」というとあらゆる企業が争奪しているようなイ

メージがあるが、人手不足の中で中小企業が優秀な人材や新卒が採用できない

中で、何とか対応しようとしているというのが実態ではないか。大手企業もニー

トを採用しているのであれば争奪戦と思えるが、そうではないのではないか。

また、ニートは宝の山という表現には違和感があった。社会に適応できない若

者がニートとして社会から離脱し、社会保障や親によって守られていたのに、

救世主のように扱うのは飛躍しすぎではないか。番組で紹介されていたような

やり方では、利益を出すまでには相当時間がかかるのではと感じたし、大手企

業ではなく中小企業がそれをやるというところに社会のひずみを感じた。本来

国が担うべきニートを減らすための対策を、地域や中小企業が代わりにやって



 

 6

地域をよくしているということこそが番組の視点であってほしい。人手不足で

忙しい時に人を育てるのではなく、本来は余裕のある時にこそ人を育て、忙し

い時にその力を発揮してもらうのがあるべき姿だと感じた。 

 

〇 労働力不足の問題を解決できるかもしれないという番組の冒頭部分に興味が

湧いた。ニートを支援するサポートセンターに人手不足に悩む企業が殺到して

いるという事実は全く知らなかったので驚いた。一方で、さまざまな問題を抱

えているニートが簡単に社会復帰することは難しいのではないかと思った。

ニートが社会復帰するための３か月の研修プログラムが紹介されていたが、番

組で紹介されていたように全てうまくいくのかと疑問に感じた。１０年間引き

こもっていたニートが厳しい指導に耐え、正社員として自立していく様子はよ

い映像だった。一方で、一見充実しているようでも、背後に潜む不安感が表れ

ていた。給料をもらう場面は、まるでドラマのようで、臨場感があり引き込ま

れた。正社員になることが重荷だということばや職人が説得する場面、職場に

復帰する場面など、緊張感がありドキュメンタリーとしてよくできていた。５

４万人もいるニートのうち何人くらいが復帰できる可能性があるのかといった

解説が聞きたかった。人手不足解消に向けたニートの活用が日本全体でどの程

度広がっているのかがわからず、番組冒頭であおった期待に内容が十分に応え

られていなかったのではないか。 

 

〇 ニートが５４万人もいるという事実に驚いた。働く意欲や自信の喪失、人と

のコミュニケーションが取れない、劣等感などさまざまな原因でニートになっ

てしまう人がおり、それが国の将来を左右するような大きな問題だという観点

で、よいテーマの番組だった。ニートの社会復帰に向けていろいろな対策が講

じられているものの、ほとんどがうまくいってないというのが現実だと思うが、

労働力不足の観点から、受け皿となる企業がどう活用するかという取り上げ方

はよかった。ニートは宝の山、金脈、ということばについては、楽観的すぎる

と懸念を持った。若者がどう自立していくかという日本全体の課題に対して、

もっと突っ込んで取材し、問題の本質に肉薄してほしかった。ニートの社会復

帰成功のポイントは、ニートを指導する指導者の資質にあるということを再認

識した。番組で紹介されていたような指導者が、実際にどうニートを育成して

いるかということがよくわかった。学校教育で実際の社会を知る実学が足りな
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いことも根本的な問題だと思うので、こうした側面にも突っ込んで取材をし、

次につなげてほしい。 

 

(ＮＨＫ側) 

  簡単には解決できないニートの問題だが、ニートの社会復帰

に向けた顕著な動きが始まっており、今後もこの問題を継続し

て取材し、丁寧に発信していく。 

 

＜放送番組一般について＞ 

〇 １０月１２日(金)のドラマ１０「昭和元禄落語心中(１)」を見た。番組冒頭

から、音楽や花火、白黒映像といった独特の演出に引き込まれた。落語に興味

関心を持つきっかけになった。 

 

〇 １０月１９日(金)の「チコちゃんに叱られる！」を見た。「カメはなぜ長生

き？」という問いに、呼吸数や心拍数をもとに説明していたが、変温動物と恒

温動物を同列に並べるのはおかしいのではないか。「鏡はなぜ左右逆に映る？」

については、当たり前のことで不思議なことではないのではないか。 

 

〇 １０月１９日(金)の「チコちゃんに叱られる！」を見た。「カメはなぜ長生

き？」でほ乳類とは虫類の心拍数を比較していたが、もっとていねいに説明し

てほしかった。カメの心電図の音には驚いた。カメの心拍数が遅い理由が、肺

の空気を抜くからだという説明はよく理解できた。一方で、ミドリガメについ

て紹介していたが、正式名称のミシシッピアカミミガメと紹介してほしかった。

外来種ということもあわせて伝えることで、飼い主が捨てて生態系に影響を与

えるという悪循環を食い止めるきっかけにもなったのではないか。「鏡はなぜ

左右逆に映る？」については、鏡に映った自分の手は左右がよくわからないが

車のバックミラーでは左右がわかるということにはっとさせられた。錯覚を起

こしているのだと改めて感じ、おもしろかった。 

 

〇 １０月２７日(土)の＃乳がんダイアリー 矢方美紀「第１回セルフチェック

のこと」(総合 前 11:15～11:20 中部ﾌﾞﾛｯｸ)を見た。矢方さんがウィッグを取っ

た時の場面に衝撃を受けた。自分の病気について取材を受ける矢方さんの勇気
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や明るさに感銘を受けた。矢方さんを取材できるのは名古屋放送局ならではだ

と感じた。 

 

〇 ＮＨＫスペシャル「知床 シャチ 謎の大集団を追え」を見た。映像がきれ

いで、新しい事実を新しい映像技術を使って伝えており、おもしろかった。水

中カメラやドローンを駆使して２年間にわたって取材したということだが、Ｎ

ＨＫスペシャルの中でもレベルが高かったと思う。 

 

〇 １０月２８日(日)のＮＨＫスペシャル「知床 シャチ 謎の大集団を追え」

を見た。シャチの群れが家族を大事にしている様子が紹介されており、シャチ

が愛情深い動物だということがわかりよかった。こういった番組はぜひ続けて

ほしい。 

 

〇 １０月３１日(水)のガッテン！「放送 1,000 回！風邪に負けない真の“免疫

力”ゲット」スペシャルを見た。番組のメイキングの場面があったが、ぎりぎ

りまで番組をよくしようとする出演者やスタッフの熱い思いが伝わってきて、

１０００回続く理由がわかった。出演者に先に結論を伝えないからリアルな感

想が引き出せるということがわかったし、司会のわかりやすくしようという努

力に感服した。番組に対していろいろな意見があると思うが、長寿番組として

これからもぜひ続けてほしい。 

 

〇 １１月２日(金)のナビゲーション「延命する？しない？“人生の最期”を話

し合う」を見た。重いテーマだったが、もしものとき延命治療をどうするかと

いうことに関心を持って見た。今最も考えなければならないテーマに取り組ん

だことに敬意を表したい。急速に高齢化が進み多死社会を迎える中で、延命治

療と人間の尊厳という問題が出てくるが、国が発表したガイドラインは本人の

意思を最優先するということだった。簡単に本人の意思と言っても、延命治療

の話は高齢であればあるほど配偶者も子どもも話しにくく、当事者だけで決断

するのは困難だと思う。番組では第三者を交えて本人の意思を確認することが

望ましい、家族、医療者、介護スタッフでその意思を共有することを理想とし

ていたが、本人の病状は一律ではなく、苦しいとき、気分が少しでも和らいだ

ときなど、気持ちは変わる。若いときは延命治療はいらないと明言していても、
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いざそのときに直面すると変わることもあるのではないか。認知症などで本人

が延命治療に対する意思を伝えることができない例もあったが、家族の重大な

判断や悩みの深さを感じた。長寿医療研究センターの先駆的な取り組みは家族

の決断にかかる負担も減るので広がるとよいと思った。元気なうちに死をタ

ブー視せず、話し合う雰囲気づくりが何より大事だと感じた。 

 

〇 ナビゲーション「延命する？しない？“人生の最期”を話し合う」を見た。

かつては人の終末期の議論は人の尊厳にかかわる問題だとしてタブーだったが、

番組を見て時代の変化、社会の変化を実感した。番組では生前に終末期につい

て話し合っておくことが大切だという論調だったが、必ずしも決めなくてもよ

いという余裕を残しておく必要もあるのではないか。また、抗がん剤の治療を

するか、しないかという場面では、抗がん剤をやめることと延命治療の中止が

同じ局面で論じられていることに違和感があった。抗がん剤をやめるかやめな

いかという選択は、生きるか死ぬかの選択ではなく、抗がん剤の苦痛を避ける

か避けないかという選択であり、たとえ選択しなくても死を選んだわけではな

い。番組では何気なく終末期医療の範囲を広げて解釈していたように思うが、

そういった風潮が広がると、自分で決定したことだからと、救急車で救急病院

に搬送されても医療措置が受けられないといった事態になりかねないと危惧す

る。根底には、医療の現場が高齢者の急激な増加に直面し、救急医療や医療費

を抑えようという考えが潜んでいるのではないか。この問題には十分配慮して

ほしい。 

 

〇 １１月２日(金)の静岡スペシャル「“プラスティック・スマイル”の説明書」

(総合 後 7:57～8:40 静岡県域)を見た。ドラマの見どころや撮影のエピソード、

静岡のよいところが風景も含めて魅力的に紹介されていた。地元の人にとって

も番組を通じて今まで考えたこともないような地元の魅力を感じたのではな

いか。 

 

〇 １１月３日(土)のインタビューここから「浅田真央～私の“幸せの場所”～」

(総合 前 6:30～6:53)を見た。大人の女性としての浅田真央さんの落ち着きや

選手時代からのキャリアが感じられ、「幸せ」「感謝」といったことばが、ファン

としてはとてもうれしかった。いろいろな悔し涙ややり切った涙を見てきたが、
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新しい人生をスタートさせたということが伝わってきてよかった。これまでテ

レビでしか見ていなかったが、ぜひショーを見に行きたいと思った。 

 

〇 １１月４日(日)のＮＨＫスペシャル「メジャーリーガー 大谷翔平～自ら語

る 挑戦の１年～」を見た。アスリートのチャレンジに触発され、精神的な鍛

錬に学びがあった。大谷選手の日常生活を取材しており、大変興味深かった。

才能があるだけでなく努力とデータ分析を徹底する姿に魅了された。今後の活

躍にも期待したい。 

 

〇 １１月５日(月)のプロフェッショナル 仕事の流儀「傷ついた親子に幸せを

～小児神経科医・友田明美」を見た。患者の家族の生活にまで入り込む医師の

姿に衝撃を受けた。子どもの治療はもとより、親のカウンセリングまでしてし

まうスーパードクターというイメージだった。働くことの意味や使命感までよ

く感じられた内容だった。研究者として学会で発表をする姿や研究内容につい

ても、メリハリがあって友田さんの魅力が増したと思う。一方で、なぜ友田さん

が福井に来たのかという理由が知りたかった。また、１人でも多くの患者を救

うために全国に仲間を増やして自分のやり方を広めていこうという友田さんの

意思とは裏腹に、番組が友田さんに１人フォーカスするあまり、友田さんのと

ころに患者が押し寄せてしまい対応できなくなるのではという懸念も感じた。 

 

〇 １１月９日(金)のＢＳコンシェルジュを見た。出演していた百田夏菜子さん

の熱狂的なファンの姿に驚くとともに、静岡にこうしたファンがいることに、

新鮮な気持ちがした。新しい視点で地元を切り取っており、ＮＨＫを見ない人

にも新鮮に映るのではないか。番組による波及効果があるのではと感じた。 

 

〇 １１月１１日(日)のうまいッ！「味と香りは極上！日本ワイン～山梨県～」

を見た。１０月３０日に日本国内で販売するワインのラベル表示について定め

た「果実酒等の製法品質表示基準」が施行されたこともあり、非常によいタイ

ミングだった。ワインの炊き込みご飯がとてもおいしそうで、においがとても

よいと紹介されていたが、３Ｄや４Ｋ・８Ｋといった技術がある中で、香りの

出るテレビがあるとよいと思った。 
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〇 １１月１１日(日)の日曜討論「中間選挙 議会“ねじれ”に アメリカはど

こへ 世界は」を見た。長年にわたり的確な議論がされていて、しかもタイム

リーな話題を積み重ねており、ＮＨＫの看板番組のひとつではないかと思う。

「アメリカはどこへ」というテーマだったが、覇権主義の問題や経済・関税の

問題に対して、日本が今後どのように対応すればよいかということにもっと力

点を置く必要があると専門家が指摘していたことを、まとめとして書き起こし

て提示すれば、もっと説得力が増したのではないかと思う。今後も鋭い切り口

で伝えてほしい。 

 

〇 １１月１１日(日)の明日へ つなげよう 証言記録 東日本大震災 第７９

回「漁師たちの大逆転 岩手県宮古市重茂地区」を見た。漁協にとって組合員

の漁業が成り立つことが一番、漁協という組織の存続はその次、という発想で、

経営陣がいろいろなことを英断していく様子が紹介されており、漁協らしい活

動、漁協のよいところが発信されていて、参考になった。とてもよい取り組み

だったので、もっと紹介をして、より多くの人に見てほしいと思った。一方で、

他の地区よりも漁業に携わる人が若いという話があったが、番組で紹介した以

外に将来の展望が描ける理由もあったのではないかと感じた。漁業にとって後

継者不足は大きな課題なので、もっと深掘りしてほしかった。 

 

〇 明日へ つなげよう 証言記録 東日本大震災 第７９回「漁師たちの大逆

転 岩手県宮古市重茂地区」を見た。長年にわたって取材しており、さすがＮ

ＨＫだと思った。何か問題があるとすぐ行政に頼りがちな日本の風潮に対して、

自らの問題は自ら行動して解決するのだという、本来あるべき人間のあり方を

鋭く問うような番組だったのではないか。利己主義的な世界の風潮に警鐘を鳴

らすような番組だったので、高く評価したい。 

 

〇 １１月１１日(日)のＮＨＫスペシャル「見えないものが見える川 奇跡の清

流 銚子川」を見た。放送前からホームページでＰＲしていたが、自治体や大

学がＮＨＫからの情報をシェアするなど、地元は盛り上がっており楽しみにし

ていた。銚子川の四季を１年かけて撮影しており、制作者の情熱や銚子川への

思い入れが伝わってきてうれしかった。春夏秋冬の映像、大雨の日や台風の直

後の映像、潜水の映像などどれも本当に美しく、生き物の生態にも迫っていた。
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銚子川ブルーの秘密を、気象条件や地層、伏流水などを手がかりにきちんと解

明しており、映像美が堪能できただけではなく知識も深まる、とてもよい構成

だった。番組を見終わった後も爽快な気分になることができ、三重県のよさを

実感することができた。地元としては銚子川の認知度が全国的に高まるのはう

れしいことだが、番組終了後のＳＮＳには行ってみたいという投稿がたくさん

あり川が汚されないか懸念がある。残すべき川をいかにして守っていくかが大

きな課題なので、よい面だけではなくごみが増えるなどの負の実態、環境に対

する意識の啓発もあわせて行うと、もっとよかったのではないか。番組タイト

ルにある「奇跡」ということばは、あまりにも使用回数が多いと感じる。「驚異」

「幻」「神秘」「知られざる」といったことばも頻繁に使用されるので、もっと

バリエーションを増やした方がよいのではないか。また、ナレーションにやや

元気がなかったことが残念だった。 

 

〇 ＮＨＫスペシャル「見えないものが見える川 奇跡の清流 銚子川」を見た。

映像は非常によかった。一方で、地質についての話で、水がきれいな理由は花

こう岩がフィルターの役割を果たしているからだと説明しておきながら、台風

の後わずか１日で水がきれいになったというのは、それだけを理由とするのは

つじつまが合わないのではと思った。この番組に限らず、最近のＮＨＫの番組

は科学的な根拠が弱いのではないか。生き物の映像はよかっただけに、科学的

な説明の弱さを感じた。 

 

(ＮＨＫ側) 

    科学的な根拠や多角的な視点・論点が必要だという指摘につ

いては重く受け止めたい。各番組の担当部局に伝える。今後も

真実にもとづく正確な放送を心がけていく。 

 

(ＮＨＫ側) 

  科学的な根拠は１つとは限らないので、わかりやすさだけに

とらわれず、真実に近づく姿勢を大切にしたい。 

 

〇 ＮＨＫスペシャル「見えないものが見える川 奇跡の清流 銚子川」を見た。

大変印象に残った番組だった。満潮のときにゆらゆら帯の先端が川底をじわじ
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わとさかのぼる映像が特におもしろかったし、科学的にも参考になった。こう

いったきれいな川の番組が視聴者に受け入れられるのは、かつては日本のどこ

にでもあった自然のきれいな川の姿の記憶があるからではないか。歴史に残る

番組だったと思う。一方で、この番組を題材に、どうやってきれいな川を守る

か、違った切り口でできないか、といったことにも取り組んでほしい。ナレー

ションのキャスティングの狙いがいまひとつわからなかった。 

 

〇 １１月１４日(水)のガッテン！「そう来たか！達人直伝 本当にうまい刺身

が家庭で！」を見た。刺身を買って持ち帰る際にきちんと空気を抜くことが刺

身を冷やすことになるということが目からウロコだった。塩を使うことで刺身

がもっとおいしく食べられるということもありがたいアドバイスだった。ぜひ

やってみたいと思った。 

 

〇 大河ドラマ「西郷どん」を見た。第３部に入りオープニング映像が変わり、

西郷隆盛と大久保利通がすれ違う場面があるが、ドラマがこれから描くであろ

う２人の心の中がわかってしまうようで、よくないのではないか。 

 

〇 連続テレビ小説「まんぷく」を見た。主人公とその母親のキャラクターにメ

リハリがあり、大変おもしろい。一方で、オープニング映像にテーマ性やスケー

ル感がなく、チープな感じがする。これまでの連続テレビ小説のオープニング

映像と比べて、アイデアが足りないと感じた。 

 

〇 １１月４日(日)のサイエンスＺＥＲＯ「鳥インフルエンザ 新たな脅威」を

見た。新たな鳥インフルエンザ「Ｈ７Ｎ９」型についてイラストを使いながら、

ていねいに説明していたが、画面の隅に出てくる出演者のリアクションで気が

散ってしまい、本編に集中できずわかりにくかった。番組内で「十分な備えが

必要」「警戒レベルの引き上げが必要」「適確な対処が必要」と言っていたが、

具体的にどうすればよいかの紹介がなかったので、よけいに不安をあおられた。

また、渡り鳥の監視について、水際で鳥インフルエンザを食い止めることがで

きる頼もしい取り組みだと思ったが、ウイルスを持った鳥が現れたときにどう

するかの紹介がなく、どう収束させるかがわからないという脅威を感じた。 
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〇 １１月１５日(木)のららら♪クラシック「クエスチョン特集ザ・リミックス

オーケストラのギモン」を見た。オーボエとバイオリンは知らんぷりの関係、

オーボエとホルンは愛人関係、バイオリンとクラリネットは結婚関係という説

明がおもしろかったし、それを実際に音で聞かせて違いを見せるという方法に、

ＮＨＫの伝える技術の高さを感じた。弦楽器の弦が切れたときの実演やクラリ

ネットの先端が壊れた過去の映像など、本当にそういった場面があることが実

感できた。 

 

〇 １０月３１日(水)の「いよっ！弁慶～石川発地域ドラマ～」(ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後

9:00～9:49)を見た。見進めていくうちにだんだんと引き込まれ、最後には涙し、

感動したドラマだった。 

 

〇 「いよっ！弁慶～石川発地域ドラマ～」を見た。明るく楽しい、地域発ドラ

マらしい地域や出演者の魅力にあふれたドラマだった。主役が口上を述べる場

面が魅力的で、ドラマ全体を象徴していた。 

 

〇 「いよっ！弁慶～石川発地域ドラマ～」を見た。師匠が急性腸炎で１か月入

院する場面があったが、急性腸炎で入院することはまずなく、それも１か月も

入院することはほとんどない。医療関係者に聞けばすぐわかることなので、今

後注意してほしい。 

 

〇 １０月２７日(土)の「東海北陸あさラジオ」を聞いた。水族館・動物園情報

が東海地方に偏っていると感じる。内容的にはよいので、東海地方だけでない

中部地方各地の水族館・動物園もぜひ紹介してほしい。 
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２０１８年１０月ＮＨＫ中部地方放送番組審議会 

 

 １０月のＮＨＫ中部地方放送番組審議会は、１８日（木）、ＮＨＫ名古屋放送局

において、１０人の委員が出席して開かれた。 

 会議では、まず、金とく 中部ネイチャーシリーズ「北アルプス 最北端の道

～手つかずの自然と太古の地質を訪ねて～」について説明があり、放送番組一般

も含めて活発に意見の交換を行った。 

 最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、今後の番組編成の説明が行

われ、会議を終了した。 

 

（出席委員） 

  委 員 長  小澤 正俊  （大同特殊鋼（株）相談役） 

 副委員長  東    惠子  （東海大学海洋学部環境社会学科教授） 

 委 員  井口 昭久  （愛知淑徳大学健康医療科学部教授） 

   稲村 修  （魚津水族館館長） 

   清川 卓二  （清川メッキ工業（株）専務取締役） 

玉井 博祜 （能楽師／玉井屋本舗社長） 

   德田 八十吉（德田八十吉陶房代表） 

   長谷川明子  （日本ビオトープ管理士会中部支部会長） 

   松田  裕子  （三重大学副学長） 

   真能 秀久  （中日新聞社取締役人事労務担当) 

 

（主な発言） 

＜金とく 中部ネイチャーシリーズ 

「北アルプス 最北端の道～手つかずの自然と太古の地質を訪ねて～」 

(総合 ９月２８日(金)放送)について＞ 

 

〇 かわいらしい高山植物や、歩いている出演者をよいアングルでとらえた映像、

空撮による絶景の映像があり、実際に行った気分になれる番組だった。日本海

から北アルプスまでをつなぐ登山道を、とてつもない熱い思いと目標を持って

手作りで切り開いた人たちがいたという物語も含まれており、見やすかった。

雄大な風景を見ていくにつれて、どれほど困難な開拓だったのだろうかと、気
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が遠くなるような思いで見た。荒波が打ち寄せる断崖絶壁の海から標高 2,500

ｍの山まで道をつなぐという発想がとてもスケールが大きく、驚いた。踏破す

るだけでも何日もかかる登山道を切り開く作業工程をどのようにマネジメント

したのかが気になった。コストがどのくらいかかったか、行政の支援があった

のかといったことにも触れられていればもっと分かりやすかった。登山道を維

持し続けるボランティア、そこに存在する自然や地質、山小屋での人との関わ

りなど、出演者のキャラクターと相まってほのぼのと描かれていた。登山に同

行したスタッフにとっては過酷な撮影だったと思うが、ドローンを使用したこ

とにより映像がダイナミックになる一方、現実離れした映画のように感じられ

た。登山をしない人にとっても登山道を作ったサラリーマンの汗と涙の物語と

して見ることができたし、地球の自然の壮大な歴史の魅力も伝わってきて、工

夫が感じられた。タイトルに「手つかずの自然」とあるが、どちらかと言えば

原生の自然を人間が開拓した道の物語というように見えて、少し違和感があっ

た。 

 

〇 全体的に映像がすばらしく、ドローンを使った映像、季節感、歴史、自然の

成り立ち、人の情熱、それを受け継ぐ力などが感じられる内容だった。番組を

見ている人は、登山への憧れを持つ人や実際に登山をしている人も多いのでは

ないかと思う。出演者は、登山家ならではのレポートをしており、常に明るい

表情で見ていて気持ちがよく、すがすがしかった。一方で、あれだけの登山だ

と、かなり苦労もあると思うが、そういった表情が見られなかったので、苦し

い場面もあるとより臨場感が湧いたのではないか。化石や地層の見どころの紹

介は登山の大きな楽しみでもあり、ロマンを感じられるのでもう少し詳しい紹

介があるとよかった。登山道の歴史や切り開く苦労など番組で紹介していたよ

うな知識があると山小屋で会話をする楽しみも増えるのではないか。番組を見

て山に挑戦したいという人が出てくると思うが、番組は登山を目的としたもの

ではないにせよ、どれくらいの荷物や装備が必要なのかということも紹介すれ

ば、また次の番組も見たいという人が増えるのではないか。 

 

〇 出だしのナレーションに興味をそそられたが、標高０ｍ地点の景観には物足

りなさを感じた。物語の出発点だったのかもしれないが、海岸線の岩の映像は

観光名所の紹介のようで物語の始まりを感じさせるものではなく、退屈な番組
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の予感がした。また、「登る高さの合計」が 4,500ｍと紹介されていたが、その

表現の意味がわからなかった。「暑さとの闘い」「全身から汗が噴き出る」と

いった大げさな形容詞の割には、映像からは暑さが感じられなかった。登山道

を切り開いた人の苦労には、もう少し物語性がほしかった。景色はきれいだっ

たが、決まった道のりを淡々と進むだけでなく、行きつ戻りつといった寄り道

がもっとあってもよかった。崖の地形の成り立ちやシジミの痕跡などの説明が

単調で意外性に乏しい感じがした。ゲストがどういう人なのかの説明が不十分

で、物足りなさを感じた。全体としては嫌みのないまっすぐな番組だったが、

視聴者に提示する情報の順序をもっと考え抜いて、一つ一つの意外な出来事を

事件のように作り上げいってほしいと思った。それが番組の緊張感を高め、最

後まで視聴者を引っ張っていくのではないか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  出演者の経歴については、次回はより詳しく紹介することも

検討したい。「登る高さの合計」という表現については、図を示

して解説したが、アップダウンが多く実際の標高よりも数字が

増えるということをより丁寧に説明したい。 

 

〇 風呂もシャワーもない中での夏の撮影いうことで、スタッフ苦労をねぎらい

たいと思った。出演者の言葉のひとつひとつに人への感謝や癒やすような配慮

があり、感動した。１億 8,000 万年前のシジミなど想像もつかないようなスケー

ルの自然の歴史が紹介されており、日常の自然を見つめ直すきっかけになった。

番組冒頭の険しい峰々の映像とオープニングテーマに、わくわく、ドキドキ、

はらはらした。山小屋がカラフルな色をしていることに疑問を感じていたが、

山小屋を目指す人にとってわかりやすいように、ゴールすれば美味しいものを

食べたり体を休めたりできるということが紹介されており、納得した。ドローン

を使った海や山々の映像は美しく、迫力を感じた。出演者の「海の音を聞きな

がら登る」という言葉が新鮮だった。 

 

〇 ０ｍからの登山道は、山岳信仰の極みだと感じた。眼下に見える海や稜線を

歩く絶景の映像は、出演者の言葉にあった楽園そのものだと感じた。以前の中

部ネイチャーシリーズの出演者はタレントや俳優が多かったが、今回は登山の
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スペシャリストで、登山中の食事の準備や生き物、植物への慈慈しみある言葉

の一つ一つに自然への敬愛が感じられ、番組に自然に溶け込んでいた。ネイ

チャーガイドにふさわしい出演者だった。ナレーションも大変よかった。長い

月日をかけて登山道を整備した方の情熱はどこから生まれたのかと思ったが、

風景を見てその情熱が生まれるほどの力があるのだと感じた。登山道を整備し

た方が亡くなった後も、その遺志を継ぎ、管理を引き継ぐ仲間たちに敬服した。

シジミやアンモナイトの化石から海底が隆起したことを表す模式図は、わかり

やすかった。番組を見て、自然への畏敬の念、自然を慈しむ人々の営み、人間

の一生はその長い時間の一部であることを改めて感じた。自分も一念発起して

体を鍛え、この登山道を一歩一歩踏みしめてみたいと思わせる番組だった。 

 

〇 中部の秘境を訪ねるというコンセプトにふさわしい、魅力いっぱいの番組

だった。出演者の人間味あふれる言葉が大変よく、印象に残った。山を知り尽

くした出演者に、景色とともに魅了された。単なる縦走登山だけの番組ではな

く、山好きだった会社員が一念発起して登山道を切り開き、その登山道の意義

や価値を受け継ぎながら仲間たちが支えていくという深いストーリーがあった。

ドローンが効果的に活用されており、特に尾根を行く旅人の映像は非常によ

かった。アヤメ平を吹き抜けていく山特有の風の音、小鳥の可憐なさえずり、

一面に咲くアヤメの見事な青色、ニッコウキスゲの黄色、天を仰ぐような下か

ら山を眺めるアングルなど、映像がすばらしく、脱帽した。 

 

〇 出演者の声がきれいに通っていて、笑顔もすてきで若々しく、番組を引っ張っ

ていくにはよい人選だった。ナレーションの落ち着いた声とのコントラストも

あり、聞きやすかった。現在地を示す地図がぴったりと合っていて見やすかっ

た。標高０ｍから山までをふかんした映像がわかりやすく、だから登りたくな

るという人間の業や欲望のようなものを感じた。一方で、山小屋のカラフルな

色が自然に負荷をかけていないか、トイレや水といったことも心配になった。

栂海新道という登山道の名前の由来を紹介してほしかった。地層が斜めになっ

ている場面がおもしろかったが、もう少し説明がほしかった。１億 8,000 万年

前という表現が出てきたが、その頃がどんな風景だったか、どんな世界だった

かを紹介すればもっとわかりやすかったのではないか。アヤメ平の場面で「ミ

ヤマキリンソウ」という花を紹介していたが、映像には複数の種類の花が映っ
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ていたのでわかりやすくしてほしかった。また、「吹上のコル」という場所を紹

介していたが、「コル」の意味を説明してほしかった。ライチョウと出会う場面

があったが、希少な鳥で取り巻く環境も厳しいということを紹介してほしかっ

た。雲海の場面は絶景で美しかった。雲海は登山をしなければ見られない景色

で、海からの水蒸気が雲になるので、あえて０ｍを意識させる映像で締めくくっ

ていたと思う。星空の映像も非常にきれいで、こういうところが中部にある、

ということを伝えていたよい番組だった。 

 

〇 番組では登山道を切り開くことがいかに大変だったかということが描かれて

いたが、その道を切り開いた人たちにとっては好きなように道を作っていくと

いう楽しさがあったのではないか。そういった楽しさが番組全体にあるともっ

とよかった。中高年や女性の登山が増えている中で、総延長 40 キロ、登る高さ

の合計が 4,500ｍ、気温も大きく変わる中での登山ということで、どういう装

備がいるのかといったことや、危険な登山なのだということがもっとわかると

よかった。ドローン映像が多用されていたが、ドローン映像は便利だが現実離

れしており本物の迫力が出ないので、やはり人の感情を動かすには、ここぞと

いう場面では人の目線が必要だと思った。放送時期がもう少し早ければ暑い時

期にふさわしい、さわやかな番組になったのではないか。 

 

（ＮＨＫ側） 

ドローン映像については多用するのではなく、今回のような

人を追いかける番組は人と同じ目線の映像を中心にしながら、

スケールがいかせる場面で使っている。自然環境の保護につい

ては十分配慮して制作しているが、今後も留意したい。 

 

〇 白馬岳を目指す人の多くは白馬村から登るが、番組では標高０ｍの波打ち際

から山々の峰伝いに縦走しながら登っていくという画期的な手法を取っていた。

波打ち際の垂直に切り立った岩肌から北アルプスの最北端に向かって波の音を

聞きながら歩み出していたが、それが 3,000ｍの山々へ向けての第一歩という

ことが、とても不思議な気がした。出演者の人選も番組を導く人として最適だっ

たし、自然や人々への感謝の言葉が印象に残った。無名の人々の強い意志によっ

て切り開かれた登山道と、その苦労を知る人々、山を愛する人々、地域の宝と
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して登山道を守ろうと草刈りや山小屋の掃除を楽しみながらする人々などの和

が描かれており、出演者の「ありがたく歩かせていただきます」という感謝の

言葉がそういった人々に応えていたようで心に残った。化石が簡単に見つかる

ことには拍子抜けしたが、太古の地層が見える面白さを多くの人に知ってほし

いと感じた。夏ならではの花畑の場面はあまりにも美しく、もっとよく見たい

と思った。もう少し花にクローズアップしてほしかった。なかなか見ることが

できないライチョウが間近に、親子でいる場面はすばらしい光景で、驚いた。

来た道を振り返ったり山々の景色を随所に入れたりするなど、山の魅力をたっ

ぷりと見ることができた。音楽もよかった。一方、ナレーションの個性が少し

強すぎたので、もう少し自然の風景と調和できていたらよかった。 

 

〇 「日本海と北アルプスの秘境をつなぐ夢の道です」という番組最後のナレー

ションがすべてを物語るすばらしい番組だったと思う。一方で、番組の趣旨は、

海岸から山頂まで標高 4,500ｍの道を 40 キロ歩く縦走ということだが、「道」

があるので「秘境」とは感じなかった。「秘境」がないほうが「夢の道」が際立っ

てよかったのではないか。登山道は超健脚者コースで綿密な登山計画が必要と

いうことだが、出演者が軽やかな語り口でさわやかに登っており、本来伝える

べき暑さやつらさが伝わってこなかった。稜線をつなぐ道のドローン映像が効

果的で、地上の映像も背景に登山道を映し込むようなアングルが多く、カメラ

ワークがうまいと思った。夜景やライチョウ、お花畑など、多様な要素が映像

として組み込まれており、番組全体としてうまく出来ていた。また、映像の下

に地図を出して全行程を見せていたが、わかりやすかった。出演者とスタッフ

２人との食事の風景があったが、それを撮影しているカメラマンの食事がなく

違和感があった。化石と地層の話は番組のアクセントとして大変興味深かった

が、地層の映像をもう少しわかりやすく説明してほしかった。出演者の「０ｍ

から登ると、3,000ｍの山の印象が全く違う」という言葉は印象的だったが、何

がどのように違うのか、もう少し聞きたかった。撮影は大変だったと思うので、

番組のメイキング映像など登山の苦しさが伝わると、より深い番組になったの

ではないか。 

 

〇 番組冒頭でカメラが激しく動く映像があり、不快だった。登山道を切り開く

こととその維持にスポットを当てていることに好感を持った。化石が見つかる
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ことや地層を横から眺める映像に驚いた。ドローンならではの映像だと納得し

たが、撮影の機材も技術も進歩していることを実感した。ただ、化石や地層の

専門家が突然現れることに違和感があった。一本道の登山道なので、一緒に登

ればよかったのではないか。ライチョウを近くで見ることができたが、花畑も

想像以上に広くて花の種類も豊富で、それだけ人が入っていない地域だからこ

そだと思った。こうした場所を番組で紹介することで自然が荒らされないか心

配だが、登山のベストシーズンではない放送時期でよかった。全編を通して音

楽が臨場感を生んでいた。雲海の中、踏破した登山道が一望できる場面は感動

的だった。 

 

＜放送番組一般について＞ 

〇 ９月１６日(日)のＮＨＫスペシャル 秘島探検 東京ロストワールド 第１

集「南硫黄島」を見た。大変おもしろい番組だった。ふだんは上陸できない島

にカメラが入るということで、さすがＮＨＫだと思った。科学者たちの調査隊

が興奮して楽しそうだった様子が伝わってきて、見ていて引き込まれた。 

 

〇 ９月２１日(金)の富山イドバタトーク！ちょっこし不満 しゃべらんか？

「第３弾 あなたは立山を越えていく県外派？富山大好き県内派？」(総合 後

7:55～8:38 富山県域)を見た。富山は職業観が古い、人間関係が濃すぎる、と

いったテーマだったが、既視感があり飽きてしまった。富山対都会という発想

が古く感じ、都会に対するコンプレックスを言い合っているような印象だった。

むしろ内向きの意識が問題だと思うので、外に出ることで富山のよさを見つけ

るような番組を制作してほしい。 

 

〇 ９月２３日(日)の目撃！にっぽん「私と故郷と原発事故」を見た。番組構成

が巧みで、前を向いていくしかない、というアピールを強く感じるよい番組だっ

た。制作者のセルフドキュメンタリーだったが、制作者自身が今後どうしたい

のかが見えず、やや作られた感じがした。客観的事実を伝えた後、視聴者に何

を感じ、考えるのかをゆだねるといった番組が多い中で、番組の意図を明確に

して制作したことはとてもよかった。 

 

〇 ９月２４日(月)の「東洋医学 ホントのチカラ～科学で迫る 鍼灸・漢方薬・
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ヨガ～」(総合 後 7:30～8:43、後 9:00～10:00)を見た。最先端の医療の現場な

ど優れた内容が紹介されており、正確で参考になった。こういった番組は物語

がないので興味が途切れがちになるが、筋書きを設定して物語を展開すれば

もっとおもしろかったのではないか。 

 

〇 ９月２８日(金)のナビゲーション「遺品 海を渡る」を見た。遺品の行方を

追いかけていくという興味のあるテーマで、大変おもしろかった。形見分けは

最近しなくなったとは意外だった。整理業者が 8,000 社もあるということにも

驚いた。身近な生活の中にある視聴者の疑問を取り上げて追求していき、遺品

の行方とともに値段の推移も追うなど、最後まで謎を引っ張っていくというよ

うな、よい番組だった。 

 

〇 ９月２８日(金)の超入門！落語 ＴＨＥ ＭＯＶＩＥ 秋スペシャル(総合 

後 10:00～10:43)を見た。リップシンクという言葉を初めて聞いたが、それを

実現する役者の力量に敬服した。落語は落語家の動きを見ながら想像するとこ

ろが楽しいところもあるので、実写にする必要性に疑問を感じた。扇子や手ぬ

ぐいを、身振り手振りで色々な道具に仕立ててしまうのが落語の楽しみのひと

つにもかかわらず、実際に箸やキセルを使う映像には興ざめしてしまった。 

 

〇 ９月２９日(土)のＮＨＫスペシャル 秘島探検 東京ロストワールド 第

２集「孀婦（そうふ）岩」を見た。番組で紹介されていたような事実があるこ

とに驚き、興奮し、見始めたらやめられない番組だった。科学者たちの驚きや

目の輝き、緊張感、興奮といった臨場感を、一緒になって感じることができた。

高校生もプロジェクトに参加していたが、番組に出ていた高校生の体験談も聞

いてみたいと思った。ＮＨＫの映像技術と専門家とのコラボレーションにより

未知なる自然が解明されていくようすが強く感じられた。今後も未知なる世界

の探求、貢献に期待したい。 

 

〇 １０月１日(月)の「おはよう石川」を見た。過疎の村が最後の１軒になって

も守ろうとする人のリポートで、難しいのではと思ったが、ボランティアの若

い人や外国人が来るようになり、すごいことだと共感した。 
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〇 １０月５日(金)の金とく 中部ネイチャーシリーズ「日本海に浮かぶ孤島 

舳倉島 ～陸海空 躍動する命を訪ねて～」を見た。きれいな水中の映像や渡

り鳥の映像、出演者と海女さんのふれあいがうまく組み合わされており、興味

深く、飽きることなく見ることができた。いろいろな要素をうまく組み込んで

おり、場面の展開もキレがよく、最後に感動的な場面で締めるといった構成は

よかった。地質の紹介は少し唐突感があったが、重要な要素ではあるので今後

も積極的に取り入れてほしい。 

 

〇 １０月８日(月)の「スポーツ観戦が変わる！〜まもなくスタート！４Ｋ８Ｋ

放送〜」(総合 後 6:05～6:43)を見た。新しい技術に驚き、期待が高まった。

ただ、現行のハイビジョンと４Ｋとの画像の違いはわかるが、８Ｋとの違いが

よくわからなかった。視聴には４Ｋ８Ｋ対応のテレビやチューナー、アンテナ

などが必要と紹介されていたが、普及には価格面の努力とソフトの充実が欠か

せない。高価格に見合う品質であることを、もっと丁寧に、かつ積極的にアピー

ルする必要があるのではないか。音もクリアになるということは想像していな

かったので驚いた。あまりクリアに見えすぎると、観客が特定されてしまいそ

うで恐ろしいと感じた。個人情報保護の観点から、観客席を全部ボカシにする

といったことがないように願う。ドラマ形式で構成する必要があったかは疑問

で、ナレーションだけでよかったのではないか。 

 

〇 １０月８日(月)の極鬼（ゴクオニ）「極鬼ザ・チェイスタグ～逃げ足ＮＯ．１

は誰だ！～」(総合 後 7:30～8:54)を見た。スピーディな試合展開で、集中し

て見ることができてよかった。ルールが単純で、互いに攻守交代して試合が進ん

でいくというのは野球に近くて受け入れやすいのではないか。途中でリタイア

した選手がおり番組中では何も触れられていなかったが、後でけがのためリタ

イアしたという事実を知り驚いた。それだけリアリティがあったということだ

と思うので、事実として知らせてほしかった。その上で、障害物の角にウレタン

などを当てるといった配慮が必要かもしれない。 

 

〇 １０月１０日(水)の「シブ５時」を見た。「謎解きハンター」のコーナーで石

川県美川町の「ふぐの卵巣」が紹介されていたが、越冬に向けての伝統文化と

いうことで重宝されているということがわかり、よい内容だった。ぜひ継続取
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材してほしい。 

 

〇 １０月１２日(金)のナビゲーション「ニッポンの病院へ行こう！～外国人患

者 受け入れ最前線～」を見た。豪華な病室やアジアからの富裕層、費用が高

額であることや専門知識を持つ通訳の多さなど、驚きの実態が紹介されており

息を飲んで見た。ゲストの解説で、人口減少によって医療費が縮小するため、

その危機感から病院の経営を安定化させるために医療ツーリズムが流行してい

るというところまではわかるが、地域への効果もあるというところからは無理

があるのではと感じた。後半は論点が医療ツーリズムから在留外国人の言葉の

問題に変わっていってしまったことが残念だった。医療ツーリズムの問題点を

もっと掘り下げて追求してほしかった。 

 

〇 １０月１２日(金)の静岡スペシャル 趣味どきっ！ 旅したい！おいしい

浮世絵「東海道名物」(総合 後 7:30～7:54 静岡県域)を見た。江戸時代の食に

着目し、街道交流の文化をおもしろい切り口で、浮世絵に描かれた生活風景を

魅力的に紹介していた。今と昔の風景が大きく変わったことも考えさせられる

番組だった。 

 

〇 １０月１３日(土)のＣＹＣＬＥ ＡＲＯＵＮＤ ＪＡＰＡＮ Ｈｉｇｈｌｉ

ｇｈｔｓ「愛知 ものづくりの心を訪ねて」(総合 前 10:06～10:33 東海３県

ﾌﾞﾛｯｸ)を見た。出演者が日本のものづくりについてよく知っており、出会う人

との会話が非常にスムーズで、外国人から見た日本の良さを改めて感じること

ができた。愛知県はものづくりや都会のイメージが強いが、番組では自然の豊

かさも伝えており、いい番組だった。 

 

〇 １０月１３日(土)のＮＨＫスペシャル ＡＩに聞いてみた どうすんの

よ！？ ニッポン 第３回「健康寿命」を見た。平均寿命と健康寿命の差に着

目した点が興味深かった。出演者の組み合わせがとてもよかった。理由や意味

を後付けするのは人間にしかできないことがはっきりとわかり、ＡＩにはまだ

まだ限界があることを知った。番組が導き出した提言に専門家が異論を唱えな

いことが少し気になったが、「子どもと同居するより、１人暮らしがいい」と

いった提言で関心を抱かせて番組を最後まで見せるのはよい戦略だと思った。
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司会のマツコ・デラックスさんの鋭い発言により番組の押し付けと感じること

なく共感しながら見ることができた。 

 

〇 １０月１３日(土)のＮＨＫスペシャル ＡＩに聞いてみた どうすんの

よ！？ ニッポン」を見た。第１回、第２回と比べて第３回が一番よかった。

健康寿命を伸ばすために本や雑誌を読む、地域の治安をよくするという提言は、

よいところを突いていると思った。ＡＩを使いこなす側の力量が問われている

のだと思う。出演者の人選がよくまとめ方がうまかった。今後に期待したい。 

 

〇 １０月１３日(土)のＮＨＫスペシャル ＡＩに聞いてみた どうすんの

よ！？ ニッポン」を見た。ＮＨＫならではの番組で、読書が健康に役立つと

いった専門家が驚くような提言から、結局のところ教育が大事だと突き詰めて

いったことがよかった。出演者がこれからの日本では、病院を作るよりも図書

館を作った方がよいと軽やかに言っていたこともよかった。子どもと暮らすよ

りもひとりで暮らした方がよいという提言については、ひとり暮らしには体力

や気力が必要で、すべてがひとり暮らしのほうがいいとは言い切れないという

ゲストのコメントに納得した。地域の治安をよくするという提言については、

ボランティアがたくさんいることで歩いていても安心、それが健康につながる、

さらに貧富の差を縮めることが健康の水準を上げるために大切だと分かり、納

得した。 

 

（ＮＨＫ側） 

ＮＨＫスペシャル「ＡＩに聞いてみた どうすんのよ！？ ニッ

ポン」は今回の「健康寿命」で第３回。アンケート結果やさまざま

な統計などビッグデータをもとにＡＩが出してきたものをどう読み

解き、番組としてどのように伝えていくかということは人間の問題

なので、さらに進化させていきたい。 

 

〇 １０月１５日(月)の「ニュースザウルスふくい」を見た。全国障害者スポー

ツ大会の閉会式を特集していたが、手話ボランティアの活動や、大会をきっか

けにボランティアが福井や全国に今後どう広がっていくかという、ぬくもりの

あるレポートだった。優勝者のインタビューではメダルを首にかけていたが、
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メダルが映っていなかったのが残念だった。また、「ニュースザウルスふくい」

では福井国体の運営面やボランティア面、選手の活躍、おもてなしまで広範囲

にわたって、徐々に盛り上がっていくようすをつぶさに紹介しており、国体が

盛り上がっていったことを実感した。「ニュースザウルスふくい」はなごやかな

雰囲気で口調も柔らかく、服装もカジュアルだが、「ニュースザウルス６４５」

はスタジオの奥行きや透明感、照明などが「ニュースザウルスふくい」のイメー

ジとは違い、アナウンサーも硬い口調に感じた。また、「ニュースザウルス８４

５」はアナウンサーの服装はカジュアルだったが、スタジオが昼のニュースと

同じで、「ニュースザウルス」としての全体の統一感が欠けていた。服装やセッ

トの色など統一感があるとよい。 

 

〇 連続テレビ小説「半分、青い。」を見た。場面展開の早さには疑問を感じつ

つも、しっかり視聴者の心を射止めたドラマだったと思う。ストーリー、テン

ポ、場面転換が絶妙に工夫されており、なかなか奥深い仕掛けがあったと思う。

ヒロインの涙の表情を見て、すばらしい役者だと思った。テーマソングも元気

の出る、耳に残るものだった。 

 

〇 連続テレビ小説「半分、青い。」を見た。ストーリーが破綻したまま終わって

しまい、展開が早いというよりも意味がわからなかった。これまでの連続テレ

ビ小説は苦労の末に成功するというサクセスストーリーという印象だったが、

今回はバブルから現在にかけての人生失敗ドラマという印象で視聴者の共感が

得られたのか疑問だ。連続テレビ小説の視聴者は、先の展開が予想できないド

ラマは安心して見ることができない人が多いのではないか。これまでの連続テ

レビ小説は新人女優を発掘して本格的な女優に育てていくという役割があった

と思うので、連続テレビ小説が 100 作目を迎える中で、保守的な人選ではなく

世に出ていない新人をＮＨＫが発掘して育ててほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

 連続テレビ小説「半分、青い。」については、これまでの連続テレ

ビ小説とは異なる視聴者層にも見ていただいき、いろいろな意見も

いただいている。そうした意見を受け止め、今後にいかしていきた

い。 
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〇 ドラマ１０「透明なゆりかご」を見た。漫画を原作にしたドラマは違和感が

あるものも多いが、このドラマは非常にリアリティがあってよかった。瀬戸康

史さんがイメージよりも大人っぽくなり、魅力がよく出ていた。清原果耶さん

も素朴な雰囲気が出ていてよかった。主題歌もドラマと合っていて大変よかっ

た。また、びんに入れた胎児を太陽に透かす場面のカメラワークと雰囲気が大

変よかった。命に対する意識が希薄な中、こういったドラマは若い視聴者にとっ

てもよかったのではないか。 

 

〇 ９月２７日(木)の「植物に学ぶ生存戦略 話す人・山田孝之」(Ｅテレ 後

11:00～11:29.30)を見た。タイトルにひかれた。ツユクサやタンポポといった

身近な生命の生き残り戦略を昔の教育番組のパロディ風に紹介していて、おも

しろかった。何より、当たり前のようにある植物にスポットを当てており、非

常によかった。山田孝之さんとアナウンサーのかけ合いがＮＨＫらしく、また

Ｅテレらしく、よかった。ぜひ続けてほしい。 

 

〇 ９月９日(日)のプレミアムドラマ「ダイアリー」を見た。金沢が舞台だった

が、一部の出演者の方言のイントネーションに違和感があった。尊厳死という

タイムリーな問題に着眼していたことに感心した。一方で、梅ノ橋、加賀温泉

郷、加賀友禅など、あまりにも観光ガイドのようで閉口した。加賀友禅の作家

役の「うちを見世物小屋にするな」という言葉が印象的だった。 

 

〇 １０月１１日(木)のプレミアムカフェ選「天才画家の肖像 モネ～うつろい

ゆく光～」を見た。自然や光、色は何かを追い求める印象派の巨匠の一生とい

う視点で描いており、非常に興味深かった。今まで知らなかったモネの一生が

わかり、心の変化をきっかけに画題が大きく変化していった過程がわかった。

モネの「時を刻むのは光」だという考え方が特に印象深かった。映像も精緻で、

絵がどういう筆のタッチで描かれているかがわかり、教育番組として高校生や

中学生に見せてもよいと思える内容だった。 

 

〇 １０月１３日(土)の「推しボン！～あなたに効く！著名人の極上ブックガイ

ド～」(ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後 11:45～14(日)前 0:44)を見た。テレビ番組の出演者は自
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分の立場を意識して語ることが多いが、本を媒介することによって、自分の人

生の中心にあるようものが素直に自然に出ていて、精神性が見えてくると感じ

た。よくできた番組だと思った。キャスティングもよかった。インタビューで

も、よい質問がよい答えを引き出すのだと感じられた。松岡正剛さんは「知の

巨人」だが緊張感が出ることなく、肩の力が抜けて知識も発揮されており、番

組にぴったりだった。テレビと本という組み合わせはかなり相性がよいのでは

ないかと思う。 

 

〇 ９月２４日(月)の「今日は一日“Ｄｉｓｃｏ Ｍｕｓｉｃ”三昧 １９７４

年～１９８４年限定版」(ＦＭ 後 0:15～6:50、後 7:20～9:15)を聴いた。懐か

しい曲がたくさん聞けたが、かかるだろうと思っていた曲がかからなかったの

で、次回はリクエストしたいと思った。ディスコは不良というイメージもあっ

たが、今は小学校でもダンスを習うので、時代の流れの中でいろいろな音楽が

あるというのはよいことだと実感した。 

 

〇 「音の風景」を聴いた。５分の番組の中でいろいろな音を聞かせてくれるが、

音から場面を想像したいのにナレーションが入ることで現実に引き戻されてし

まうので、ナレーションは番組冒頭だけでよいのではないか。 

 

ＮＨＫ名古屋放送局 

番組審議会事務局  
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平成３０年９月ＮＨＫ中部地方放送番組審議会 

 

９月のＮＨＫ中部地方放送番組審議会は、２０日（木）、ＮＨＫ名古屋放送局

において、１０人の委員が出席して開かれた。 

 会議ではまず、「平成３０年度後半期の国内放送番組」について説明があり、

「平成３１年度の番組改定」の意見交換を行った。続いて、放送番組一般につい

て活発に意見の交換を行った。  
 最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、今後の番組編成の説明が行

われ、会議を終了した。  
 

（出席委員） 

  委 員 長  小澤 正俊  （大同特殊鋼（株）相談役） 

 副委員長  東    惠子  （東海大学海洋学部環境社会学科教授） 

 委 員  井口 昭久  （愛知淑徳大学健康医療科学部教授） 

   稲村 修  （魚津水族館館長） 

   清川 卓二  （清川メッキ工業（株）専務取締役） 

玉井 博祜 （能楽師／玉井屋本舗社長） 

     都築 紀理  （愛知県農業協同組合中央会常務理事） 

   德田 八十吉（德田八十吉陶房代表） 

   長谷川明子  （日本ビオトープ管理士会中部支部会長） 

   松田  裕子  （三重大学副学長） 

 

 

（主な発言） 

＜「平成３０年度後半期の国内放送番組」および 

「平成３１年度の番組改定」について＞ 

 

〇 今の大学生はテレビを見ていない。その一因に、出演者の高齢化があるので

はないか。現在テレビに出演しているタレントは高齢の方が多く、大学生から

見るとテレビは老いて見える。その感覚を理解していないのではないか。一方

で、「チコちゃんに叱られる！」や「境界調査バラエティー ニッポンのワケ

メ」など、日常的にあることに目を向けた新しい潮流の新鮮な番組は継続して

いただきたい。 
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〇 キャスティングについて、お笑い芸人の起用があまりにも多すぎる。民放の

番組のキャスティングをそのまま持ってきたような番組が複数あるが、ＮＨＫ

らしさが消えてしまっているのではないか。視聴者に媚びずＮＨＫらしさのあ

る番組を作ることで、「チコちゃんに叱られる！」のような優れた番組が生ま

れ、それを民放がまねるという流れになるのではないか。 

 

〇 民放のニュース番組のキャスターはタレントが多いが、タレントはキャスタ

ーの勉強をしてきたわけではない。ＮＨＫは、ＮＨＫが育てたキャスターがも

っと出てきて、辛口のコメントをすると、とてもおもしろくなるのではない

か。ＮＨＫが辛口のコメントを言わなくなったこともＮＨＫを見なくなった一

因かもしれない。最初はクレームがきたかもしれないが、「チコちゃんに叱ら

れる！」でチコちゃんが辛口で言うことが、視聴者にとってはおもしろいので

はないか。インターネットの動画配信サービスのように個人が勝手なことを言

うことと、知見を持った人が辛口のコメントを言うことは全く違う。知見を持

ったキャスターをきちんと育てることが社会全体を育てることにつながるので

はないか。 

 

〇 出演者のコメントが、その出演者が発言するのにふさわしくない場面でも番

組の制作意図に沿ったものとなるよう誘導されているように感じることがあ

る。 

 

〇 ＮＨＫの影響力は大きく、放送で特定の場所を紹介すると、訪れる人が増え

る。それが自治体にどんな影響を及ぼすかをもっと考えてほしい。いい影響だ

けではない可能性があるので、マナーに関する注意を番組の最後に入れるな

ど、考慮してほしい。 

 

〇 ＮＨＫの放送技術は世界的にも突出していると思うので、４Ｋ・８Ｋで人

間の目で見られない世界を見せたり、スポーツ選手に科学的にアプローチし

たり、自然災害を科学技術で解き明かしたり、といったところに期待した

い。また、芸術の分野でもぜひ４Ｋ・８Ｋの番組を展開してほしい。 

 

〇 「Ｒの法則」がなくなってしまったが、高校生をターゲットとして捉えた番

組を放送したり、アプリで誘導したりすることによって若者のテレビ離れ・Ｎ

ＨＫ離れを防ぐ工夫をしてほしい。 
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〇 最近のＮＨＫの科学番組は見ていて掘り下げが浅いと感じる。ものごとの一

面の意見のみを扱って番組を作っていたり、ディレクターの見せたいことを前

提として番組を作っていたりするのではないかと感じる。科学的なことであれ

ば一面の意見への反論もあるはずだが、そこを見せていないと感じる。番組で

何を見せたかったかなど、制作意図をきちんとホームページなどで紹介してほ

しいし、根拠をもっと勉強してほしい。また、番組によってその後どのような

影響があったかを検証する番組もあってよいのではないか。 

 

〇 高校生が興味を持つような番組が非常に少ない。高校生の間で流行っている

ような文化的な漫画がたくさんあるので、そうした漫画を原作にしたドラマや

アニメをもっと放送してほしい。 

 

〇 ＢＳ時代劇・土曜時代劇「一路」に主役や脇役として出演していた俳優が、

ＢＳ時代劇「雲霧仁左衛門４」に脇役や主役として入れ替わって出演していた

が、配役が原因でせっかくドラマに入り込んでいるのに混乱してしまう。放送

のタイミングに配慮したり、配役をうまく組んだりしてほしい。 

 

〇 周囲の大学生はテレビを見ておらず、テレビから遠い。そうした中で、ド

ラマ１０「昭和元禄落語心中」や「透明なゆりかご」など漫画を原作とした

ドラマは、若者が自分の世代に直結したリアリティを持って見られるのでは

ないか。若者の価値観や目線に焦点を合わせて番組を制作してほしい。 

 

〇 「連続テレビ小説」はＢＳプレミアムで午前７時３０分から先行放送し、そ

の１５分後に総合テレビで放送するが、放送時間をもう少し離してほしい。 

 

＜放送番組一般について＞ 

〇 ８月６日(月)の特集ドラマ「夕凪の街 桜の国２０１８」(総合 後 7:30～

8:43)を見た。原爆投下による悲惨な体験の記憶と向き合いながら織りなされ

る人生の重みが描かれていた。意識が遠くなり生死の境をさまよう、死に向

かう人の目線での映像にはドキッとした。死を迎えるときにはこのような状

況になるのかと、改めて考えさせられた。油絵がドラマに臨場感やリアリテ

ィを加えており、大変見応えのある番組だった。ドラマ中の「心底つらく苦

しいことは、話すことができない」との言葉に、共感した。 
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〇 ８月１０日(金)の新日本風土記「あの世 この世」を見た。墓の意味や先祖

のありがたさを改めて思い起こさせる、内容の深い番組だった。ちょうどお盆

の時期の放送で、「あの世 この世」というタイトルのセンスのよさに感服し

た。大変よい番組なので、ぜひ残してほしい。 

 

〇 ８月１１日(土)の「北アルプス ドローン大縦走～剱・立山～」(総合 後

7:30～8:43)を見た。ドローンは大きな音がするが、それを山で飛ばすのはい

かがなものかと思った。いろいろと工夫してやってほしい。ドローンの技術は

進歩しているので、視点や画角によっても映像が変わっていくのではないかと

感じた。 

 

〇 ８月１４日(火)・１５日(水)・１６日(木)のミステリースペシャル「満願」

(総合 後 10:00～10:59)を見た。今までになかったドラマで、見ていてあっと

いう間に時間が経った。考えさせられるようなサスペンスや、人ごととは思え

ないようなドキドキ感が伝わる場面があり、すばらしい作品だと思った。 

 

〇 ８月１８日(土)のひとモノガタリ「それでも彼らが戦うワケは～京大 タテ

カン攻防の若者たち～」(総合 後 6:05～6:34)を見た。番組を見て、時代が変

わっても若者の気持ちは変わらないのだと感じた。一方で、もう一歩進んで景

観をめぐる対立の当事者同士のディスカッションがあればいかに合意を形成し

ていくのかというところまで見られたのではないか。議論を深めれば学生の気

持ちをもっと理解できたのかもしれないが、番組ではそこまで落とし込めてお

らず、若気の至りのように見えてしまったことは残念だった。だが、このよう

な骨のある若者がいるということが分かり、非常によい番組だった。 

 

〇 ８月１９日(日)のプロフェッショナル 仕事の流儀「言葉の海で、心を編む

～辞書編纂者・飯間浩明」を見た。国内の辞書の需要が低下している中、辞書

の編さんに携わっている人が実は人生の仕事としてやっているということに驚

いた。多くの人が言葉を大切にして生きているのだと改めて実感した。言葉の

歴史や使われ方、意味や本質が番組ではよくまとまっていた。同時に、言葉に

携わる仕事をしている人たちに対して頭の下がる思いがした。すべての言葉に

価値があるという編集者の言葉に、改めて言葉の大切さを感じた。 
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〇 ８月２０日(月)の「かがのとイブニング」を見た。地元能登の自然の恵みを

いかしたジェラートを全国に発信していきたいという内容で、夏にぴったりの

内容だった。地元のものに目を向けて、海外や全国からお客さんに来てほしい

という考え方に共感した。 

 

〇 ８月２１日(火)の境界調査バラエティー ニッポンのワケメ「第二弾」(総

合 後 8:15～8:43)を見た。日常で何気なく見過ごしていたことに目を向ける

ところに特徴があり、新鮮でおもしろい番組だと感じた。実際に現地に行き調

査をして、ものごとの背景がすぐに判明するのは、全国に放送局があるＮＨＫ

にしかできないことだと感心した。「たまご焼きが甘いか甘くないか」という

テーマは、日常を見直すことで得られたおもしろい課題の設定だった。「海と

川の分け目」は課題としては興味がわかなかったが、番組が進むにつれて意外

と奥が深いことが分かった。制作者の枠にとらわれない発想がいきいきしてい

たと思った。第一弾よりもユーモアや茶目っ気のあるおもしろさがやや欠けて

いたが、おもしろかった。 

 

〇 ８月２２日(水)の「ＺＯＯっと見ナイト～生中継！ 夜の動物園～」(総合 

後 7:30～8:43)を見た。夜の動物園はなかなか見る機会がなく、いろいろな場

所から中継しており、とてもよかった。これからもこういった番組を放送して

ほしい。ただ、番組内で野生の動物を見るのに白いライトをつけていたが、白

いライトは動物の目に負担がかかり、見ている方も見づらいのではないか。せ

めて白いライトに赤いセロハンを付けるなど配慮してほしかった。 

 

〇 ８月２４日(金)のナビゲーション「『ダメ。ゼッタイ。』の、その先へ どう

する薬物依存からの回復支援」を見た。冒頭で薬物依存者が増えているという

話があったが、人数の変遷が示されておらず疑問を感じた。薬物依存者の再犯

率が高い要因には出所後のケアがないことや人に悩みを話せないといった問題

があり、グループミーティングや地区とのつながりでそれを防ぐというストー

リーはよかった。ただ、番組では薬物乱用を「ダメ。ゼッタイ。」と言ってい

たことがだめだと言っているように感じた。日本の薬物別生涯経験率は主要国

の中でも低く、今までやってきたことの効果を否定することはできないと思

う。番組の中核である、薬物依存者のグループホームなどの必要性、重要性は



6 
 

理解できるが、その面を強調し過ぎたことによって、全体の流れに科学的根拠

や論理性が欠けていた。 

 

〇 ８月２７日(月)～３０日(木)の「みんなで筋肉体操」(総合 午後 11:50～

11:55)を見た。ハードだが一緒にやってみようと思えて、よかった。ファンが

増えるのではないか。普通は「あと５秒で終わりです」と言うような場面で

「もう５秒しかやれませんよ」とコメントするのがとてもよい。ぜひ続けてほ

しい。 

 

〇 ８月２９日(水)のガッテン！「マイナス３％の奇跡！ ダイエットの超新常

識」を見た。大げさな導入の割には驚くような内容はなかった。医学的な間違

いはなく番組として問題はないが、視聴者はおもしろく感じなかったのではな

いか。おもしろさを追求すれば正確性に欠け、正確性に固執すればおもしろさ

に欠けるということになるかもしれないが、メタボリックシンドロームに関し

ては正確かつおもしろい番組を作ってほしかった。例えば、なぜ男性よりも女

性の方が平均的に腹囲が大きいのかという疑問に答えたり、高血圧、高血糖と

脂質異常が重なるとなぜいけないのかというようなことに答えたりすれば、よ

りおもしろい番組になったのではないか。 

 

〇 ８月３１日(金)のナビゲーション スペシャル「川が危ない！～命をどう守

るのか～」を見た。川の近くに住んでいる人は水害が一番怖い災害だと危機感

を持って過ごしている。それにも関わらず、避難指示や避難勧告があっても避

難しない人がいるのは、そもそも避難指示と避難勧告の違いも知らず、長年の

経験で大丈夫と判断してしまっているからだと思う。逆に避難する道中の方が

危ない、その場にいた方が安全だという考えもある。しかし、台風２０号では

大きな被害こそなかったものの、今までの水害ではなかった大量の土砂が押し

寄せるということが起こり、川が変わったと実感した。そういった自然の怖さ

を目の当たりにし、今までの経験で判断してよいものか心配になった。 

 

〇 ８月３１日(金)のナビゲーション スペシャル「川が危ない！～命をどう守

るのか～」を見た。専門家の人選も適切で番組全体としては非常によかった。

一方で、行政が進める対策としてダムと堤防の強化だけで災害から守れるのか

疑問に感じた。行政がやってきた治水対策が結局、危険な現状を生んでいるの
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ではないか。ハード面だけでなく、運用に関するソフト面が検証されていな

い。これからＡＩの活用などソフト面がより重要なのではないかと思った。市

町村単位では十分な災害対策はすぐにはできないと思う。河川を災害という側

面だけで捉えると、ダムや堤防を造るという話になるが、ふだんの川は何のた

めにあるのか、どういう役割なのかという側面が抜けていたので、生物多様性

の観点も加えて“河川とは何か”という番組を作ってほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

          ナビゲーション スペシャル「川が危ない！～命をどう守

るのか～」は、９月１日の「防災の日」にちなんで防災につ

いて考える機会を提供するという番組の趣旨で、ダムや堤防

の重要性が前面に出ていた。一方、川には多様な役割がある

ので、ＮＨＫのさまざまな番組の中で今後も多面的に取り上

げていきたい。 

 

〇 ９月１日(土)のブラタモリ「那須」を見た。気楽に見ることができ、博識に

なったように感じられる番組で、とてもよかった。タモリさんでないと成立し

ないような、硬い部分と軟らかい部分が両立した持ち味がとても魅力的だと思

った。地形を切り口にした産業振興や観光開発のあり方、一大リゾート地にな

った歴史的な背景などが描かれており、那須を違った目線で訪れてみたいと思

った。一方で、ナレーションに違和感があり集中できなかった。ナレーション

は本職のアナウンサーの方がよいのではないか。タモリさんなど出演者が歩い

ている場面でスタッフが映り込んでいたが、カットできたのではないか。 

 

〇 ９月１日(土)のＮＨＫスペシャル ＭＥＧＡＱＵＡＫＥ「南海トラフ巨大地

震 “Ｘデー”に備えろ」を見た。タイトルのＭＥＧＡＱＵＡＫＥの表記に違

和感があり、視聴者が読めるのか、意味が分かるのか疑問に思った。巨大地震

や大地震という表記の方が、興味のある視聴者は番組を見たのではないかと思

う。今年発生した日本中の震源地が赤く点滅する演出は、そんなにたくさんあ

るのかと見ていて驚いた。導入部分の演出としては効果があった。また、９月

１日に放送することには非常に意味があり、９月６日に北海道で地震が起きた

ということもあり、このタイミングで放送した価値があったのではないか。一

方で「南海トラフ巨大地震が今後３０年間に起きる確率がこれまで７０％とさ
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れていたが７０～８０％に引き上げられた」と紹介されていたが、その根拠が

示されておらず意味が分からなかった。例えば大きな地震が起きている間隔、

インターバルが短くなっているということを伝えるだけでも、単純に１０ポイ

ント高まっているというよりもはるかに危機感を持ってもらえたのではないか

と感じた。「臨時情報」についてももう少し丁寧に説明してほしかった。番組

では、地震は前兆なく突然起きることもあると言っていたが、そうであれば臨

時情報を出したところで意味がないだろうと感じた。地震は予知できるものだ

と認識している人もたくさんいると思うので、前兆と予知がどう違うのかとい

うことを正しく伝える必要もある。後半のドラマについては、臨時情報が出た

ことによって市長が市民に避難勧告を出すのか出さないのかを悩んでいる場面

があったが、こういった悩みはドラマだからこそ分かりやすく、効果があっ

た。予知に役立つとして期待が持てる研究も紹介されており、将来に明るさを

感じさせるような終わり方でよかった。 

 

〇 ９月１日(土)のＮＨＫスペシャル ＭＥＧＡＱＵＡＫＥ「南海トラフ巨大

地震 “Ｘデー”に備えろ」を見た。最新の研究とＣＧシミュレーションに

よって巨大地震のメカニズムが分かりやすく可視化、説明されており、緊張

感があった。また、全国の自治体住民への大型アンケート調査を基に、国に

よる臨時情報の法整備や情報伝達についてドラマ化し、視聴者に大変分かり

やすく説明していた。出演者の質問や専門家の解説が生活者の目線に立って

おり、臨時情報が発令されたときに正しく恐れ、正しく準備をする契機にし

てほしいという言葉が印象的だった。事前の対策が大事だと痛感した。９月

１日の防災の日ならではの大変役に立つ、情報の正確性が高い番組だった。 

 

〇 ９月３日(月)のプロフェッショナル 仕事の流儀「信用組合理事長・山本

明弘」を見た。７３歳の理事長が自ら中小企業の現場を訪れ、日常的な対話

から仕事の実態を把握する、大変精力的な活動ぶりが紹介されていた。顧客

の立場に立った融資環境を検討し、設計し直して提供していく。まさに金融

のプロとしての毎日が取材されていた。早朝の執行役員会や若手銀行員を叱

咤激励、育成する姿に、地域と共に生きる金融業のプロのあるべき姿を見た

気がした。 
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〇 ９月５日(水)のガッテン！「８６万人の自宅に届く！ 乳がんで死なないた

めの切り札をあなたへ」を見た。がんの原因は番組で紹介されていたほど単純

なものではないが、啓蒙する意味では許される範囲の単純化だと思う。おもし

ろく、よい番組だった。 

 

〇 ９月７日(金)の「ニュースザウルスふくいスペシャル とことん楽しむ！国

体・障スポ」を見た。ゲストが年代によっては知られていない方で、どんな方

なのか紹介があった方がよかった。番組ではフェンシングや陸上、バドミント

ン、車椅子バスケットボールといった比較的メジャーな競技を紹介していた

が、それらの競技は民放でもたくさん紹介されているので、もっとマイナーな

スポーツにスポットを当ててほしかった。例えば、クライミングや綱引き、グ

ランドソフトボールなど、あまりなじみのない競技を取り上げ、障害者スポー

ツ全体を盛り上げるような配慮をした方がよかった。また、手話やテロップな

どの配慮もあったほうがよかった。 

 

〇 ９月７日(金)のナビゲーション「“生鮮ドラッグストア”の衝撃」を見た。

かねてからなぜドラッグストアで日用品が売られているのか不思議に思ってい

たが、日用品を安く売って客を集めて、利益率の高い薬を売るためだと分か

り、謎が解けた。医薬品の高値を利用してドラッグストアのチェーン店が全国

に広がっていることを指摘した、よい番組だった。 

 

〇 ９月７日(金)の「ザウルス！ 今夜も掘らナイト」を見た。俳優の津田寛治

さんが俳優となるきっかけになった映画館や飲食店でのアルバイトなどの話を

通して、人の歴史は町にある、学生時代の経験が未来につながるといったこと

が描かれたすばらしい内容だった。学生時代のいろいろな経験が社会に出てい

くきっかけを作ったということだが、多くの学生が帰省しているお盆や就職活

動の時期にこういった番組を放送すれば、地域にとってもっとよかったのでは

ないか。 

 

〇 ９月９日(日)のＣＯＯＬ ＪＡＰＡＮ「ガード下」を見た。日本人が気づか

ないようなことを、外国人の出演者がすごいとコメントしており、ガード下の

文化や日本はそれほどすごいのかと考えさせられた。非常におもしろく、よい

構成だった。一方で、日本人は上手に狭い所を使うのだということを、改めて
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考える機会になった。保育園の事例が紹介されていて驚いたが、夫婦共働きが

多い中で非常に便利だと思ったし、雨も関係ないので、すばらしい発想だと思

った。 

 

〇 ９月１１日(火)のクローズアップ現代＋「“日の丸ジェッ ト” 世界の壁

に挑む」を見た。日本企業が低燃費・低騒音というところで勝負をしていると

いうことだが、外国企業は同じコンセプトで開発した新型機が 300 台もの発注

を受けており、すでに勝負はついているのではと感じる内容だった。また、ア

ジア市場や産官学の人材育成などで勝負するという戦略が紹介されていたが、

中途半端で説得力がなかった。大きなハンディキャップがありながら、戦略が

わずかな説明で終わってしまい、番組を見ていて日本の産業に絶望を感じた。

科学技術やノウハウなど、ライバルに勝てるような戦略が見たかった。 

 

〇 ９月１２日(水)の歴史秘話ヒストリア「橋本左内と由利公正 知られざる維

新の天才たち」を見た。内容が濃く地元にとってはうれしい内容だった。福井

県の学力が全国一、二を争うのは、志の教育が盛んだからで、そういったとこ

ろを全国に伝えられるよう、ぜひ大河ドラマで２人を主人公に取り上げてもら

いたい。 

 

〇 ９月１４日(金)の静岡スペシャル「地銀の“優等生”はなぜ… ～スルガ

銀行 融資問題の実態～」を見た。番組では、顧客からの信頼を裏切る信じ

難いデータの改ざんや企業体質に言及しており、その不正を浮き彫りにして

いた。第三者委員会報告書をベースにした取材により、他銀行との数字の比

較や、専門家を交えた真相の段階的な解明がなされて、大変分かりやすかっ

た。特に、コンプライアンス、コーポレートガバナンスについては言及して

いるが、テロップを入れればよりその重要性、必要性が明確になったのでは

ないか。最後に別の金融機関の行員が融資獲得のために奔走する姿は、付け

足した感じがした。このようなセンセーショナルな話題は、問題点を安易に

拡散させないほうがよかったのではないか。 

 

〇 ９月１５日(土)のＮＨＫスペシャル「人工知能 天使か悪魔か ２０１８未

来が分かる その時あなたは」を見た。タイトルに興味を引かれたが、内容を

詰め込みすぎで疑問が残る作り方だった。全体を通じて、もう少し掘り下げて



11 
 

ほしかった。一方で、ＡＩの予測に頼り切ることの弊害や危険性を指摘すると

いう面では意味のある番組だったと思う。雨雲の画像だけで天気や時間帯を予

測できるということは、先手を打って避難勧告が出せることにつながり、とて

も意味があると思った。しかし、なぜ気象庁がＡＩを使わないのかという疑問

が大きく残った。また、これから起こる犯罪の時間と場所を高確率で特定でき

るということは、衝撃だった。ＡＩが未来の犯罪者予備軍を名指しするとい

う、現代版の魔女狩りのようなものをすでにアメリカが実際の犯罪捜査に使っ

ていることは怖かった。ＡＩがどういう判断で予測しているのかはブラックボ

ックスだと説明されていたが、信じられず、大きな疑問が残った。なぜそうい

う結論に至ったのか、因果関係が人間にはわからないにも関わらず、それを鵜

呑みにして人間が動くことはとても恐ろしいことだと思った。ＡＩを使う人間

の善悪の区別や倫理観がとても大切になってくると思った。 

 

〇 ９月１５日(土)のＮＨＫスペシャル「人工知能 天使か悪魔か ２０１８未

来が分かる その時あなたは」を見た。タイトルが仰々しく誇大広告ではない

かと感じた。過去のデータに基づいてＡＩが予想していたが、そのデータの根

拠が示されていなかった。また、ＡＩの判断は“ブラックボックス”という言

葉がたくさん出てきたが、いったい何がどのようにわからないブラックボック

スなのかということが示されていなかった。今後、このような未来予測は増え

ていくと思うが、ＡＩではなく使う人間が天使か悪魔かという視点の方が重要

ではないか。番組の内容は期待外れで、現在使われているＡＩの紹介という浅

はかな内容だった。また、なぜ気象庁はＡＩを導入していないのかが気になっ

た。 

 

〇 ９月１７日(月)のひとモノガタリ「９０歳“自撮り”おばあちゃんの夏」

(総合 後 6:05～6:34)を見た。自由な発想は９０歳のキミちゃんを取り巻く人

間関係にあるということが分かった。その要になるのが息子さんの存在で、

親子の飾らず、世話しすぎず、付かず離れずの適切な距離感を保ちながらの

日常生活がうかがえた。お互いを尊敬していて、すてきだと思った。こんな

ふうになりたいと、うらやましさを実感した番組だった。 

 

〇 「チコちゃんに叱られる！」を見た。今までのクイズ番組は出演者が回答を

争うゲーム形式で、視聴者もそのゲームに参加して楽しむという要素があった
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が、この番組にはそういった要素がなく、問われる質問に新鮮さがある。それ

を専門家に取材をして答えを掘り下げていくという過程は「境界調査バラエテ

ィー ニッポンのワケメ」にも通じるものがある。日常生活の中の何気ない記

憶の一部を切り取り“なぜ”という疑問を提示されると新鮮さがある。提示さ

れた問いに回答者はハッとさせられ、気づかずに生きてきたことをチコちゃん

に一喝されるという流れは「境界調査バラエティー ニッポンのワケメ」にも

通じる、ＮＨＫに生まれた新しい潮流だと思う。子どもたちの理科の教材にも

よい番組だ。大発見は「どうして？」と思うことから生まれるが、発見には質

問が大事だ。この番組は研究マインドを育てるよい番組で、ぜひ子どもたちに

見せたい。 

 

〇 ドラマ１０「透明なゆりかご」を見た。すごいドラマで非常に衝撃を受け

た。出産、中絶や死産といった生や死の物語をきちんと丁寧にかつ失礼のない

ように作り上げていた。ドラマという枠を超えた生と死、人間といったテーマ

を感じ、音楽や映像が心の底に響き頭で理解するよりも先に涙があふれてき

た。この番組で扱うテーマは今までだったらタブーに近い世界かもしれない

が、主役をはじめ、ほかの役者もみなよかった。一言では言えないほど感動し

た。 

 

〇 台風２１号関連のニュースを見た。民放と比較して地元局のリポーターの出

演が少ないのではと感じた。また、ヘリコプターからの映像ばかりではなく、

写真や電話、ＳＮＳの映像も交えた方がよかった。 

 

（ＮＨＫ側） 

         災害報道についてはさらに内容を充実させ、より視聴者に分 

かりやすくなるよう意見をいかしていきたい。 

 

〇 北海道地震関連のニュースを見た。北海道の視聴者は停電でテレビを見るこ

とができない、北海道外の視聴者にＳＮＳで情報を伝えてほしいと呼びかけて

いたが、非常によかった。ＮＨＫニュース・防災アプリという非常にすばらし

いコンテンツがあるので、そうした呼びかけとあわせて紹介すればもっとよか

ったのではないか。また、確かに停電は大変なことだと思うが、北海道全体が
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大変なことになっているかのような印象だった。大げさに伝えるのではなく、

正確に伝えてほしい。情報量も足りないと思った。 

 

〇 北海道地震関連のニュースについて、すぐに災害報道に切り替えたＮＨＫは

さすがだと思った。民放各局は札幌市内の液状化など、取り上げる内容が似て

いた。こうした災害時こそ民放各局と連携して、取材や情報発信の役割分担を

する仕組みがあるとよい。また、ＮＨＫネットクラブを通じて視聴者から情報

を提供してもらうネットワークがあれば、一般の人の投稿よりも信ぴょう性が

高まるし、情報を提供する視聴者も特派員になったような気持ちで撮ってみよ

う、送ってみようという気になるのではないか。 

 

（ＮＨＫ側） 

災害報道について、ＮＨＫでは「スクープＢＯＸ」という視聴者

から写真や映像の投稿を受け付ける態勢を整えており、たくさんの

方から投稿をいただている。ＳＮＳの活用については、ツイッター

などのＳＮＳを２４時間ウォッチして、いち早く情報を捉える態勢

を整えつつあるが、より多角的に、幅広く、地域に密着した情報を

得られるよう努めていく。 

 

〇 ７月２８日(土)のピタゴラスイッチ「ビーだま・ビーすけの大冒険！スペシ

ャル～完結編～黒玉軍の野望」を見た。Ｅテレの番組の中でも非常によい番組

だと思う。装置としてはビー玉が転がっていって最後に旗が揚がるだけだが、

１つ１つの装置に名前が付いていて、ＢＧＭとナレーションが乗ると、同じ物

であっても全く違うように見える。発想力が豊かで、物語性もあり感動した。

子どもから大人まで見られて発想力を高めることができるＮＨＫらしい番組な

ので、ぜひ次回作も作ってほしい。 

 

 

 



1 

 

平成３０年７月ＮＨＫ中部地方放送番組審議会 

 

 ７月のＮＨＫ中部地方放送番組審議会は、１９日（木）、ＮＨＫ名古屋放送局

において、１０人の委員が出席して開かれた。 

 会議では、まず、ナビゲーション「まん延する介護職員へのハラスメント」に

ついて説明があり、放送番組一般も含めて活発に意見の交換を行った。 

 最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、今後の番組編成の説明が行

われ、会議を終了した。 

 

（出席委員） 

  委 員 長  小澤 正俊  （大同特殊鋼（株）相談役） 

 副委員長  東    惠子  （東海大学海洋学部環境社会学科教授） 

 委 員  井口 昭久  （愛知淑徳大学健康医療科学部教授） 

   稲村 修  （魚津水族館館長） 

     加藤 勇二  （愛知県農業協同組合中央会常務理事） 

   德田 八十吉（德田八十吉陶房代表） 

   中村 智景  （四季料亭「助六」女将） 
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   松田  裕子  （三重大学副学長） 

   真能 秀久  （中日新聞社取締役人事労務担当) 

 

（主な発言） 

＜ナビゲーション「まん延する介護職員へのハラスメント」 

６月２９日(金)放送について＞ 

 

〇 番組で紹介されていたようなセクハラや暴力が日常的に起きているというこ

とに本当に驚いた。介護の現場は人と人とが接する場なので、当然１対１とい

う場面が想定されるし、異性とも接するということを考えれば、一定のルール

があることは当たり前だと思っていたが、そうではないことが分かった。なぜ

セクハラや暴力が横行するのかということについて、介護される人のプライド

が傷ついているからといった理由が挙げられていたが、身勝手だと感じた。警

察沙汰になってもおかしくない異常なことだ。例えば飲酒運転のように、だめ

だとわかっていても罰則が厳しくなるまで減らないということもあるので、厳
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しいルールを作るのが当然だと思った。高齢者がどんどん増える中で、厳しい

ルールづくりなど対策をしないと、介護の担い手がいなくなってしまうのでは

と危機感を持った。介護現場だけの努力では解決が不可能な問題だと思うの

で、当事者の取材だけでなく、行政や施設を運営する経営者へも取材するな

ど、引き続きこの問題を追究していってほしい。 

 

〇 自分の周囲にも介護されている人や介護をしている人がいるので以前からこ

うした問題は聞いており、いつかこうした番組が放送されるだろうと思ってい

た。介護のしかたについての問題をもう少し掘り下げれば解決策のところがす

っきりしたのではないか。こうした問題があることを知らしめるために衝撃的

な映像に時間を割いていたが、どのように問題を解決していったらよいかとい

うことの方が重要なので、もったいない気がした。当事者意識を持ってほしい

というコメントがあったが、トラブルを起こして介護施設から追い出されるこ

とに対して不安に感じている人もいるので、介護されている人とその家族との

関係性ももっと掘り下げて取材すれば、安心できたかもしれない。問題を掘り

下げたことで次へのステップにつながったが、介護職の人手不足に拍車がかか

る中、介護する人とされる人の良い部分も紹介すれば、もう少し明るい未来を

感じられたのではないか。 

 

〇 介護職の離職者が増加する中、番組では介護の崩壊を起こしかねないという

差し迫った問題を提起していた。介護職の厳しい就労環境はよく知られている

にもかかわらず、介護職員が抱える不満は知られていなかった。ショッキング

なハラスメントがあるという事実を明らかにすることが重要であり、よい企画

だったし構成も分かりやすかった。一方で、なぜハラスメントが起きるのかに

ついては単純化しすぎていた。もう少し介護の現場を優しく包むような解説が

必要だったのではないか。背景には介護する人の善意を個人的な好意と捉えて

しまうような誤解や依存する人とされる人の関係性、他人との接触機会が少な

いなどの要因もあるのではないか。介護する人の視点での問題解決方法を紹介

していたが、介護を志す人の不足に追い打ちをかけることのないように介護の

良い部分にスポットを当てた番組も制作してほしい。また、番組では「超高齢

化社会」という言葉を使用していたが「超高齢社会」を使用するべきだったの

ではないか。 
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〇 番組では女性の介護職員へのハラスメントを中心に取り上げていたが、職員

不足から同性どうしの介護ができないということや、問題の解決に向けた施設

の紹介と解説も分かりやすかった。一方で、ハラスメントを受けた職員の「心

の温度の共有化」ということばがあったが、その内容が分かりにくかったの

で、もう少し詳しく知りたかった。介護職場においては何がハラスメントなの

かという規準がなく、解決が難しい問題だと思うが、現状への法律の対応が追

いついていないことが根底にあるような気がした。そこの問題点をもっと取り

上げてもよかった。今回のような報道だけで解決できるわけではないが、今回

の番組は非常にストーリーが分かりやすく構成されていて制作者の力量を感じ

た。今後全国的にもこの問題を取り上げてほしい。あわせて、どのような施設

で、どのような利用者、家族がハラスメントを起こしているかということをも

っと具体的に、詳細を挙げて、介護職員側だけではなく利用者側からの視点な

ども加えた方が問題の解決につながるのではないか。 

 

〇 番組タイトルが重く、冒頭のあざの映像を見て目を背けたくなった。７割も

の介護職員の方がこうした被害に遭っているにも関わらず、介護する側、介護

される側のどちらに対してもきちんとした対応がなされていない実態を目の当

たりにして、介護職の離職者が増加しても当然なのではと理解した。各種ハラ

スメントは大きな社会問題となっているが、犯罪として警察が対応すべき問題

にも関わらず、この問題を単なるハラスメントと扱うことに疑問を持った。解

説の内容も問題の解決につながらないのではないかという印象を受けた。番組

中で紹介されていた解決策は対応が後手に回っており、介護職のイメージが低

下し介護職のなり手がいなくなってしまうのではないかと心配になった。介護

する側、介護される側の双方に問題があるとしたらそこを掘り下げ、根本的な

解決につなげていってほしい。 

 

〇 とてもタイムリーな視点の番組だったが、あざの写真など、恐ろしい映像、

不快な映像がやや多かった。いままで介護とあまり縁がなかったがとてもショ

ックを受け、自分のことのように興味深く番組を何度も見た。いままで漠然と

介護の職場は大変なのだろうとは考えていたが、女性たちがこれほど嫌な目に

あっていたことに驚いた。番組ではこの問題をまずは第一歩として社会に提示

していた。番組をきっかけに、親の生や死、自分の老いや死にきっちり真正面

から向き合おうと心を新たにした。 
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〇 メディアの仕事のひとつは平穏な池に一石を投ずる、波風を立たせることだ

と思うので、その意味で番組はよかった。番組で紹介されていたハラスメント

は人権侵害、犯罪だと一般の視聴者は感じると思うが、介護施設側の人にはプ

ロだから自分たちの知識や経験、技術が足りないのではと受け取る人もいる。

現状はかつてあった学校内暴力の問題を想起させるもので、学校内暴力では刑

事事件がたくさん起きて、さまざまな人の苦労と努力があって対処法が築かれ

ていった。介護職員へのハラスメントの問題も学校内暴力の問題と同じような

経路をたどるのではないかと思うが、重大な事件が起きる前にこの問題をもっ

と扱っていくべきだと思う。解決策はともかく、問題をしっかり取り上げてい

ってほしい。 

 

〇 この問題は今に始まったことではなく、昔からあったのではないかと思う。

ハラスメントとひとくくりにしていたが、セクハラとパワハラ、２つのハラス

メントが起こる根本的な理由は違うのではないかと思うので、一緒に考えない

方がよいのではないか。パワハラの問題は利用者の声かけや顔を見て話すなど

のコミュニケーションがとても大切なことだと思う。セクハラの問題は心の満

足感の不足や寂しさが起こすものではないか。また、男性の利用者が女性の職

員にするケースが多いのではないかと思うので、性別ごとの比率も知りたかっ

た。看護の現場でも同様の問題はあると思うので、解決策を持っている看護師

などに話を聞いてもよかったのではないか。介護施設の中には職員を守り毅然

とした態度で利用者を退去させるところもあると聞く。１つの施設が問題を起

こすとほかの施設もそうであるかのように報道することは、視聴者を引き付け

るかもしれないが当事者にとっては心外ではないかと思う。介護職を希望する

人が減る中、番組を見てマイナスの影響が出てしまうのではと心配になった。

番組は今回だけではないが問題ばかりがクローズアップされて将来に不安を感

じ気が重くなる。負のスパイラルが起きないよう明るい未来が見えるような話

題も取り上げ、正のスパイラルを生んでほしい。今回の介護の問題でも最後に

明るい未来が先にあるというような構成だとよかった。 

 

〇 大変難しいテーマで、見ていて重かった。ハラスメントの実態やハラスメン

トに対する職場の無関心さの全体像が映し出され、介護の現場の未熟さに驚い

た。番組冒頭のあざのクローズアップの映像は痛々しくて見るに耐えなかっ
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た。また、パワハラ、セクハラの再現映像の表現もとても怖くて見ていられな

かった。解決策としてハラスメント行動の要因を観察することが大事だと紹介

されていたが、信頼関係が成り立っている相手であればともかく、理想論では

ないかと思った。一人一人の問診や録音録画による心理行動分析を行うなど、

科学的な研究が求められているのではないか。行政に連絡するという対策も示

されていたが、根本的な解決にはつながらないと思った。介護職員を取り巻く

職場環境はもとより、介護される人、その家族、医師、看護師、ホームヘルパ

ー、自治体職員など、社会全体での理解や仕組みづくりが急務だと思う。メデ

ィアは科学技術の進歩で未知なる世界を解明してきたが、多くの人が必要とし

ている介護の分野でも技術力をいかして問題を解決できないものか、期待した

い。 

 

〇 番組を見て介護職場でハラスメントの問題が実際に起こっていることを初め

て知り、問題提起に驚いた。さまざまな事件や事象はいろいろな角度から多彩

に切り口を求めて掘り下げることが大切だと、この番組をとおして改めて感じ

た。介護される人の行動や家族との関係に深い問題があるという視点はよかっ

た。番組は見落としがちな問題を捉えて来たる時代への警鐘を鳴らしており、

高く評価したい。今回の番組では触れられていなかったが、介護施設の経営者

の役割は非常に大きく、信念を持ったしっかりした経営者が現場の雰囲気をが

らりと変えることもあるので、ぜひ継続的に取材していってほしい。また、今

後健康年齢という視点にも着目してほしい。 

 

〇 介護職員、介護事業者、利用者、利用者の家族という論点があり、介護職員

と介護会社側の立場や対策は分かったが、利用者と利用者の家族の視点がなか

ったように感じたので、利用者や利用者の家族のインタビューも必要だったと

思う。アンケート調査を行っていたが、数字から分かる傾向が示されておらず

断片的なコメントの紹介のみで、そのコメントがあたかも全体の意見のように

感じてしまう構成だった。全体の傾向を数字で示したうえで個別の事例を紹介

した方がよかった。真実に近づくためにはアンケート調査は介護職員、介護事

業者、利用者、利用者の家族それぞれの立場で行った方がよかった。番組を見

て介護職員が減ってしまうのではないかと心配になった。 
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（ＮＨＫ側） 

  介護の現場でハラスメントが起きているということが認識さ

れていなかったので、そこに注力したが、法整備の現状につい

ては番組で触れてもよかったかもしれない。あざの写真は放送

時間帯も考慮した上で選んだが、いっそう配慮したい。解決策

については取材の余地がまだあるので、今後も取材していきた

い。 

 

＜放送番組一般について＞ 

〇 ６月２１日(木)の世界はほしいモノにあふれてる「極上のイタリアグルメを

巡る旅」について、とても魅力的な映像で展開も早く、引き込まれた。ＶＴＲ

とスタジオのテンポがよく飽きない構成で音楽も番組に合っており、非常によ

い番組だった。出演者の言葉も、現地の映像とともに最大限に伝わってきた。

ただ旅をして美味しいものを食べているだけではなく、その裏にある生産過程

の紹介、ストーリー、ビジネスとして相手と信頼関係を築く大切さなどがきち

んと伝えられていたので、とてもよかった。スタジオの出演者も嫌みがなくと

てもよかった。 

 

〇 ６月２１日(木)の世界はほしいモノにあふれてる「極上のイタリアグルメを

巡る旅」について、出演者が人気のお店や雑誌の人などプロ中のプロで、見て

いてとても刺激的でおもしろかった。知らないような食材やよだれが出そうな

美味しそうな料理が紹介されており、興味関心をひかれる、質の高い番組だっ

た。現場に行って細部を知ることが必要、食べ物のそのストーリーを知ろう、

など出演者のコメントや表情がよく、明るい番組なのでぜひ続けてほしい。 

 

〇 ６月２２日(金)のナビゲーション「見抜けなかった悪意～緊急報告 浜松

遺体遺棄事件～」について、改めてネット社会や無法地帯としてのサイバー

空間が浮き彫りにされ、その闇の深さに背筋が凍った。番組では、真面目で

頑張っていた被害者の家族や友人たちの悲しみ、惜しむ声が多く聞かれ、見

ていてつらかった。事件を中心とした番組だったが、今後は事件を抑止する

ような番組の制作にも期待したい。 
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〇 ６月２４日(日)の目撃！にっぽん「クマヤマ」について、全国的にクマの問

題が出ている中で、大変な努力で臨場感ある映像が撮影されており、出演者と

制作スタッフの労をねぎらいたいと思えるような内容だった。番組では伝統的

な神への感謝や祈り、山村で平等に肉を分配する様子を紹介するなど、構成が

上手だった。番組の意図はそれぞれの視聴者に感じとってほしいということだ

と思うが、多くの人がクマの被害にあっている中ではやや消極的ではないかと

感じた。ぜひ解決策につながる施策を提案するような番組を制作してほしい。 

 

〇 ６月２４日(日)の「ゆる山へＧＯ！スペシャル」(総合 前 8:00～8:25 東海

３県ﾌﾞﾛｯｸ)について、ゆる山という発想がとてもよい。地元の人が気付かない

ような気軽に行ける山がたくさんあるが、今後もそういった山をぜひ取り上げ

てほしい。番組を見て楽しむということよりも、実際に行くときに役立つ情報

を、放送だけでなくホームページや本などでも紹介してほしい。取材日と放送

日がずれるため開花中の花が変わってしまうことはやむを得ず、写真で紹介す

るなど工夫はしているが、さらにこれから山に行く人にとっての情報を充実さ

せてほしい。 

 

〇 ６月２５日(月)の視点・論点「人道的な避難所設営と運営を」について、世

界には避難所の最低基準があることを知らなかったので驚い た。先進国では

当たり前の基準のはずが、日本は遅れているということを暗に示していた。欧

米のように国が中心となり災害対策専門省庁の設置やボランティアの職務支援

制度を提案していたが、すばらしかった。シンプルだがＮＨＫらしい番組で大

変よかった。 

 

〇 ６月３０日(土)の「チコちゃんに叱られる！」について、プールに入ると

目が赤くなるのはどうして？という問いに対しての答えにショックを受け

た。また、電車で眠くなるのはどうして？というテーマについては、テンポ

がよく構成もおもしろかった。吉村作治さんの懐かしい映像もおもしろかっ

た。 

 

〇 ６月３０日(土)の「あなたも絶対行きたくなる！日本「最強の城」スペシャ

ル(総合 後 9:00～9:45)について、ゲストが白熱した議論をしており、盛り上

がりのある番組で見やすかった。一方で、全く違うジャンルの中から１つを選
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ぶというプロセスが好みで決めたように見えるので、１つに絞る必要はなかっ

たのではないか。 

 

〇 ６月３０日(土)のＳＯＮＧＳスペシャル「宇多田ヒカル」(総合 後 10:11～

11:00)および７月１６日(月)のプロフェッショナル 仕事の流儀「宇多田ヒカ

ル スペシャル」について、真実を追求する姿に感動した。１か月の間に宇多

田ヒカルさんの番組を２回見ることができて、ありがたかった。素晴らしいプ

ロとして宇多田ヒカルさんを取り上げており、本当に価値のある番組だと思っ

た。これからも取材を続けてほしい。 

 

〇 ７月１日(日)のうまいッ！「果実より甘い！朝どれとうもろこし (静岡・森

町)」について、旬のトウモロコシを収穫したその日のうちにスタジオに持っ

てくるところが、さすがだと思った。トウモロコシの糖度を増すテクニックは

温度差にあると紹介していたが、よい取材だった。産直の施設に早朝から行列

ができていたが、東京から来る人がどうやってその情報を知り得たのか関心が

あるので、そういった部分も取材してほしかった。また、番組で取り上げる地

域に偏りがないようにしてほしい。 

 

〇 ７月３日(火)のおはよう石川のリポート「地方にも広がるテレワーク」につ

いて、番組を見るまでは認識していなかったが大雪などの災害の影響で電話や

メールで打ち合わせすることに後ろめたさを感じていたが、肯定された気がし

て気が楽になった。テレワークの概念は昔から分業制の伝統産業にはあったの

かもしれないが、高齢化が進む中で仕事を続けられるには仕事のやり方をどう

すればいいかということにも考えがおよんだ。 

 

〇 ７月３日(火)のアナザーストーリーズ「Ｗｅ Ａｒｅ Ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄ 

奇跡の１０時間」について、よい音楽が背景にあるストーリーとともに掘り起

こされており、今聞いても色あせず人に伝わる理由が分かった。若い人に聞い

てもらいたい音楽だと改めて感じた。眠っているよい音楽はたくさんあると思

うので、これからもそうした魅力を引き出してほしい。 

 

〇 西日本豪雨関連のニュースについて、突然災害が起こり、どこに被害が出る

か分からない中での報道は大変だったと思う。緊急地震速報もあり、次から次
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へと起こる災害で大変な苦労だったのではないか。一方で、全国のニュースで

は被害の大きかった地域の映像が多かったが、地域の情報が不足していた。地

域のニュースでは直接の被害とは関係のない河川からの中継があり、被害が大

きかった場所はクローズアップされていなかった。河川の氾濫は地域の関心が

高く、地元の人であれば住んでいる地域の支流がどこの河川につながっている

かはわかっており、大きな河川の水位を報道することが大切なのだと思う。気

象庁や県庁などと密接に連携し、ライブカメラなども最大限活用して分かりや

すく伝える工夫に期待したい。また、データ放送で水位の情報を提供している

ことをもっと放送内で紹介してほしい。今後はより早く避難できるよう、被害

が大きいところだけでなくこれから被害がありそうなところも把握に努めてほ

しい。 

 

（ＮＨＫ側） 

   避難勧告や避難判断水位に達したといった情報はテレビでは

速報スーパーで、ラジオでは上乗せで警戒を促している。 

   データ放送でも発信しているがそのことを知らない視聴者も

いるので、さらに工夫して防災・減災に努めていきたい。 

 

〇 ７月１３日(金)のナビゲーション「飛び立て！日の丸ジェット」について、

国産のジェット旅客機について以前から知りたいと思っていた疑問に分かりや

すく答えてくれていた。職人は大工ではなく棟りょうであるとか、解決に外国

人技術者を導入せざるを得なかったがその技術者たちは世界を股にかけて歩く

職人たちの世界だったなど、未知の世界を案内してくれるようなおもしろさが

あった。地元産業への効果や東海地方への影響なども紹介されていて、困難を

克服して夢が開いていく物語を見ているような、よい番組だった。 

 

〇 ７月１３日(金)の静岡スペシャル Japan Railway Journal「富士山と夜景で

誘客 岳南電車の挑戦」について、オープニングは全国の颯爽と走る鉄道の

走行風景で始まり、とても格好よく目を見張った。岳南鉄道存続の危機に対

して、富士市の公的支援や日本工場夜景の一つに認定された夜景ツアーに誘

客するために市民グループが手作りで盛り上げる活動が取材され、地域全体

の一丸となった取組みとして紹介されていてよかった。また、すそ野にある

日本庭園鉄道は日本全国の鉄道模型マニアにより無料で運営され、富士山眺
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望ロケーションも素晴らしかった。これらの番組を見て、海外の方がどのよ

うに魅力的に映っているのか知りたいと思った。 

 

〇 ７月１４日(土)の地球ドラマチック「発光生物 神秘の世界」と７月１６

日(月)のディープオーシャン 世界の深海「神秘の発光生物 北米・モント

レー湾」(総合 前 6:15～6:30)について、深海魚は光で身を守り、生殖をする

という神秘の生態を星空を眺めているような美しい映像で紹介していた。暑

い日が続く中、美しく癒やされる深海の映像にみせられ、引き込まれた。 

 

〇 ７月１５日(日)の明日へ つなげよう「忘れじの旅 ２０１８」(総合 前

10:20～11:08)について、東日本大震災からの復興に向けた地元の現況を被災

した人々を通して定期的に報道するという、まさにタイトルにふさわしい番組

だった。報道機関の使命や役割は何かということも深く考えさせられる、ＮＨ

Ｋならではの番組だった。また、この放送以外に７年間ＮＨＫが現地のナマの

声を 4,000 人近く聞いて報道してきたという粘り強い努力にも、大変感動し

た。山本哲也アナウンサーが定期的に被災地で知り合った人を訪問し、７年間

の復興の進展や問題は何かということを発信していたが、定期的に会うという

仕掛けは被災した地域を大きく勇気づけることになり、心の復興という意味で

も大変よい番組だと思う。心の復興の進展を多面的に感じさせる構成もよかっ

た。将来に不安を持っている人や心が深く傷ついている人を勇気づけるという

ＮＨＫの役割に一層期待したい。 

 

〇 ７月１５日(日)のＮＨＫスペシャル 人類誕生 第３集「ホモ・サピエンス 

ついに日本へ！」について、日本にもホモ・サピエンスの痕跡があるいうこと

が衝撃的だった。防寒着を作るための針を作ったことがホモ・サピエンスが生

き残った理由の一つだと知り、器用さに感心した。日本人の先祖を見せてもら

った気がした。ホモ・サピエンスが生き残った理由は集団生活ができたから、

仲間意識があったからというキーワードは、未来をよくしていく一歩だと思っ

た。未来に向けたよい番組だった。 

 

〇 ７月１８日(水)のおはよう東海のリポート「学生が救世主 青い海の保健

室」について、これから夏本番を迎える時期で意味がある企画だった。過疎に

よって医療の現場も深刻になっているという地域課題に対して、医学部の大学
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生や看護学生が、医療行為はできないがボランティアとして活動しているとこ

ろを取り上げていたが、学生だけで海岸をカバーするのではなく地元も漁協や

駐車場の経営者との連携や市民病院の院長の期待なども取材しておりよかっ

た。学生が費用の捻出が大変だと語っていたが、支援する大人のグループやク

ラウドファンディングもあるようなのでもう少し突っ込んで取材してもよかっ

た。 

 

〇 連続テレビ小説「半分、青い。」について、おもしろく、はらはらしながら

見ている。結婚と仕事など主人公の境遇に共感するところも多く、主人公が泣

くシーンはとてもきれいで感動した。 

 

〇 にっぽん縦断 こころ旅について、出演者の印象がとてもよく一段と好きに

なった。今回の旅は岐阜県が最終地ということで、地域の知名度が上がるので

うれしい。 

 

〇 ６月２４日(火)の第４６回ローザンヌ国際バレエコンクール(Ｅテレ 後

2:45～4:45)について、とても分かりやすい解説だった。解説者が審査結果に

ついて明確に意見していたが、解説者の風格が感じられた。日本人の特徴であ

る内に秘めた表現をするにはもっと積極性を身に付けないと内面が見えない、

ダンサーは舞台に立ち続けることが最優先で踊り続けているうちに得るものが

ある、ダンスだけではなくいろいろと興味のあることをやって人間性を高めて

人間の幅を広げることが重要、といったコメントがあり、非常に示唆に富んだ

番組でよい人選だと思った。 

 

〇 ７月１４日(土)のＥＴＶ特集「カノン～家族のしらべ～」について、家族や

家庭というのは何かということを考えさせるよい番組だった。ＮＨＫの力量を

感じた。一方、取材途中で取材中断の依頼があったということだが、出演者の

子どもはカメラがあることによって不安やいらだちを感じたのではないかとい

うことが気になった。また、養子縁組や里親制度の違いや国籍などについて触

れておらず、制度としての家族を描くのであれば必要だったのではないかと思

う。 
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〇 ７月１８日(水)の「旅するイタリア語」について、語学番組というよりも旅

をしながらの料理番組といった雰囲気で気軽に見られた。スタジオで文法をし

っかり解説するのではなく、言葉が使われている空気や文化の中でネイティブ

とコミュニケーションをとるというような雰囲気で語学を学べるといった印象

で、新しくてすてきだと思った。 

 

〇 ７月８日(日)のＢＳ１スペシャル「ボクらと少年ジャンプの５０年」につい

て、「半分、青い。」を見ていて漫画に興味があったが、漫画家にとってネーム

が良し悪しを決めるのだということがよく分かった。「週刊少年ジャンプ」が

５０年続いたのは漫画家だけの力ではなく、編集者と二人三脚で作るのだとい

うのがよく分かった。 

 

〇 ７月９日(月)の大型討論番組グローバル・アジェンダ「介護人材危機 どう

乗り切る」(ＢＳ１ 後 9:00～9:50)について、日本で問題になっている課題は

世界共通の課題であることが分かり、一流の討論者たちによる学問的にも文句

のない、非常によい番組だった。高齢化の速さが日本の問題だと言われている

が、世界中が日本の高齢化に注目している状況で、時期的にも内容的にも優れ

た討論番組だった。介護人材の不足は世界で 1,100 万人に達しており、世界中

で同じような問題が起こっていることがよく分かった。世界中で介護の資格の

ない家族が介護するケースが８割におよんでいることは、驚くべき事実だっ

た。日本は介護保険制度の導入以来、介護の社会化が進み家族に介護を担わせ

ることが難しいが、ドイツにおいてはなお家族の介護が優先されるということ

に、日本とドイツが逆転してしまったのではないかと非常に驚いた。ボランテ

ィの活用について討論していたが、日本で行われている地域包括ケアシステム

の試みについての紹介があまりできていなかった。また、ロボットの導入に関

して、日本は肯定的だがドイツでは否定的なことが国民性を表わしており非常

に興味深い展開だった。一方、日本の介護保険制度が世界でどのように見られ

ているのか、どのように評価されているのかということの討論が不足していた

ような気がする。 

 

〇 ７月３日(火)のプレミアムカフェ選「パリオートクチュール 華麗なる刺繍

の競演」(ＢＳﾌﾟﾚﾐｱﾑ 後 9:00～10:49)についてＢＳプレミアムらしい心を打

つ番組だった。日本の伝統工芸がヨーロッパの先端を行くファッションとのコ
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ラボレーションで新しい世界を切り開いていく様子や、案内人の渡邊あゆみア

ナウンサーの声に魅了された。一方で、内容は日本の伝統工芸がヨーロッパの

先端を行くファッションとのコラボレーションで新しい世界を切り開いていく

というものだった。内容も興味深かったが、刺繍の繊細さや深み、質感、見事

なグラデーションがすばらしいカメラワークで表現されており、感服した。伝

統工芸に人生を打ち込む世界があるということに深く感動した。 

 

〇 ６月２９日(金)のザウルス！今夜も掘らナイト「福井地震７０年 証言で迫

るあの日」(総合 後 7:30～7:55 福井県域)について、体験を後世に残す貴重

なインタビューだった。空襲、地震、水害、台風を耐え抜き、復興した不屈の

精神を示したシンボルである福井のフェニックスの流れを年表としても示して

ほしかった。時系列で示すことで、先人の苦しみとすごさがより実感できたの

ではないか。丸岡城の復興を成し遂げた当時の人々の思いやりや自力での復

興、誇りの取り戻しなどが、現在の福井の豊かさにつながっているのではない

かと思う。体験を語れる人は少なくなっているが、現在の生活の中でしっかり

その精神が引き継がれていることも示してほしかった。 

 

〇 ６月２９日(金)の出張 COOL JAPAN in 福井「福井は日本一の宝庫なんやざ

スペシャル」(総合 後 7:57～8:41 福井県域)について、外国人を通して地域

の観光を見つめ直す、すばらしい番組だった。県内全域を網羅し地域の魅力を

発見していた。オーガニックのことをヘルシーと言い換えていたが、日本では

あまり浸透していない概念だが、海外では浸透しているので、もっと深堀りす

ればインバウンドに向けたヒントになったのではないか。 
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平成３０年６月ＮＨＫ中部地方放送番組審議会 

 

 ６月のＮＨＫ中部地方放送番組審議会は、２１日(木)、ＮＨＫ名古屋放送局に

おいて、１１人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず、ナビゲーション「遅れる 若者のがん対策」について説明が

あり、放送番組一般も含めて活発に意見の交換を行った。 

 最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、今後の番組編成の説明が行

われ、会議を終了した。 

 

（出席委員） 

  委 員 長  小澤 正俊  （大同特殊鋼（株）相談役） 

 副委員長  東    惠子  （東海大学海洋学部環境社会学科教授） 

 委 員  井口 昭久  （愛知淑徳大学健康医療科学部教授） 

   稲村 修  （魚津水族館館長） 

     加藤 勇二  （愛知県農業協同組合中央会常務理事） 

   清川 卓二  （清川メッキ工業（株）専務取締役） 

   德田 八十吉（德田八十吉陶房代表） 

   中村 智景  （四季料亭「助六」女将） 

   長谷川明子  （日本ビオトープ管理士会中部支部会長） 

   松田  裕子  （三重大学副学長） 

   真能 秀久  （中日新聞社取締役人事労務担当) 

 

（主な発言） 

 

＜ナビゲーション「遅れる 若者のがん対策」５月１８日(金)放送について＞ 

 

〇 がん患者への取材による問題提起を導入部として、専門家のデータを基にし

た解説を挟み、解決策として先進事例である岐阜と静岡の取り組みを紹介する

という番組構成は大変わかりやすかった。ゲストの元ＳＫＥ４８の矢方美紀

さんは乳がんを発見・切除したばかりで、抗がん剤治療中という身でありなが

ら、自分の体験を基に淡々と語られる真摯（しんし）な姿に感銘を受けた。番

組では、様々な事例をあげ、ＡＹＡ世代のがん患者の実態を浮き彫りにしてい

た。ＡＹＡ世代のがん患者特有の不安として、治療以外にも、自分の将来、仕
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事、お金というデータが紹介されていたが、精神的、経済的な支援、総合的な

環境がまだまだ未整備であることがわかった。岐阜大学病院の看護師による患

者への精神的な寄り添いや静岡がんセンターのＡＹＡ世代向けの病棟で、ソー

シャルワーカーが患者とコミュニケーションを取りながらキャリアデザイン

を支援する先進事例の紹介は、これからの多くの医療機関への示唆を与えるの

ではと期待感を持った。その一方で、看護師、ソーシャルワーカーの意見は、

よりよい支援体制へ向けての問題提起につながると思うので、番組でも紹介し

てほしかった。今回のスタジオセットは、モノトーンにレッドのアクセントと

いつもよりスタイリッシュだった。またグラフ表示の色使いはトーンバランス

が絶妙で大変目を引いた。シンプルで、かつ見やすく、スタジオ全体にアクセン

トを加えていたと思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

タイトルの「遅れる」という言葉がややぼやけた中での提示に

なってしまった。矢方美紀さんに出演してもらうことで、若い世

代にもこの番組を放送する意味を感じてもらえるきっかけに

なったと思う。当初、彼女の生出演は難しいと思っていたが、本

人が自分の思いや悩みを生の声で伝えたいとのことで、実現した。

もっと彼女の話を聞く番組にもできたのではないかという思い

もあった。また、本来この問題のキーパーソンである看護師や

ソーシャルワーカーの声をあまり紹介できなかったのは課題だ

と考えている。一方で、心のケアをできるソーシャルワーカーが

なかなかいないことが問題の一つとしてあると思うので、引き続

き取材していきたい。 

 

〇 ＡＹＡ世代のがんという社会問題を、出演者の実体験を基に知ることができ

る非常によい番組だった。岐阜の事例を通して、医師と看護師が連携し治療の

リスクを患者に丁寧に伝えることで、前向きにがん治療に取り組めることがよ

く分かった。また、静岡の事例のように病状を丁寧に説明してくれることは、

ＡＹＡ世代に限らず、病院のあり方として非常に印象に残った。どこの病院で

もやってほしいが、実際は病院経営の面で負担が大きいと思う。今後このよう

な病院を増やすためには、専門家や予算の不足といったさまざまな問題がある

と思うので、その解決策も知りたくなった。また、ＡＹＡ世代の患者が、自分
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の将来や仕事について家族にも相談しづらいという話を聞き、このような重大

なことを家族に相談できないことが、社会のひずみのひとつなのか、親の経済

的な問題なのか掘り下げることで、根本的な解決の一歩にもつながるように思

えた。子を持つ親として気をつけなければと感じさせるような、よい番組だっ

た。 

 

〇 タイトルからがんの話だと分かるので、身近にがんを患った人がいると、見

ることにためらってしまう人もいると思う。静岡がんセンターの事例で登場し

ていた、社会とつながり続ける女性の姿を通して、若い世代のがんということ

に関して考えさせられた。同時に、いつ自分がなるかわからないし、人のこと

と思わず、がんについて世代を超えてもっと勉強したいと思った。 

 

〇 タイトルから内容の重さを感じ、気軽に視聴できるイメージが湧かなかっ       

た。なぜＡＹＡ世代のがんは見過ごされてきたのかをきちんと掘り下げてほし

かった。矢方さんは、手術後、１か月も経過していない中でよく出演してくれ

たと思う。一方で、せっかく彼女が出演するのなら、何がきっかけでがんがわ

かったか、それを受けてどう思ったかなど、冒頭でもう少し掘り下げたほうが、

番組として入りやすかった。ＡＹＡ世代のがん患者にアンケートした結果が紹

介されていたが、この世代が何に悩んでいるかはよくわかったが、その悩みに

対してどういう解決策があるかを紹介できると、より納得感が増すと思った。

番組で紹介した事例が、全国的に見て珍しい取り組みなら、もっと強調しても

いいと思う。ソーシャルワーカーがいるのは本当にごく一部ということが伝わ

れば、将来そういう仕事に就こうと思う人が出るかもしれない。また実際に医

療行為を受ける際に、医者と患者で言葉の定義が違うことがあるので、医者と

患者のコミュニケーションが重要ということを強調していたのはよかった。

「ナビゲーション」は“自分はどうすればいいか”ということを教えてくれる

ことが多いが、今回は自分は何をしてあげられるかが分からなかった。ただ

知っただけで終わってしまうのはもったいないので、事例を交えて伝えてもら

えるとさらによくなると思う。 

 

（ＮＨＫ側） 

これまで、なぜ社会で見過ごされたのかがわからなかったとい 

うご意見は、視 聴者からもたくさんいただいた。１０代後半から
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２０代前半にかけて、特殊ながんができるケースが多く、治療法や

その後のケアが確立されていないこともあり、あまり知られていな

いという医学的な部分をもっととりあげることも考えたが、今回は

社会的な支援や心のケアといった側面に偏ってしまったかもしれ

ない。今後の参考にしたい。 

 

〇 番組名を見たとき、自分も、何が「遅れて」いるのかと思った。ＡＹＡ世代

は人生の大きな節目を迎える世代で、治療以外の部分で、自分の将来や仕事へ

の不安などへの対策が見過ごされてきたことにクローズアップしていた。矢方

さんががんになって、左乳房を切除したばかりなのにも関わらず、番組でしっ

かり話をされていたことに感心した。ＡＹＡ世代特有の不安がインタビューを

通じてよくわかり、岐阜大学や静岡がんセンターの先進的な取り組みに意味が

あることはわかったが、一方で、なぜこれまで、そういったことが取り上げら

れなかったのか、今回何が変わったのかが分からなかった。若者のがん予防策

や早期発見対策などが盛り込まれていれば、視聴者への啓蒙につながったので

はないか。番組でＡＹＡ世代のがん患者数が２万人とあったが、世代別や男女

別で見たときにどんな変化が起きていたのかが気になった。医食同源というこ

とばがあるように、最近の食生活の変化がリスク要因に挙げられるのではない

かと思っているが、今後は生活習慣とも関連がないかなど検証しつつ、予防策

についても放送してもらいたい。 

 

〇 番組を見て４つよかったことがあった。まず、がん治療をしている矢方さん

が出演して自分の経験や考えをしっかり述べていたこと。２つ目は、１０代に

がんが見つかり治療した２０代女性が肉体的にも精神的にも元気に生活して

いたこと。３つ目は、ＡＹＡ世代ということばの意味を知ることができたこと。

ただし、パネルで紹介する際には、日本語の訳や１０代から３０代といった年

齢などの表記があるともっとよかった。４つ目は、患者の不安を取り除く取り

組みを行っている岐阜、静岡の事例を知ることができたこと。看護師さんが「見

守っていくからね」と患者さんにかけていた言葉は、すごく心強く、見ていて

喜びを感じた。一方で、番組は２５分と短い中、支援を受け仕事に復帰した男

性を取り上げる際に、前段で高額な医療費で先行きが不安という姿をあれほど

見せる必要があったのだろうか。それよりは、矢方さんの話をもっと聞きた

かった。番組の中で 100 万人の中高年のがんの患者に比べて、ＡＹＡ世代の２
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万人は少ないと紹介していたが、２万人もいるのかという驚きのほうが大き

かった。今回の番組は、がんになってからの精神的なフォローが中心の番組

だったと思うが、ＡＹＡ世代の子どもを持つ親は、どうしてがんが見つかった

のかといった予防面の話を入れてほしいと思う。今後はどうしてがんが見つ

かったのかという番組も作ってもらいたい。 

 

〇 番組を視聴して、実名で報道することの大切さを改めて感じた。矢方さんが

体験を実直に話すことで、視聴者に訴える力のある番組になったと思う。実名

で出てくださった秋山さんや仮名ではあるがテレビに出てくれたナオコさん

など、このような人たちの勇気で、時代が少しずつ動いていくのだと思う。岐

阜や静岡の医療機関の事例紹介もあって、よくまとまっていると思った。昔は、

訃報でもがんを死因とせず、心不全と報じていた時代があった。そんな時代を

知る人間からすると、現在の放射線治療や抗がん剤の効果も上がり、自分の周

りでもがん治療を受けた方や、ＡＹＡ世代の社員で仕事と治療を両立している

人もいるのを見て、時代の映り変わりを感じている。６月１５日(金)放送の同

番組「もうひとつの“分断”～在日コリアン社会 2 か月の記録～」も愛知朝

鮮中高級学校の人たちが実名で出演してくれたことで、説得力のあるいい番組

になっており、実名というのは重要な要素だと改めて思った。 

 

〇 日本人の死因の第１位はがんであり、今や日本人の２人に１人はがんになる

時代だが、若い世代のがんに目を向けられる機会は多くない。この番組は、そん

な若者のがんの実態に迫るよい番組だった。ＡＹＡ世代ということばは初めて

知ったし、２万人という数は、大きな数だと思う。先月、乳がんの手術をした

矢方さんは、表面的には明るさを保っていたが、話の内容は切実で、胸に迫る

ものがあった。登場したかん患者の人たちから、進学、就職、結婚というライ

フコースの途中で出会った悲劇に立ち向かう緊張感や、がんが治ってもまだ続

く出産・結婚の不安、若いが故の苦しみなどが伝わってきた。職場をいったん

離れ、復帰することの難しさは、治った後も長い人生が続く若い世代のがんの

特殊性を物語っていた。それらを支援する取り組みも紹介されており、岐阜大

学で看護師が補足説明しているのはユニークだと思ったし、静岡がんセンター

での社会とのつながりを支援する取り組みは、今後の日本の医療のあり方を示

すものだった。また、ＡＹＡ世代へのアンケートで、病気の予後よりも将来が

心配であることを紹介した際に、医者ががんを治すことに対する意識の転換が
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必要であるという解説は適切だったと思う。 

 

〇 地域の“今”にスポットをあてるという番組趣旨に合っているほか、内容的

にも中部地方だけでなく全国で共通する話題であり、放送する意義が感じられ

た。がんに苦しんでいるＡＹＡ世代を取り上げ、その対策の必要性について、

実例を挙げながら問題提起しており、全体的によい番組だと感じた。番組内で

紹介した表の見出しが“ＡＹＡ世代の悩み”とあり、山田大樹アナウンサーが

口頭で「がん患者の」とフォローしていたが、これはグラフ上に表記すべきも

のだと思う。また、表ではＡＹＡ世代のがん患者の悩みとして、がんそのもの

に対する悩みが少なく、多かった将来、仕事、お金の話題に展開していたが、

がん患者ではないＡＹＡ世代の悩みのデータなど、他のデータとの比較を行う

べきではないか。数値を示す場合は、データさまざまな角度から比較検討すべ

きで、1 枚のグラフで判断するのは、信頼性が薄いと思うので気をつけてほし

い。 

 

〇 身近にがん患者がいる人間には、ことタイトルはとても重いと思う。がんは、

いつ誰がかかるかわからないという考えがあり、ＡＹＡ世代という特有の世代

を取り上げた意味が、最初はわからなかった。どんな世代でも、がんになれば

その年代ごとにいろいろな問題が起こり、ライフステージでさまざまな問題が

あるだろうと思っていた。ただ、視聴後は、ＡＹＡ世代に特有の問題があるこ

とを理解することができ、とてもいい問題提起があった。ＡＹＡ世代という言

葉自体、初めて知ったので、こういった形で認知度を高めていくことができれ

ばとてもいいと思う。ただ、問題を提起するという部分と、ＡＹＡ世代という

言葉や、特有の問題を知ってもらうという２つの柱があり、２５分の番組でま

とめるには非常に内容が濃かったので、シリーズ化してもいいと思った。人生

のステージにおける転機となる時期であり、精神的な悩みがものすごく大きい

世代なので、特有の心のサポートが必要になることは十分に描かれていた。一

方で、ＡＹＡ世代がかかるがんに特徴があり、症例として少ないため治療法が

確立していないという医学的な問題については触れていなかった。この問題も

紹介しないと、何故ＡＹＡ世代だけ知られていないのか、世代だけの問題なの

かと思われてしまい、ミスリーディングになってしまうので気をつけてほしい。

社会的な支援にもお金と心の２つ問題があり、お金は行政の助成になぜ年齢制

限が付いてしまうのか、厚生労働省が乗り出しているとすれば解決できる道は
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あるのかが知りたかった。心のケアについても、プロフェッショナルとアマ

チュアで分かれており、プロは医者、看護師、ソーシャルワーカーなどで描か

れていたと思うが、受け入れる家族や職場、学校など、アマチュア側の意識啓

発につながるような番組ができると、視聴者にもすごく役に立つし、特徴的な

世代であれば、その世代の同じ悩みを持つがんにかかった人たちの交流の場が、

たとえバーチャルでもあればいいと思った。そういう形に社会が動いていくと、

問題提起が解決につながっていくという印象を受けた。 

 

〇 大きな社会問題を掘り起こす意味で、いい点に着目していた。がん患者 100

万人のうちの２万人という表現があったが、日本の将来にとって若い人たちの

命に関わるということは非常に大きな問題だと思う。国全体で考えるべき問題

として、ＮＨＫで取り上げたのは大変よかった。これ以外にも若い世代への問

題はいろいろあると思うので、今後もしっかり取り上げていってほしい。若者

の将来ということで興味深く視聴したが、自分の命よりも将来に対して不安を

抱いていること、誰と相談したらよいかわからない不安が、よくわかった。岐

阜大学や静岡がんセンターの取り組みが紹介されており、このような対応策は

重要だと思うが、この地方でまだ２件しかないということもあって、行政関係

の対応策がどうなっているかも紹介してほしかった。ＮＨＫが国の問題に関す

ることについて、小さい事例かもしれないが、ひとつひとつ取り上げることに

感謝するとともに、今後も警鐘を鳴らしてもらいたい。 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

〇 ５月１８日(金)のチコちゃんに叱られる！「＃６」を視聴した。日本人のま

ぶたが一重になった要因について、寒いところに適応していった結果で、寒さ

への適応で体も小さくなると紹介していたが、生物学的には人類のような恒温

動物は寒くなると体が大きくなるという法則があり、おかしいと感じた。 

 

〇 ５月２３日(水)のガッテン！「物忘れ＆認知症を予防！“記憶物質”大発見

ＳＰ」を視聴した。血糖値が高くなると物忘れがひどくなるという内容だった

が、糖尿病の人が全員認知症になるわけではない。長期的に血糖値が高い状態

になれば、認知症のリスクがあがることは事実であり、番組でも紹介していた

が、この番組の全体の印象だと一時的な血糖値の上昇によって物忘れが生じ、
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低くなれば物忘れがなくなると誤解されてしまうように感じた。個々の各論は

問題がないとしても各論の接続のしかたに問題があり、全体として正確さを欠

いた番組だという印象だった。 

 

（ＮＨＫ側） 

医療に限らず放送番組で扱う内容については誤解を招くこと

のないよう注意したい。 

 

〇 ５月２３日(水)のガッテン！「物忘れ＆認知症を予防！“記憶物質”大発見

ＳＰ」と６月７日(木)のクローズアップ現代＋「９０歳事故で議論再燃！？ 

高齢者の運転どう考える」を視聴した。高齢者の認知症を防ぐには、免許を返

納してからの生活をどう支えるかが課題だと感じた。前者のように認知症の予

防のために外に出て人と話そうと呼びかけている番組がある一方、後者のよう

に高齢者は車を運転してはいけないという番組もあり、両方を見ていると矛盾

を感じた。高齢者の問題を大きな枠組み、ひとつの流れで解決できるような番

組があるとよい。ＡＩなど新しい機能の車も出ているが、高齢者が使いこなせ

るか不安を感じるので、車を買い替えた高齢者の現状や買い替えて良かったと

いう話も聞きたかった。 

 

〇 ５月２３日(水)の歴史秘話ヒストリア「こんなダンナですみません！愛され

実業家・五代友厚」を視聴した。教育的な内容で、乱世の中での人間のすさま

じい生き方、人間のすばらしさに感嘆した。五代家の子孫がＨ２Ａロケット打

ち上げの責任者であることをよく調べたと思う。その方がオールジャパンで皆

の力を結集して世界的事業をやり遂げると言っていたが、日本人かくあるべし

と感じた。大変いい内容だった。 

 

〇 ５月２４日(木)の所さん！大変ですよ「サラリーマンが突然 夢の社長

に！？」を視聴した。黒字にも関わらず、後継者がおらず倒産する中小企業が

あるが、後継者不足の背景をもう少し取材すれば番組がより魅力的になったの

ではないか。番組でも触れていたが、会社を買うということは必ず儲かるもの

ではないし、リスクが大いので、よくよく考えて購入しなければならないと

思った。 

 



9 

 

〇 ５月２５日(金)の金とく「名古屋城 ～“究極”の技と美の旅～」(総合 午

後 7:56～8:41)を視聴した。縮小版の石垣を積む場面があり、実際にこういう

ふうに作られているのか、裏はこうなっているのかということがリアルに分か

り、とてもよかった。木造建築の専門家の話も分かりやすく、名古屋城のすご

さを改めて感じた。ただ、アナウンサーが畳のへりを踏んでいたことが残念

だった。 

 

〇 ５月２５日(金)のザウルス！今夜も掘らナイト「意外にスゴい！福井の幕末

胸キュン旅」を視聴した。丹巌洞や福井県庁など地元の人が誰もが知っていて

気軽に行けるポイントが深く紹介されていて、行ってみたいと感じられる内容

だった。地元の言い伝えや伝説、手紙や逸話を語る人などを掘り起こしていく

という内容が、まさに番組タイトルに合致するものだった。また、いつもは２

人でたどたどしいレポートをしているお笑いコンビも、今回はゲストの案内人

との絡みがあり、キャラクターを発揮できていたと思った。 

 

〇 ５月２５日(金)のドキュメント７２時間「春の日本海 ホタルイカを待ちな

がら」を視聴した。ホタルイカの身投げを楽しみに全国から集まってきている

人たちの生活や人生、家庭状況などに加えて、人と人とのつながりにスポット

を当てていた。「ホタルイカすくい」のために富山に集う人たちのヒューマン

ドキュメントになっており、軽い気持ちで楽しめた。ＮＨＫらしい大変よい番

組に仕上がっていた。 

 

〇 ５月２９日(火)のおはよう東海「三重尾鷲市の港町から中継 話題の郷土料

理とは？」を視聴した。「梶賀あぶり」という言葉を連呼していたが、正しい

商品名は「梶賀のあぶり」だ。正しい郷土料理を視聴者に知ってもらい、食べ

てみたいという人を増やそう、その地域を知ってもらおうという意図があるの

だと思ったが、商品名が違っていたのが残念だった。また、レポーターが「こ

れはお酒に合う」と言っていたが、放送の時間帯とお酒に合うという言葉に違

和感があり響かなかった。インタビューされていた方がアナウンサーの質問を

聞き取れていなかったようで、その商品の一番のポイントが伝わらなかった。

一般の方や年配の方のインタビューでは聞き取りにくいこともあると思うの

で、うまく機転を利かせてほしい。 
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〇 ６月３日(日)のナビゲーション「“日本流”外国人を育て 世界へ」を視聴し

た。製造業を支える中小企業の問題をよい面から取り上げたことが大変よかっ

た。中小企業で働く人が減少する中、海外の現地の人たちが意識改革をして自

分たちの力で自分たちの国を作っていくことに日本が力を貸していることに、

納得のいく内容だった。しぶとく生き抜いている中小企業にも興味津々だった。

コメンテーターのコメントもよく、すばらしい人選だった。今後も広く取材し

てほしい。 

 

〇 ６月２日(土)のＮＨＫスペシャル「ミッシングワーカー 働くことをあきら

めて･･･」を視聴した。取材対象が再就職した矢先に病気が見つかり会社を辞

めてしまったことに、なかなか再スタートが切れないという厳しい現実を知り

衝撃的だった。行政の仕組みだけではどうしようもなく、改めて家族や近所の

つながりの強化が必要だと強く感じられた番組だった。番組の最後で取材対象

へお礼を言う三宅アナウンサーの姿勢には非常に好感が持てた。 

 

〇 取材対象のような人がいることに驚き、考えさせられた。働き手がなくなる

問題や年金問題がある中で、こういう人がいるという現状の紹介で終わらせる

のではなく、解決策を示す番組があるとよい。 

 

〇 切り口がよく、取材が分厚いという印象の番組だった。かつては独身・リス

トラ・無職・ホームレスというようなケースで報じられてきた問題に、介護と

いうファクターが入ってきたことに加え、生活保護などの公的扶助ではなく雇

用の観点からという視点に新しさを感じた。就労に向けた取り組みと公的扶助

の組み合わせが必要だと思った。よい切り口なのでぜひ取材を続けてほしい。

一方で、「ミッシングワーカー」という言葉がやや過剰だった。 

 

〇 ６月３日(日)のＪｏｕｒｎｅｙｓ ｉｎ Ｊａｐａｎ「伊勢志摩 自然暮ら

しを体験」(ＢＳ１ 午前 4:00～4:28)を視聴した。アクセスや場所・料理の名

前が詳しく紹介されておらず、問い合わせ先もわからなかった。情報として中

途半端で、番組の狙いがわかりにくかった。映像はものすごくきれいで行って

みたいと思えるので、そこにアクセスできるような情報があるとよい。 
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〇 ６月３日(日)のＮＨＫスペシャル ブループラネット 第２集「浅瀬の海 

命ひしめく巨大都市」を視聴した。きれいな映像で、どうやって撮ったのだろ

うと思うような斬新な場面が多くあり、撮影技術の向上に驚かされた。一方で、

熱帯の珊瑚礁や温帯の海藻林を都会の巨大都市として捉えてストーリーが作

られていたが、珊瑚礁や海藻林が巨大都市とは思えず、その発想が理解できな

かった。巨大都市というテーマで話を進めるために、例えばカニを食べるタコ

を襲うサメはならず者というふうに擬人化されて紹介されていたが、生物の世

界を一方的に見ている。ストーリー立てに違和感があり、一貫性もなく気持ち

が暗くなった。 

 

〇 ６月４日(月)のあさイチ「大ブームの炭酸水 徹底活用術」を視聴した。ふ

だん使っている炭酸水でいろいろな実験をしていて、よかった。炭酸の入浴剤

を入れた後もしばらくは炭酸の効果があるという情報は役立った。ただ、炭酸

水のダイエット効果を検証する実験方法には疑問を感じた。 

 

〇 ６月６日(水)のクローズアップ現代＋「自称“難民”が急増！？ 超人手不

足でいま何が…？」を視聴した。難民ビザの申請はチェックが緩い一方で研修

生の受け入れは審査が厳しいという現状があり、制度の矛盾を感じた。政府の

対応の差の背景を知りたい。 

 

〇 ６月８日(金)のあしたも晴れ！人生レシピ「ＡＩでどう変わる？超高齢社会」

を視聴した。自動運転をはじめＡＩの進歩に驚いた。人間の補佐役的なことを

ロボットができるような時代が身近に来ていることが、すごく分かりやすく伝

わってきた。賀来千香子さんの司会がうまく、雰囲気もよく出ていて好感が持

てた。 

 

〇 ６月８日(金)の北陸スペシャル「ローカル線でＧＯ！～初夏の北陸・旅くら

べ～」を視聴した。爽やかな映像で音楽もナレーションもよかった。人々の優

しさ、女性の元気さ、頑張っている姿が印象的で感心した。 

 

〇 ６月８日(金)の静岡スペシャル「発見！富士山 水の底力 ～Ｍｔ．Ｆｕｊ

ｉ Ａｑｕａ Ｊｏｕｒｎｅｙ～」を視聴した。湧水を生活水として暮らす地

域の人々に触れ合いながら、おいしいワサビの育成法や駿河湾の桜エビなどが
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紹介されており、静岡ならではの美しいほのぼのとした番組だった。 

 

〇 ６月８日(金)の食材探検 おかわり！にっぽん「能登野菜～石川・七尾市～」

(総合 午後 8:13～8:42 石川県域)を視聴した。金糸うりの焼きそばや酢のも

のなど、石川県でもあまり食べられていない珍しい料理が紹介されていた。味

と伝統を伝えていきたいという農家の方や、能登の祭りを伝承していきたいと

いう指導者の方の姿に、伝えることは大切なことだと勉強になった。こういっ

た番組を続けてほしい。 

 

〇 ６月１７日(日)のＮＨＫスペシャル ２０１８ ＦＩＦＡ ワールドカッ

プ「這い上がれ “西野ジャパン”の３０日」を視聴した。大会直前に監督が

交代し限られた時間の中でのチームづくり、対戦相手や戦術の分析、監督が選

手たちに泥臭い努力を促す様子、長谷部選手が仲間の試合をテレビで見ながら

淡々と仲間を分析している様子などが取材されていた。監督が交代したばかり

で様々な意見が飛び交う中で大変興味深い番組で、なかなか見られない選手の

内なる心も見られた。 

 

〇 ６月１８日(月)のＮＨＫスペシャル ２０１８ ＦＩＦＡ ワールドカッ

プ「驚異のストライカー ～対戦国の“英雄”たちを徹底解剖～」を視聴した。

昨年１２月に組み合わせが決定した後から取材したのだと思うが、番組制作の

スピード感に驚いた。名選手たちの生い立ち、ケガによる故障から立ち上がっ

てきた不屈の魂など、人間味あふれる取材が番組に厚みを加えていた。試合本

番をどう見たらいいのか、視聴者が知りたい、見たいという期待以上の奥行き

のある企画、取材だったと思う。 

 

〇 「ヨーコさんの“言葉”」を視聴した。生活感あふれた良いエッセイで、ほ

のぼのした番組だ。６月１日が第４９話、６月５日が第２５話と日によって回

がばらばらだと感じたが、曜日ごとに回が１週間ずつ進んでいく方式だという

ことに気付いた。どういった意図でこの方式で続けているのか疑問に思った。 

 

〇 「ニュースザウルスふくい」を視聴している。スタジオにある看板について、

全体が見えないのが気になっていたが、キャスターの真ん中に移動して全体が

見えるようになり、すっきりした。 
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〇 「ニュース富山人」を視聴している。これまで放送してきた４Ｋの映像をま

とめて放送していたが、カメラアングルが斬新でよい映像だった。出演者も地

元の方や観光客の方が中心で押しつけるような演出がなく、富山らしい落ち着

いた仕上がりだと高く評価したい。 

 

 

〇 「ＮＨＫ ２０１８ ＦＩＦＡ ワールドカップ」のアプリについて、自分

が監督になった気分でデータを見ながら戦術や選手交代を考えたり、好きな選

手だけが見られるアングルを研究したり、サッカーの指導者やプレイヤーに

とっても勉強になるすばらしいアプリだと思う。ただ、経過時間が画面上にな

くわかりにくいので、画面上にあるとよい。生配信が見られない試合もあり残

念だった。また、あまり知られていないと思うので、もっと宣伝をしてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

ライブ配信についてはＮＨＫが総合テレビで生放送を行う試

合のみ対象となり、全６４試合を配信できる権利があるわけでは

ない。Ｑ＆Ａにはその旨の記載があるが、もっと分かりやすく表

示できないか、担当部局にご意見を伝える。 
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平成３０年５月ＮＨＫ中部地方放送番組審議会 

 

 ５月のＮＨＫ中部地方放送番組審議会は、１７日(木)、ＮＨＫ名古屋放送局に

おいて、１０人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず「境界調査バラエティー ニッポンのワケメ」について説明が

あり、放送番組一般について活発に意見の交換を行った。 

 最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、「平成２９年度中部地方向け

放送番組の種別ごとの放送時間」、今後の番組編成の説明が行われ、会議を終了し

た。 

 

（出席委員） 

  委 員 長  小澤 正俊  （大同特殊鋼（株）相談役） 

 副委員長  東    惠子  （東海大学海洋学部環境社会学科教授） 

 委 員  井口 昭久  （愛知淑徳大学健康医療科学部教授） 

     加藤 勇二  （愛知県農業協同組合中央会常務理事） 

   清川 卓二  （清川メッキ工業（株）専務取締役） 

   德田 八十吉（德田八十吉陶房代表） 

   中村 智景  （四季料亭「助六」女将） 

   長谷川明子  （日本ビオトープ管理士会中部支部会長） 

   松田  裕子  （三重大学副学長） 

   真能 秀久  （中日新聞社取締役人事労務担当) 

 

（主な発言） 

＜「境界調査バラエティー ニッポンのワケメ」５月１日（火）放送について＞ 

○   シチューについては、家族でもごはんにかける、かけないの違いがあると

思った。中尾彬さんの「ひとつの美学でさあ、かけるのは嫌なんだよ」とい

う発言にはとても共感した。出演者たちが真面目に、どうでもいいことを議

論していた番組だった。大笑いしたり、徹底的なばかばかしさを感じるもの

でもないが、突然挟まれる小ネタなど、理屈はともかく、随所におもしろみ

を感じさせてくれた。3,600 人への調査による食塩購入量とシチューをかける

ことの相関結果も、ふだんであればデータの信頼性について考えるが、あく

までバラエティー番組という、おもしろさが前面にでていたので気にならな
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かった。バスマットやおにぎりの話も同様で、まれに見るおもしろい番組だっ

たと思う。  

 
○   一つ一つのテーマが、身近だがどちらでもかまわないような内容を真面目

に深く掘り下げていた点がおもしろかった。一方、「調査バラエティー」とい

うタイトルからすると、調査手法に物足りなさを感じた。疑問を調べ、仮説

を立てて検証し、結果を考察するのが調査だと思うが、番組では仮説を立て

る部分がなく、出演者の好みなどを紹介していた。誰かと一緒に視聴してい

れば、仮説を立てる段階が一番盛り上がると思う。バスマットについては、

衛生面の問題も無く、むしろタオルで足を拭くことによる転倒の危険性など

を紹介しておきながら、人への思いやりがある人が足を拭くという結論で終

わったことに唐突感があった。好みだけではなく、理論的な説明ができる出

演者がいると、もっと深みのある番組になったと思う。  

 
○   ふだん当たり前だと思っていることが必ずしも当たり前ではないこと、全

国調査の結果、日本のどこかにある境界線によって違いや県民性について知

ることができるなど、大変楽しい番組だった。データ放送を活用し、自分の

住む都道府県についての情報が詳細に分かると、視聴者に参加感が生まれ、

もっとおもしろく、分かりやすくなると思う。また、出演者は最初に出身が

紹介されていたが、回答のランプでも表示すると、出演者の回答からワケメ

を感じやすくなると思った。また、番組の中に出てきた日本地図で、都道府

県の形が似ていないものがあった。視聴者は自分の県に目が行くと思うので、

都道府県の形はきちんと表示してほしい。夜７時半からの番組として、誰が

見ても楽しく見られる内容でよかったと思う。  
 
（ＮＨＫ側） 

テレビを見ながら、家族でコミュニケーションをするうえでは、

データ放送を活用し視聴者参加型にすることも一つの手法だと

思っている。今後の制作の参考にしたい。  

 
○   クリームシチューをご飯にかけるか質問し「かけるの！？」「かけない

の！？」という友人同士の驚きで始まる導入部は、番組のコンセプトを象徴
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し、効果的だった。ＶＴＲでは、シチュー鍋を食卓の真ん中に置いて、おた

まで各自がよそう習慣に驚いた。おにぎりの呼び方では、コンビニの普及が

生活や言葉の変化につながったことを知ることができ、山賊むすびを考案し

た 100 歳のおばあさんのチャーミングな姿を含め、とてもよかった。そして

競馬に夢中の元大学教授の登場シーンは最高におもしろかった。また、テー

マごとに科学的な検証が入ることで、より分かりやすくなっていたと思う。

出演者は大変ユニークな人たちがそろうことで番組への親近感や好感度につ

ながっており、スタジオのセットもシンプルで見やすかった。一方で、全国

各地のおにぎりを紹介するパネルをもう少し詳しく紹介してほしかった。各

地で、方言や食文化、習慣について、歴史文化的な観点から境界を議論する

ことはよくあると思う。「ワケメ」は「分けた箇所」や「区別した点」を意味

するが、番組では「ワケメ」を異なる価値観と捉え、それぞれをリスペクト

するという番組企画のコンセプトだったのだと理解した。自分の生活習慣が

当たり前だと思い込んでいたことに気づかされた番組だった。  

 
○   ＮＨＫがバラエティーを作ることの是非について考えながら視聴した。司

会者とゲストは、他番組で実績がある人だったため、見ていて安心感はあっ

たが新鮮さが薄かったと思う。また、おむすびの話で、出演者の「どこを結

ぶんだよ」という発言は残念に感じた。「むすぶ」という言葉は意味が深く、

その中には、しっかりまとまった形のあるものにするという意味が含まれて

おり、語源をひもとくと、日本の歴史の発祥につながるような大事な言葉だ

と思っている。その意味で、山賊むすびを考案した高橋アヤ子さんは「むす

びという言葉が好き」と述べながら帯や縁談の例を出していたが、ことばの

本質を表わしており、感心させられた。番組内で調査数が多いことは番組の

信頼性と厚みを担保しているので、今後も継続してほしい。ＮＨＫが制作す

る番組には、気楽に視聴できるバラエティー番組であっても、キラリと光る

ものを忍ばせてもらいたい。また、テロップの表記について、「わかる」「わ

からない」、体を「ふく」「ふかない」を平仮名で表現するなど、何を基準に

しているかが気になった。子ども向けの配慮など基準があれば教えてほしい。 
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（ＮＨＫ側） 

テロップの表記については、ＮＨＫ放送文化研究所が発行して

いる「ＮＨＫ漢字表記辞典」に掲載されている文言に準拠してい

るが、各番組の制作責任者の判断で変更を行うことがある。  

 
○   一緒に視聴した家族が、バラエティー番組であっても調査結果を素直に信

じている姿を見て、あらためてテレビやＮＨＫという公共放送の影響力の大

きさを感じた。番組での情報の取り上げ方については、今後も十分に留意し

てもらいたい。3,600 人へのリサーチという調査量はさすがと思う一方で、

サンプルの母集団がどういうものか、回答した人に偏ったパターンが見られ

ないかなど、データソースとしての信頼性が気になった。バラエティー番組

なので、信頼性まで気にするとおもしろくなくなってしまう面もあるが、調

査バラエティー、調査結果という部分を前面に出している番組なので気をつ

けてほしい。特にシチューについては、番組でも特定の家庭を取り上げてお

り、一般論として、調査対象の抽出が難しいと思う。同じジャンルでも地域

で商品が違うなど、もう少し客観性があれば分かりやすかった。例えば、学

校給食などを調査し、とろみや塩分濃度に地域性があり、そのうえで子ども

たちはご飯にかけているかなど、もう少し客観性がある形でワケメを見るこ

とができれば、納得感が増し、より楽しい番組になったと思う。  

 
○   シチューをかける、かけないなど、個人によって考え方がばらばらなテー

マを選んでいるのはおもしろいと思った。バスマットは、テーマの補足とし

て行った雑菌の有無についての調査結果が興味深かったほか、検査会社で正

確に調査することで信頼性が高まってよかったと思う。おにぎりとおむすび

では、番組で使用した地図で、愛知県の部分に天むすが置いてあった。「むす」

と書いてあるのに、番組内では一切触れないことに違和感があったほか、Ｎ

ＨＫ名古屋放送局の制作なのだから、山賊むすびに加えて、天むすに触れて

もよかったと思う。また、天むすは三重県が本来の発祥地なので、三重県の

人への配慮や、情報の正確性なども大切にしてほしい。一方で、天むすや山

賊むすび以外の各地の特産品など文化の違いを通して、多様性が伝わってき

た。平成２９年７月２８日（金）放送の金とく「中部の境界線ワンダーラン

ド」は、うどんだしの境目を調べるにあたって、南北からそれぞれ味比べを
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しながら移動し、境目でぶつかる構成だったのでワケメを意識しやすかった。

次回があれば、ワケメの表し方について工夫してもらいたい。また、司会者

の進行や「みんなちがって、みんないい」という金子みすゞさんの言葉をモ

チーフにしたエンディングは、とてもすばらしかった。勝ち負けを決めるの

ではなく、もっとおもしろいワケメを見せてほしい。  

 
（ＮＨＫ側） 

天むすについては、実はスタジオで出演者が触れていたが、番

組全体の構成と放送時間を考えたうえで割愛したことから、番組

内で一切取り上げてない形となってしまった。「みんなちがって、

みんないい」は演出陣で考えた。最初にこの番組を企画した段階

で、多様性の中で寛容さを醸成して相互理解を深めたいという大

きなテーマがあったため、台本にしっかり記載していた。  

 
○   視聴し始めた段階では、シチューをご飯にかける、おにぎり・おむすびの

違いなど、個人的には正直どちらでもいいような内容だと思っていた。しか

し、番組を見進めるうちに、日本人の繊細な心と、時代の移り変わりの中で、

ことばや文化も大きく変わりつつあるということを感じた。  

 
○   ＭＣをお笑い芸人が務めるなど、他の民放各局のバラエティー番組と代わ

り映えがしないのではないか、ＮＨＫらしさはどこにあるのだろうか、と思

いながら見た。内容的にはおもしろかったが、いくつか気になることがあっ

た。出演者の中で、中尾彬さんと大島麻衣さんが同じ千葉県出身だったが、

重なるよりも別の都道府県出身の人がよかったと思う。シチューは、鹿児島

県や沖縄県もかける地域だったが、説明がなかったのが残念だった。バスマッ

トのワケメは、同居人の有無による気配りの違いという結論だったが、でき

れば境界線のあるテーマを選んでほしいと思った。おにぎりとおむすびの違

いは、コンビニエンスストアの増加によるものという説明は分かったが、例

として紹介していた歴史書があった時代はどういう分布だったのかが分から

なかった。一番印象に残ったのは、山賊むすびを考案した高橋アヤ子さんの

話で、「むすぶ」は日本にとって大切な言葉だと思った。  
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（ＮＨＫ側） 

鹿児島、沖縄でシチューをかけて食べることについてリサーチ

はしていたが、限られた時間の中で東北・北陸地域を取り上げ、

焦点をあてた形となった。  

 
○   ＮＨＫがこのようなバラエティー番組を放送するということで興味深く視

聴した。ワケメという観点はおもしろく、改めて日本人の多様性を感じた。

一方で、民放各局にも県民性を押し出したバラエティー番組がある中、ＮＨ

Ｋがこの番組を通して何に取り組もうとしているかが分かると、より意味が

あったと思う。ＮＨＫの番組には、バラエティー番組であっても、多くの視

聴者に見られるだけではないプラスアルファとなるものを期待したい。今後

も研究を重ねてほしい。  

 
○   はっきり言えば、何がおもしろいのか分からなかった。内容にあまり笑え

る部分がなく、「アンガールズ田中卓志さんのいいところ」というアンケート

にいたっては全くの場違いに思えた。スタジオも出演者同士が楽しく話して

いるだけで中味がなく、人選も疑問を覚えるものだった。ホームページでは、

グルメや生活習慣など、違いの境界線「ワケメ」と、ワケメが生まれた「ワ

ケ」を全国的に徹底調査とうたっていたが、番組内で取り上げた３つのテー

マはそこまでのものとは思えなかった。例えばシチューについては、とろみ

と塩分を切り口に東北地方を取りあげていたが、青森県でさえ割合は半分し

かない。クリームシチューの歴史や、丼などの食文化、そのほかの要素もあ

るのではないだろうか。新たなワケメを見つけるべく、一つ一つのテーマを

きちんと掘り下げていってほしい。  
 
＜放送番組一般について＞  
○   ４月２０日 (金 )静岡スペシャル「静岡から世界へ 静岡を世界に発信しよ

う」を視聴した。静岡放送局新会館から２部構成の生放送だったが、生放送

当日は現場にいたので、後日番組を視聴して、どのように編集し放送してい

るかが分かりうれしかった。後半のディレクソンは公募で集まった県内の

国・世代・職業を超えた視聴者が複数のグループを組み、企画を考えて静岡

を世界に発信するという、既成概念を超えた取り組みで、大変おもしろかっ
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た。審査で選ばれた企画の「キュンするしぞ～か旅 静岡男子もいいら」は、

静岡を堪能できる風景や人々の営みが収録された番組になっており、ぜひみ

なさんに見ていただき、静岡を知ってもらいたいと思った。  

 
○   ５月１１日 (金 )ザウルス！今夜も掘らナイト「１泊２日 世界遺産・五箇山 

古き良き日本に出会う旅」を視聴した。福井のことを知らない出演者が旅を

する、外国人に人気のある土産店を紹介するなど、福井県民が行きたいと思

えるような共感できる視点がなかった。番組で紹介したスポットのアクセス

の情報がなく、旅をしたいという気持ちを喚起するうえでは情報が不足して

いた。福井県民が共感できる内容、出演者の人選を期待する。  

 
（ＮＨＫ側） 

福井放送局にフィードバックをしながら、今後の番組作りの参

考としていきたい。  

 
○   「たっぷり静岡」を視聴している。５月８日 (火 )と１５日 (火 )には岳南電車

を舞台にしていたが、入局３年目の記者が、同じ電車に乗り合わせて友人に

なった女性たちや身延線の歴史を話す男性、親戚からタケノコをもらってき

たという乗客など、偶然会ったとは思えないような、ドラマのような人間模

様の中でインタビューを行っていた。地域密着型の、ほのぼのした人間味あ

ふれる内容だった。また、オーストラリア人のザックさんが大沢や宇津ノ谷

などを舞台にサイクリングの旅をするシリーズも放送していた。そこで出

会った地域の人たちとふれあいながら静岡の魅力を紹介していた。ＮＨＫ

ワールドＪＡＰＡＮのコンテンツをたっぷり静岡内で発信した形だが、こう

した番組が世界に発信されるのだと感じてとてもうれしく思う。  

 
○   ４月２０日 (金 )おもてなし北陸「春の海を満喫！ 七尾湾・ローカル線の旅」

を視聴した。春の七尾湾は大変美しかった。クリスマスのイルミネーション

は季節外れだと感じたが、出演者にも好感が持て、楽しく最後まで見た。イ

サザ漁は原始的で驚いたが、さらにビールに入れて飲み込む場面にも驚いた。 
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○   ５月１１日（金）三宅民夫の東海ＤＩＶＥスペシャル「＃１」（総合  後 7:30
～7:55 東海３県ﾌﾞﾛｯｸ）を視聴した。よく知る自動車学校がかつて野球場で、

プロ野球の試合が始めて行われた場所であることを初めて知った。各務原飛

行場で日本最多の初飛行が行なわれたのは安定した西風・伊吹おろしがあっ

たから、鈴鹿サーキットが難関コースなのは本田宗一郎が田園を避けさせた

からなど、身近な興味深い話と三宅さんの人柄が伝わるよい番組だった。  

 
○   三宅さんはどこにでもいそうで絶対いない人。ＮＨＫのイメージを形作る

くらいの傑出した存在だと思っている。番組内容は地味なネタを扱ってくれ

てよかった。若いディレクターがテーマを探しているということだが、今後

もぜひ頑張って三宅さんを生かしてほしい。  

 
○   三宅さんの年代もあり年配の男性向けの番組に見えてしまうので、出演者

に女性も入れて年代を若くすると「ブラタモリ」のようにバランスが取れて

女性も見やすくなるのではないか。内容的には初めて知るようなことを教え

てもらえてとてもよかった。特に鈴鹿サーキットの話は、こういった発想が

ほかの開発にあればこんなに世界もひどくならなかったし、日本の自然も壊

れなかったのにとつくづく思いながら見た。番組冒頭で「ザッピング」とい

う言葉が出てきたが聞き慣れない言葉だったので用語の説明テロップを入れ

てほしかった。  

 
○   鈴鹿サーキットの話は本当に感心した。本当の地域密着、本当の共存共栄

というのはこういうことだと思った。鈴鹿サーキットは“作ったサーキット”

ではなく“できたサーキット”という言葉もなるほどと思った。各務原飛行

場の伊吹おろしの話も、地元にとっては冬は冷たく、伊吹おろしがなければ

住みやすいところだと思っていたが、それがこのような格好で役にたってい

るとは思いもせず、いい勉強になった。担当ディレクターの思いがそれぞれ

の場面で語られていて、制作にかける思いが出ていてよかった。  

 
○   ４月２２日 (日 )ぎふスペシャル「岐阜のギモンを解き明かせ」（総合  前 8:00

～8:25 中部ﾌﾞﾛｯｸ）を視聴した。岐阜の言葉のアクセントは京阪アクセント、

東京アクセント、そして日本の真ん中の垂井アクセントがあることにとても
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驚いた。実際に垂井まで行きアクセントを検証していたのは驚きと感動が

あった。岐阜のことがよく分かるよい番組だった。今回の番組は過去に放送

した「ぎふボイス」の内容から抜粋したものだが、過去の内容を紹介しなが

らも、なぜ今回あえてこの内容を取り上げたのかが説明されていなかったの

で、そうであれば過去の内容紹介は省いてもよかったのではないか。  

 
（ＮＨＫ側） 

もともと岐阜の県域で放送したものを、より広い地域で見てい

ただくために放送した。今年度は特に県域放送、東海３県と北陸

３県のミニブロック、静岡の放送という形で、より地域に寄り添っ

た放送サービスの強化に努めている。そうした中で、たとえば「お

もてなし北陸」のように外国人の目線で地域の観光資源を再発掘

して地域の方にも楽しんでいただく番組や、「三宅民夫の東海Ｄ

ＩＶＥスペシャル」のように東海３県の話題を深く掘り下げる番

組に取り組んでいる。いただいたご意見を生かして今年度の取り

組み、来年度以降の取り組みにつなげていきたい。  

 
○   ４月２７日 (金 )「さらさらサラダ」を視聴した。能登の花嫁道具・花嫁のれん

が紹介されていたが、のれんも出演者の花嫁姿もきれいだった。のれんをく

ぐって別の家に行くという、大変な忍耐と辛抱がいる昔の能登の女性に思い

をはせた。  

 
○   ５月６日 (日 )ショートストーリーズ「靴磨きで生きる ～静岡市～」（総合  

前 8:00～8:25 中部ﾌﾞﾛｯｸ）を視聴した。静岡市内にオープンした一見バーの

ような靴屋を舞台に、店主で職人の杉村祐太さんを主人公とする番組だ。就

職活動中の若者や結婚式を控えた男性、がんと闘う老夫婦など、さまざまな

客が訪ねてくるが、杉村さんは客の求めるさまざまなシーンに合わせた靴を

輝かせることで、その人に寄り添い、支えたいと語っていた。玄関で靴を磨

く亡き父の背中を通じて職人を目指したという思いも語られており、とても

すてきな番組だった。  
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○   ４月２０日 (金 )プレミアムカフェ「７７枚の宇宙～千住博と大徳寺聚光院別

院のふすま絵～」を視聴した。千住さんのプロフェッショナルとしてのすば

らしい生きざまを見せてもらった番組だった。画家から見た人生、死、悲し

みを通して、傷ついた人々の心をいかに現代アート、美術で癒やし、元気に

させることができるのだろうかという、自分を深く追い詰め、追い求め、画

家として自信を深めていく過程が描かれていた。プロのすさまじさに深く感

動した。画家ではなく人間として、哲学者として葛藤しながらやっていくと

いう物語で、質の高い映像は評価されるべきものだと思う。インターネット

の進展などいろいろな意味で既存のメディアの将来が今大きく問われている

が、ＢＳプレミアムは将来も残り得るメディアの姿を示しているのではない

か。こうした番組を担当している職員の果敢な試みと努力を高く評価したい。 
 

○   ４月２４日 (火 )「永平寺 禅の世界」（ＢＳ１  後 7:00～7:50）を視聴した。

詩情あふれる映像に感動した。映像の構成が非常に優れており、過去に見た

番組の中でも特筆すべきものがある。深い山に囲まれた寺の全景から寺の内

部に進入していくカメラワーク、若い修行僧たちの闇の中の群像など、神秘

的な映像だった。鳥の声、読経の声、川の流れ、雨の音、静かな語りなど音

の演出もよかった。夏のまぶしい緑や紅葉、冬の修業など自然の美しさにも

目を奪われた。カメラマンはテレビの芸術家だと感じた。  

 
○   静と動、光と闇をうまく使い、永平寺の四季の美しさと、その美しさが修

行の厳しさを際立たせる演出が素晴らしいと感じた。なかなか見ることがで

きない永平寺の内部や問答の映像など、永平寺の本質と真理の一端を感じる

ことができる映像だった。ナレーションの音声が小さくて聞きづらかった。

また、エンディングの映像が唐突で押し付けられたような印象を受け残念に

思った。  

 
○   ４月２５日（水）ガッテン！「だるさ スタミナ切れ 乾燥肌・・・体調

不良の原因判明スペシャル」を視聴した。だるさ計を使って貧血の症状を伝

える内容で、興味深くおもしろかった。肉体的な衝撃が赤血球を減らすとい

うことは、多くの人が知らなかっただろうと思う。スポーツ貧血の存在や運

動には鉄分補給が必要なことを啓もうする番組だった。  
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○   ４月２５日 (水 )又吉直樹のヘウレーカ！「サボる“アリ”はいないのか？」

を視聴した。全体的に丁寧な作りの番組で、大変興味深かった。ドラマ仕立

てで番組のキーワードであるサボるアリと人が分かるようにしっかりと練り

込んであって、その後のセットもシンプルなアリの巣のデザインで好感が持

てた。アリの社会学者と又吉さんの会話が内容もテンポもよく、最終的にア

リと人間の社会性の関連まで話題を広げて盛り上がっており、高く評価した

い。続編に期待している。  

 
○   ４月２６日 (木 )世界はほしいモノにあふれてる「極上！オーガニックコスメ 

パリ＆リトアニア」を視聴した。民放でもなかなかないような番組で、内容

的にとてもおもしろく、いいモノを紹介してくれとてもよかった。一方、世

間ではオーガニックとは何なのかがとてもあいまいになっているので、こう

いった機会にオーガニックコスメは体にももちろんいいし、生態系にもいい

ということを伝えたり、エコマークを紹介したりするとよかった。ＪＵＪＵ

さんの体験談でオーガニックを使っていたが体に合わなくてアレルギーが出

たという話もとてもよかった。何でも化学物質が悪い、オーガニックがいい

わけではなくて、いかに自分の体と相談して使っていくのか、というところ

をきちんと紹介していた部分はよかった。これからも楽しみにしている。  

 
○   ５月１日 (火 )「解体キングダム」を視聴した。建物を解体する技術を紹介し

ていたが、解体はただ壊すだけではなくすごい日本の技術があるということ

が初めて分かった。特に、ビルを壊すときに、がれきを１か所に集めて落と

してきれいに解体する場面を見て、やはり日本の技術はすごいということが

改めて分かった。大変ためになる番組だった。  

 
○   ５月３日 (木 )ＮＨＫスペシャル選 人類誕生 第１集「こうしてヒトが生ま

れた」 (総合  前 8:05～9:04）を視聴した。ＣＧをこれでもかというくらい駆

使しながら、分かりやすく、興味深く見せており、小学生でも関心を持って

見られる番組だと感じた。心の進化に触れていたのが興味深かった。ゴリラ

は弱者を助けると言われているが、ゴリラ研究の世界的権威の意見も聞けば、

もう少しおもしろかったのではないか。こういった番組に真剣に取り組んで

いることに感心した。  
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○   ５月３日 (木 )タモリ×山中伸弥「驚き！人体解明ヒストリー」（総合  前 10:05
～11:18）を視聴した。タモリさんの賢さと、山中さんの人間力が見えた。山

中さんの言葉は、若い人が見たら大変いい刺激になったのではないかと思う。

大胆な試みに敬意を表したい。  

 
○   ５月５日 (土 )助けて！きわめびと選「老眼鏡で若返り 大作戦！」を視聴し

た。黄金比率のことや大きさや色が選べることなど、大変参考になった。せっ

かくスタジオに 300 本の老眼鏡を持ってきているのであれば、番組冒頭で老

眼鏡をかけて似合わないと指摘された方々が、似合う老眼鏡をかける演出が

あってもよかったのではないか。  

 
○   ５月６日 (日 )ＮＨＫスペシャル ブループラネット 第１集「大海原 青い

砂漠を生き抜く」を視聴した。冒頭の、海にいる魚がジャンプして渡り鳥を

食べるシーンで一気に引き付けられた。映像技術が高く、ＢＢＣとＮＨＫの

共同制作ならではの質の高い番組だった。地球のすごさを改めて感じる番組

だった。これぞまさにＮＨＫらしい番組のひとつだと思うので、ぜひこうい

う番組を続けてほしい。映像があまりに美しすぎてＣＧではないかと思う

シーンもあったので、誤解されないような工夫があってもよかった。  

 
○   これまで見たことのない場面が多く、映像の美しさに驚かされた。一方、

ストーリーやことばづかい、編集に問題点が感じられた。「大海原」と題して

いるが海域の区別が分かりにくい。沿岸、外洋表層、深海、熱帯、温帯、寒

帯などによって特性は異なる。番組の前提は外洋表層で基礎生産の少なさか

ら「青い砂漠」と紹介していたが、砂漠は不毛の地で生物が住まないイメー

ジが強いが、外洋では生産密度は低くても多くの生物が回遊などで利用して

いる。一般的な砂漠のイメージと合わないのではないか。産卵のために浮上

してきたハダカイワシの群れは、本当に奇跡なのだろうか。ＮＨＫの番組は

「奇跡」という言葉を使いすぎて、奇跡の安売りに感じる。ハダカイワシの

群れを目指して集まるイルカにつられて、キハダマグロやタイワンイトマキ

エイ、バショウカジキも集まったという編集は、後付けのストーリーに合わ

せた不自然な流れだと感じた。解説があいまいだと感じる部分も多く、映像

が素晴らしかっただけに、編集と解説にがっかりした。  
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○   ５月１０日 (木 )ネーミングバラエティー 日本人のおなまえっ！「元号って

どうやって決めるの？」を視聴した。元号の意味や決め方など、気軽に見る

ことができておもしろかった。1947 年から 1979 年生まれは法的には昭和生

まれではないという話には驚いた。的場審議官が何よりも怖いのは世間に事

前に新元号が漏れてしまうことだと言っていたが、詮索すべきではないとい

う感想を持った。  

 
○   ５月１１日 (金 )「チコちゃんに叱られる！」を視聴した。民放の番組や人気

ドラマのＢＧＭが堂々と流れており、こういうことがＮＨＫでもできるのだ

と思い、攻め具合がとても素敵だと思った。チコちゃんのキャラクターにつ

いては賛否両論分かれるが、子ども向けの番組ではなく、“ボーッと生きてい

る”大人向けの番組なのだろうと理解した。日常生活で普通に使っている言

葉や物事など、「何で？」という疑問をまったく感じなくなり「それはそれで」

という姿勢になっている大人に活を入れてくれる番組なのだと思った。こと

ばづかいについても、とても気持ちがいいと思っている。「デカ」の語源が分

かりうれしかったが、解答としては不十分さも感じた。解答をぱっと見て納

得させてもらえるとよりふに落ちるのではないか。  

 
○   ５歳のチコちゃんが「ボーっと生きてんじゃねーよ！」と吐き捨てるなど、

現実では言えないようなことを言っていることや、問題に対する解答が早く

出てくることが、番組を見ている人の心をスカッとさせているのだと思う。

ことばづかいについては、子どもだけをターゲットにした番組ではないこと、

チコちゃんが非現実的な子どものキャラクターなので許される範囲だと感じ

る。  
 
○   プレミアムドラマ「ＰＴＡグランパ２！」を視聴した。楽しく見させても

らった。松平健さんが演じるおじいちゃんが失敗を繰り返しながら子どもた

ちのために奮闘する姿をとおして、ＰＴＡのなり手が少なくなる中で、祖父

母がＰＴＡをするということもありだということを世の中に広めていけると

思う。ぜひ総合テレビで放送してほしい。  
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○   「発達障害プロジェクト」が始まって１年が経った。すごく重くて難しい

テーマに取り組んだことに敬意を表したい。発達障害はものすごい理解が必

要で、医学的見地や日常生活などいろいろな観点から発達障害の方々の生き

方を描いていたが、取材に要するエネルギーと苦労に頭の下がる思いだ。発

達障害のある当事者が出ていたが、本人や家族からの信頼なくしてはできな

いことなので非常によかった。「“普通”って何だろう？」というミニ番組の

シリーズは訴える力がかなりあり感心した。この成果をぜひＮＨＫの財産に

してほしい。  

 
○   連続テレビ小説「半分、青い。」を視聴している。漫画を親に隠れてこっそ

り読んでいた世代なので、くらもちふさこさん作品のパロディなのかオマー

ジュなのか、思い当たる漫画がありおもしろい。漫画を思い出させるシーン

もあり、５０代には非常によい番組だと思うので、これからも楽しみにして

いる。  
 

ＮＨＫ名古屋放送局  
番組審議会事務局 
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平成３０年４月ＮＨＫ中部地方放送番組審議会 

 

 ４月のＮＨＫ中部地方放送番組審議会は、１９日(木)、ＮＨＫ名古屋放送局に

おいて、１０人の委員が出席して開かれた。 

会議では、放送番組一般について活発に意見の交換を行った。 

 最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、５月の番組編成の説明が行

われ、会議を終了した 

 

（出席委員） 

  委 員 長  小澤 正俊  （大同特殊鋼（株）相談役） 

 副委員長  小寺 功子  （三重県漁協女性部連合会会長理事） 

 委 員  井口 昭久  （愛知淑徳大学健康医療科学部教授） 

   稲村 修  （魚津水族館館長） 

加藤 勇二  （愛知県農業協同組合中央会常務理事） 

   清川 卓二  （清川メッキ工業（株）専務取締役） 

   德田 八十吉（德田八十吉陶房代表） 

   中村 智景  （四季料亭「助六」女将） 

   長谷川明子  （日本ビオトープ管理士会中部支部会長） 

   東    惠子  （東海大学海洋学部環境社会学科教授） 

    

（主な発言） 

＜放送番組一般について＞ 

○  ３月１６日(金)静岡スペシャル「“二刀流”山本篤選手の挑戦 ～パラリン

ピック 結果速報～」を視聴した。静岡県掛川市出身の山本篤選手が夏は陸

上、冬はスノーボードという夏・冬の競技に出場するというチャレンジは、

並大抵の努力ではないと思う。チャレンジする姿をあえて示していきたいと

強い思いにその生き様を感じた。結果にはつながらなかったが、地域の人た

ちや家族をはじめ取り巻く多くの人たちが応援する姿に勇気と希望が与えら

れる番組であった。 

 

○  ３月２５日(日)北陸スペシャル「北陸お米伝説～知られざる“銀シャリ”の

世界～」（総合 前 8:00～8:43 北陸ブロック）を視聴した。いい話だと思って
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見ていたが、番組の最後でお米を用いてふざけていたのはよくないと思った。 

 

○  ３月２６日(月)富山イドバタトーク！「ちょっこし不満 しゃべらんが？第

１弾 結婚にまつわる独身・離婚経験者の“ちょっこし不満”」（総合 前 0:30

～1:13 富山県域）、４月１日(日)「ちょっこし不満 しゃべらんが？第２弾 

結婚にまつわる既婚者の“ちょっこし不満”」（総合 前 0:35～1:18 富山県域）

を視聴した。持ち家率が高い、離婚率が低い、３世代の同居率も高く、人間

関係が濃いため本音を言わない県民性があると言われる富山県では、今の若

い世代には不満があるのではと、さまざまな人が集まって、井戸端会議のて

いで討論していた。第１弾では、言っている側に悪気はない、愛されている

から言ってもらえるという意見には共感できたし、独身者への発言には配慮

したいと思った。第２弾では既婚者の不満と題し、結婚生活の中で家事・育

児など女性の負担が大きい、親との同居が大変、出産へのプレッシャーが強

いという３つのテーマで意見交換していた。どちらの回も番組構成、出演者、

進行など、ブラッシュアップできる部分はあると思うが、挑戦的なテーマ選

択を高く評価したい。今後、別テーマでの制作や、今回の放送を見た視聴者

の意見や反応を調査・分析した続編を制作してほしい。また、富山の県民性

を前面に出していたが、他県も本質は同じではないかと思うので、各県バー

ジョンの制作や、中部ブロック、全国での放送を期待したい。 

  

（ＮＨＫ側） 

        富山放送局は昨年度から「ともに、輝く。多様性のある社会へ」

キャンペーンを行っており、違いを認め合うことの大切さをさま

ざまな形で紹介してきた。必ずしも富山県だけの問題ではなく、

全国共通の課題でもあるため、昨年度１１月の視聴番組だった日

曜Ｔｕｂｅ「多様性一家が問う！  ニンゲン界は今幸せですか？」

などを中部ブロック、全国で放送した。今回の事例、ご意見も踏

まえたうえで、地域に根ざしたテーマを、夕方６時台のニュース

・情報番組や特集番組など、適した形でお伝えすることで、地域

放送の強化につなげていく。  
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○  一方で、愛知県でいえば、尾張地方と三河地方で違いがあるなど、県でくく

るのは難しい場合もあるのではないか。 

 

（ＮＨＫ側） 

地域の中でも多様性があると思うので、３月２日(金)放送の金

とく「クイズバトル７×７」など、さまざまな取り組みを行って

いる。視聴者も関心のあることだと思うので、今後も番組開発を

進めていきたい。 

 

○  ３月２６日(月)に再放送されたＥＴＶ特集「ひとのま ある一軒家に集う

人々」（総合 前 1:13～2:16）を視聴した。番組では、「ひとのま」を最先端の

ソーシャルワークのひとつとして評価していたほか、硬直化している社会や

行政の問題点を取り上げていた。今後もこうした事例や問題をもっと世の中

に紹介してもらいたいが、「ひとのま」の運営は出演していた宮田準さんだか

らできていると思うので、こうしたものを運営するためにはどうすべきかを

取り上げた続編を制作するのもいいと思う。今後も社会への提案となるよう

な番組を作っていってほしい。 

 

○  「かがのとイブニング」を視聴した。３月１９日(月)の春を告げる気多大社

からのお祭りや、金沢の東山にぼんぼりがついたニュースなど季節感を感じ

る番組が続いた。３月２０日(火)の放送では子ども歌舞伎世話人の太鼓など

が紹介されており、伝統が連綿と受け継がれていくのだと郷愁を感じた。 

３月２１日(水)「ニュース８４５」では、犬山城の壊れたしゃちほこを修

理する人が紹介されていて、熱い思いの人が城とともに町を守っていくこと

が大切なのだと感じた。 

 

○  ４月１３日(金)「ザウルス！今夜も掘らナイト～新生活！福井発 新・仕事

スタイル～」を視聴した。福井をよく知るパトリック・ハーランさんが司会

進行しており、すばらしい内容であったと思う。一方、福井出身の若手漫才

師が各地域を回って取材していたが、自分の役割がわかっていないようで、

見ていてもどかしかったが、成長を見守っていきたい。旬である働き方改革

がテーマであり、福井で先進的な企業の挑戦を紹介しており興味深く大変参
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考になった。福井では出産率、結婚率が高いため離職率が高い、というよう

な紹介があり、この表現はふさわしくないのではと思った。女性が辞めてし

まうので人手不足であるかのような印象を受け違和感があった。「掘り出し

チャンネル」のコーナーでは、若狭に３０年前にいた忍者を取り上げており、

現在、その忍者が三重大学で学術として忍術を教えているという、まさに掘

り出し物の内容でとても面白かった。 

 

○  ４月１８日(水)「Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ 松任谷由実」(総合 後 11:50～１９

日(木)前 0:11 石川県域）を視聴した。松任谷さんは多くの石川県の祭りに行っ

ており、好奇心旺盛ですごいと思った。あわせて４月１４日(土)ＳＯＮＧＳ

「松任谷由実」も視聴したが、青春時代からずっと心に残る歌があって感動

した。 

 

○  松任谷さんの番組について、全国にファンが多いので石川県だけでなく広く

放送してほしい。 

 

○  「まるっと！」を視聴している。キャスター４人が生き生きとニュースや情

報を伝えており、全員が全力で走っているような印象を受けている。また、

４人のにぎやかな会話は親近感がもてる。一方、「ほっとイブニング」の頃の

落ち着いたトーンも懐かしく思えるなど、そこはかとない静かなユーモアは

ＮＨＫの持ち味だったと改めて思った。同時間帯のほかの放送局のニュー

ス・情報番組も録画し、視聴してみたが、ＣＭの時間が長く、ニュースの量

も質もＮＨＫが勝っていると思う。４月１０日(火)放送の同番組では、特集

で東海地方の介護現場の人手不足について取り上げていた。実態や解決策の

紹介、テーマの設定など、公共放送の役割を果たすものだと思うので、今後

も取り上げていってもらいたい。 

 

○  民放各社と比較した話があったが、「まるっと！」の時間帯における放送に

ついてどう考えているのか。 

 

（ＮＨＫ側） 

ＮＨＫの視聴者は高齢者が多い中、より若い方にも視聴してい
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ただきたいと思い、この時間に在宅率の高い３０代、４０代の主

婦を対象に「ほっとイブニング」のグループインタビューを行い、

さまざまな意見をいただいた。今よりもっと親しみやすく、共感

してもらうためにどうすべきかを局内で検討し「まるっと！」を

制作した。スタジオセットを更新し、小山径アナウンサーを中心

に、出演者自身が思ったことをことばにしてもらうスタイルに変

更している。今のところ視聴者から好評意見をいただいており、

目指した番組づくりができているのではないかと思っている。 

 

○  ３月２１日(水)ショートストーリーズ「＃１５“オールドルーキー”をめざ

して～岐阜～ ＃１６二人の駐在所だより～富山～」（総合 前 10:05～10:48 

中部ブロック）を視聴した。４０歳でプロサッカー選手を目指している男性

の話は、番組最後でプロになったという筋書きであればいいが、道半ばであ

る彼を「オールドルーキー」と題してドキュメンタリーとして取り上げたこ

とに違和感があった。富山の駐在所の夫婦の話は、地域に寄り添って、夫婦

の絆や思いやりについての話で、とてもいい仕事ぶりで敬服した。 

 

（ＮＨＫ側） 

「ショートストーリーズ」の「オールドルーキー」の話は、自

分の周りでも見る方の人生観、年齢、性別などによって全く評価

が違ったように思う。４０歳でプロサッカー選手になれるはずが

ないということは、本人もよくわかっている。それでも、彼自身

がもがき、その姿を応援している周りの人たちを視聴者が見て、

どう思うかという考えさせる力があるドキュメンタリーであると

思っている。自分たちは何を諦めてきたのだろうとか、諦めきれ

ないほどの夢とは何だろう、ということを考えさせるねらいも

もって制作した。 

 

○  ４月１３日(金)ナビゲーション「急増！“難民”労働者」を視聴した。難民

でなくても難民申請すればビザが取得できて、数年は日本で働けることや、

労働力不足の中、本来の難民に当たらないことを知っていて派遣している業

者がいる実態には非常に驚きを覚えた。番組でも言及していたように、日本
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全体できちんとした議論を行わずに多少の制度変更を行っても解決しない問

題だと思う。ＮＨＫの番組でもっと発信し、解決への道を探ってほしい。 

 

○  難民申請した外国人労働者が、日本の労働現場で増えている実態に迫ってい

た。中小企業が慢性的に人手不足の中、人材派遣会社が扱う人材の多くが外

国人であるという現実、十分な議論もなく、なし崩し的に難民申請した外国

人が増加していく実態を、綿密なデータと取材で紹介しており、分かりやす

かった。今後に向けて、外国人労働者の母国が経済的に豊かになるなど、外

国人労働者が確保できなくなった際に日本はどう備えるべきか適切な解説が

あるなど、非常によい番組だったと思う。 

 

○  ３月１６日(金)ドキュメント７２時間「渋谷 春の花から物々交換」を視聴

した。次々といろいろな人たちの物に対する思い出や、人生が聞けて、変わっ

たドキュメンタリーで見応えがあると感じた。 

 

○  ３月１７日(土)ラジオ文芸館「長良川」を聴取した。こういう短編小説を放

送してもらえると、何を読んでいいか選ぶことができない人にとっては、大

変参考になり、いいラジオ番組だと思っている。新年度から放送時間が深夜

になってしまったのが残念だ。 

 

○  ３月１８日(日)日曜討論「どうなる米朝首脳会談 北朝鮮問題を読み解く」

を視聴した。島田敏男解説委員が６人の専門家に言いたい放題言わせず、き

ちんと冷静な分析で発言させており、よい討論番組になっていた。専門家も

多角的な理解や分析の上でゆっくりと説明していることで、視聴者の理解に

つながり、日本人はどうしたらいいのか、警鐘を鳴らす番組でもあったと思

う。４月１日(日)同番組「キム委員長“電撃訪中”どうみる北朝鮮情勢」も

専門家の指摘になるほどと思うことが多かった。国際情勢や外交など世界は

どう見ているか、ということについて日本人もしっかり勉強できるように「日

曜討論」もさらに内容を深めていただきたい。 

 

○  ３月１８日(日)ＮＨＫスペシャル シリーズ 人体 神秘の巨大ネット

ワーク 第６集「“生命誕生”見えた！母と子 ミクロの会話」を視聴した。
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前回のシリーズもすでに数十年も前の制作にかかわらず、この進歩の激しい

生命科学の世界で今もって教材とすることができる名作だった。今回のシ

リーズも今後、さまざまな分野で教材として使われるような番組だと思う。

今後もこのような番組を制作していってもらいたい。 

 

○  ３月２１日(水)にっぽん紀行「女三代で守る“父の酒”～福井・九頭竜川～」

（総合 後 6:05～6:38）を視聴した。「マチ工場のオンナ」の実話版のような

内容で、タイミングよく放送したことにも感心した。家族愛、伝統、事業承

継、地域愛、季節感のすべてを映像に収めたすばらしい番組だった。日本の

伝統産業の良さがうまく表現されていた。「女三代」という題名だったが、次

女の杜氏（とうじ）の描き方には、女性らしさがあまり見えず、息子が跡取

りだったとしても、ほとんど変わりがないように感じた。女性ならではの視

点や苦悩なども紹介されると、内容がもっと引き締まったのではないか。 

 

○  「にっぽん紀行」は毎回よくできていると思う。これは継続的に放送する番

組なのか。 

 

（ＮＨＫ側） 

「にっぽん紀行」は不定期だが祝日や、年末年始など不定期に

放送している。地域の営みや取り組みを取り上げており好評いた

だいている。今回の番組は福井局の若手ディレクターが取材を重

ね、密着して描いた番組である。今後も中部域内からできるだけ

多く発信できるよう頑張っていきたいと思う。 

 

○  ３月２１日(水)ドキュメント７２時間・選「春 街角のかばん店で」を視聴

した。東京にある老舗かばん店を舞台に、かばんを買いに来た人という切り

口で、子どもから高齢者、外国人など、多様な人々の立場や状況、それぞれ

の思いなどが分かりやすく表現されており、大変興味深かった。番組進行は

淡々としているが、登場人物に共感でき、さまざまな思いを想起させられた。

視聴者の心に響く、よい番組だったと思う。 
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○  ３月２６日(月)国民アンケートクイズ リアル日本人「健康・美容」（総合 

後 7:30～8:43）を視聴した。毛があるほうがいいか、ないほうがいいかとい

う議論は興味が持てず長く感じた。 

 

○  ３月２８日(水)ガッテン！「大反響＆新情報に超ビックリ！２年分の大感謝

祭」を視聴した。食事を摂取してもたんぱく質の不足から低栄養状態の人が

いることや、７０歳以上は４人に１人が低栄養状態という話は興味深かった。

「１０食品群チェックシート」は、どのくらいの量を食べたらチェックする

かなど、分かりづらい部分もあるが、スマートフォン向けのアプリを含め、

食生活改善への意識向上につながるほか、視聴者が番組に参加できる点がよ

かったと思う。 

 

○  ３月２８日(水)愛知発地域ドラマ“真夜中のスーパーカー”放送直前ＳＰ「レ

トロなクルマに恋して！」（ＢＳプレミアム 後 4:30～4:55）と同日「真夜中

のスーパーカー～愛知発地域ドラマ～」（ＢＳプレミアム 後 10:00～11:00）

を視聴した。「真夜中のスーパーカー」の本編放送前に日本の誇るべき自動車

と世界の自動車の展示場を見ることができたのはおもしろかった。その上で

ドラマ本編を視聴したが、実際のスポーツカーの制作をモチーフにしたス

トーリーはおもしろく、モデルとなった車にそんな歴史があったのかと感心

した。戦闘機の操縦から車の運転に移り変わるシーンは、敗戦国である日本

が飛行機を作らせてもらえずに自動車を製造し、現在では世界をリードして

いること、ひいては戦争を背負った上で現在があるということをうまく表現

できていた。出演者は演技を含めすばらしく、社名など愛知ならではのドラ

マでおもしろかった。一方で、上遠野太洸さんが演じる日系ブラジル人４世

が犯罪に巻き込まれそうになる導入部や夜に自動車の化身が出てくるシーン

などは、もう少し丁寧に表現してもよかったと思う。今回モチーフとした自

動車や企業もいいが、次回は愛知らしさや未来に向けた取り組み、次世代に

向けた新しいものがメインのストーリーにしてもらいたい。 

 

○  史実をモチーフとしている場合、企業名などはそのまま出してもいいのでは

ないか。 
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（ＮＨＫ側） 

開発史の部分は特定の企業、自動車をモデルにしているが、物

語自体は架空のファンタジーであること、特定の企業とタイアッ

プしているように見えてしまうのは本意ではないことから、架空

の名前にしている。公共放送としての立場ということを踏まえ制

作したものだとご理解いただきたい。 

 

○  最初はついていけなかったが、ものづくりについて考えさせられる内容だっ

た。 

 

○  車に興味がないので、ドラマの中盤はファンタジーの要素が強すぎてついて

いけなかった。ただ、女性がものづくりで活躍するのはいいことだと思うし、

電気自動車や、家族向けの車も設計していくという終わり方はよかった。 

 

○  ３月３０日(金)「潜れ！さかなクン」（総合 後 7:30～8:43）を視聴した。

魚が定置網に入っていく様子がリアルに見られるなどおもしろい番組だった

と思う。ナレーションの声もよく、スタジオに東京湾のセットが作られてお

り、どこに潜っているのかすぐわかり、詳しい図が出てくるなど全体的に丁

寧に作られた番組だと思った。今後もこのような海の中の不思議を見ること

ができる番組を作ってほしい。 

 

○  東京湾でムラサキイガイが繁殖していることを明るく、ポジティブに伝えて

いたことが、ムラサキイガイは「生態系被害防止外来種」に指定されており、

世界と日本の侵略的外来種ワースト 100 に入っており問題になっている生き

物だ。ムラサキイガイがいることがいいような紹介のされ方になってしまっ

たが、問題であることを番組でしっかりと指摘してほしかった。今後も生き

物を扱う時は気を配ってほしい。 

 

○  連続テレビ小説「わろてんか」を視聴した。後半にかけ朝ドラの熟成感が増

幅していき魅せられた。また連続テレビ小説「半分、青い」は、ナレーション

の哲学的、文学的表現と光や空気感の自然の大変美しい岐阜の映像と調和し

透明感のあるドラマになっていると思う。 
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○  ４月３日(火)美と若さの新常識～カラダのヒミツ～「発見！“痩せる脂肪”

の極意」を視聴した。番組では動物実験による結果を人間に落とし込んで伝

えていたが、動物実験の結果が必ずしも人間に当てはまるとは限らない。動

物実験だけでは断定できないということも含め、視聴者に伝える工夫が必要

だと思う。 

 

○  ４月７日(土)チコちゃんに叱られる！「＃０」（総合 前 8:15～9:00）を視

聴した。おもしろかったので、４月１３日(金)からのレギュラー放送を見る

ことに決めた。チコちゃんのリアルな表情が面白く、さらにトークの痛快感

に魅せられている。 

 

○  ４月１０日(火)に再放送されたプレミアムカフェ ハイビジョンスペシャ

ル「京都 冷泉家の八百年～和歌の心、日本の美を守り伝えて～」を視聴し

た。歴史や文化の奥深さを伝える大変興味深い取材で、ＢＳプレミアムらし

い価値ある番組だったと思う。紅葉の逆光や非常に暗いロウソクの淡い光し

かない屋内から外の景色を撮影するといった高度な技術に敬意を表したい。 

 

○  ４月１２日(木)ネーミングバラエティー 日本人のおなまえっ！「朝ドラヒ

ロイン おなまえのナゾ」を視聴した。朝ドラのヒロインの名前の由来に、

脚本家の思いが強く込められていることを知ることができ、大変興味深い内

容だった。また、「おしん」の「しん」に託された脚本家の思いを知り感動し

た。 

 

○  ４月１２日(木)「世界へ発信！ＳＮＳ英語術」を視聴した。日常的にさまざ

まな連絡をメールで行っているが、番組を見て、仕事の依頼のほとんどがフェ

イスブック経由であることなど、いかに個人で情報を発信し、裾野を広げて

いくかが問われる時代になっているのだと感じた。番組では、ＳＮＳ上で世

界中の著名人が意見を表明していることを引き合いに個人の情報発信の重要

性を解説し、略語の意味などミニ知識を押さえた上で、加藤綾子さんが実践

し、全体のおさらいまで行っていた。番組構成はコンパクトで分かりやすく、

とても見やすかった。また、加藤さんは他の放送局について言及していて、

視聴者をうまく引き付けるようなやりとりとなっており、おもしろかった。 
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○  ４月１３日(金)チコちゃんに叱られる！「＃１」を視聴した。番組で取り上

げた雑学は感心させられるものばかりで、ＭＣの岡村隆史さんの進行と合わ

せ、本当におもしろい番組だった。人類が右利きになったのは言語を使うこ

とによって左脳が発達したためという話には興味を引かれた。一方、左利き

が世界の人口の１割くらい残っていることが紹介されたが、理由についても

言及してほしかった。チコちゃんの言葉と動作が連動した演出は見事で、ど

うやって動かしているのか知りたいと思った。一方で、チコちゃんが岡村さん

のことを呼び捨てにしていたが、５歳児という設定であっても、ＮＨＫが小

さな子どもにそういうことばづかいをさせるのはいいのだろうか。 

 

○  チコちゃんの声を担当している木村祐一さんのツッコミがうまく使われて

おり、ＮＨＫのほかの番組と比べ、リアリティのあるやりとりが交わされて

いると思った。ほかにも「プロフェッショナル 仕事の流儀」の音楽を使用

した際も、「許可を取ってふざけています」というテロップや、今回のゲスト

で「半分、青い。」に出演中の佐藤健さんに対して、「なぜできないのか、き

みは半分青い」というツッコミを入れるなど、随所におもしろみを感じる楽

しい番組だった。これからも期待している。 

 

○  昨年放送した時よりもチコちゃんの衣装やＣＧがよりリアルになっている

と感じた。「サクラは一斉に咲くのはなぜ？」という疑問がおもしろく、本当

に興味深い話だった。今後もこのような興味深い話、ためになる話を楽しく

知ることができる番組をお願いしたい。 

 

○  ４月１４日(土)「土曜スタジオパーク」を視聴した。ゲストの滝藤賢一さん

が役者になるきっかけや、役者としての思い、役作りの話などいろいろな滝

藤さんの魅力が伝わってきて、とてもよいトーク番組だった。 

 

○  連続テレビ小説「半分、青い。」を視聴している。おもしろい番組と毎日楽

しみにしている。中村雅俊さんの「ふるさと」や原田知世さんの「守ってあ

げたい」の歌唱、ドラマ内で放送しているテレビ番組など、当時をほうふつ

させる演出が随所に織り込まれており、その時代を生きた人間には非常に感

慨深いものがあると思う。今後もこのような演出を入れることで、その時代
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とリンクするような番組にしていってもらいたい。 

 

○  東濃と西濃では方言が違うことがよく分かった。岐阜らしさがよく表現され

ていると感じている。主題歌も映像も朝にぴったりで気に入っている。お産

の場面で医者がお腹を強く押さえる場面があり、かつてはこのようなことを

したのかと違和感を覚えた。 

 

○  父親役の滝藤賢一さんがすごくいい味を出している。母親をはじめ主人公の

成長を見守る家族の温かさがとても伝わってくるドラマで、今後も視聴して

いきたい。 

 

○  「あさイチ」を視聴しているが、有働由美子アナウンサーと井ノ原快彦さん

は好感度最強のコンビだった。長い間お疲れさまと申し上げたいとともに、

朝の時間を共に過ごせたことに心から感謝したい。 

 

○  キャスターとゲストが変わって新鮮でよいと思う。スタジオのセットが青色

で、使っているタイルも、もしかしたら東濃で作ったタイルなのだろうか。「半

分、青い。」と関係があるのではと思い、いろいろ調べたが、わからなかった

ので教えてほしい。 

 

（ＮＨＫ側） 

「あさイチ」のセットについては、同じような質問を複数いた

だいており、実際にセットを作ったデザイナーに確認したところ、

偶然であり「半分、青い。」に合わせているわけではないとのこと

であった。 

 

○  「ビットワールド」を視聴している。特に「あはれ！名作くん」のコーナー

がとてもすばらしい内容だ。番組の途中に、名画や、昔話などのさまざまな

アイテムが登場し、子どもから意味を質問された際に、自分でも解説に困っ

たりするので、番組ホームページに情報があるとありがたい。 
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（ＮＨＫ側） 

「ほっとイブニングぎふ」で事前に紹介した件については、クイ

ズの正解が分かってしまうことがないよう岐阜局と協議しリポー

トを制作してもらった。具体的には、クイズでの温泉を使った料理

の正解はおかゆだったが、リポートでは天ぷらを主に紹介した。こ

ちらとしては、クイズの出題ＶＴＲとリポートとは、異なった内容

にすみ分けて制作したつもりだったが、映像が重複している部分も

あったためご指摘の印象になった可能性がある。今後、他番組と連

携するときは留意していく。 

 

ＮＨＫ名古屋放送局 

番組審議会事務局  
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